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。床腰房

温水を利用したふく射熱て、足もとから効率

よく部屋全体をあたためます。

@ 冷暖房

空気の汚れない温水 暖房ならで‘

はのマイノレドな温風。もちろん夏は

冷房もOK。

@ 給湯

お台 fi fr はもちろん、j先面 戸庁などにもお 湯

がたっぷ り。特に冬場にはうれしし、日未ブi です。

@風呂・シャワー

プV オールの給j易機能は余絡の 16号。ぉj易

はりも短かく 、シャワーも年聞を通して 楽 しめ

ます。さらに、風呂ヒーターで、追いだきも。

@浴室換気乾燥機

浴 室 がi先たく物の乾燥室に早変り。雨の日

でも夜でも安心して i先たくできます。

@温水サウナ

低 温 の 遠 赤 外 線 方 式。わずかなスペ ース・

維持費で、ホームサウナを実 現します。

P R旧尺
資料1両求お問い合わせは 干541 大阪市東区平野町5-1大阪ガス営車部エックスプリオール係まで TEL.06-202-2221



日本建築協会会告

第 1 回

日本 協 会 賞

一 日 本 建 築 協 会 創 立 70周 年 記 念 事 業 -

日 本 建 築 協 会 賞 ( 要 綱 )

組i 行

本会の tilJ 立70同年を契機として、住築界における総合同体としての1 ' Lf'nに J，I; つ'

き、. l J ! : 設に l則わるあらゆる分針において社会に印紙したト月休または伽1人に対し

て、そのう佐紛を，1 ( えると共に、わが [iil 文化の li'J 1 - . 、公共の九i-i1l: に寄りーすること

を目 的とする 。 ( 作品を除< )  

N 事と

本 会 会 H を対象とするが、会以外であ っても、その起並行に jt つ' くものであれば

411まない。

J.<. ，Ｎｾｾ＠

ＱＱ 令の総書白は ＳＰＰ 万円以内とし、入選は Ｑ Ｇｴｾ～，ｊＨｾぴにＨ， ｗ ｩＧｬとして ＱＰＰｽｪｬｬｊ 、叩人ｪＱｊｬ

は賀状並びに; ，i lj 1' t として 50万円を附込する

巡行一

推 I. Jfi のあったものの中から i遅々委H 会で巡号し、J l I ! ￭ ｊｾ 会の議を総て決定する 。

巡巧委uはヴ' 0哉、実務経験者をも って桃Iぷし、i : H l < は会長が委射する 。

推 ｉＮｪｦｾ

推 ｉｾｪ は 、|附則附{係系1行.

f総品 J山11資宇料ト

1f fi 11
1

t-ri' 立、待作資料となるものおよび候和I i J ，' の終止止 t!? 守: を促 l_Hする -tJLI II'{t;Ji'ト

は、以ｉＡｉ ｊ として退去 ｉＱ しない ， ただし入選をｼ徐き ｉｉＨｻ 和 ＶＲ 年 Ｓ 月末までにＡ革ｾＧＱｻがあ

i L ぱ返却する ，

-tJLlI¥Jt111浪

Hs -I' II62年 1 JJ 31l l  

ｬ，Ｇｴ ｈｾ 先

社F司法人 U  Ij 'ill 築協会

大阪 ､ｪｾｴｬ ，Ｈ怖ｦ｛ｦ 1  - 1  - 3  - 2100 大阪駅 Ijij ¥.j'¥3 ピル211; 皆 T Eし 06 :348 0635 

1;付I!I J

このれは、当分の↑ 1¥1、 5 年ごとに 3J J にh う。

日 本 建 築 協 会 賞 に す い せ ん の お 願 い

日本控築| 励会は大正 6 年 3 丹、大| 仮において設立され、昭手1 I 62年に

は創立70周年を迎えることになりました

この意義ある 1設を記念して、 前日本位築協会1γ を創設いたしまし

た。この11・は、控設、設計、冠全L、11: ｊＮｾ、他村など、あらゆる分野

において技術の向上、進歩、発達に氏献した業結に対して、その. r ) J

Mt をぷえ、 jよく顕彰するものであります作品を| 徐< ) ‘ 該当業紛が

ございましたら、ぜひご推府下さいますようお I.y，互い申し上げます

創 立 70周 年 記 念 事 業

・記念式典、表彰式、講演会、祝賀会〈昭和62年 3 月30 日(月)於・太閤園〉

・日本建築協会貨の創設・大正、昭和初期住宅作品の展示圃「住まいの絵本J の 編集、 出版・「関西の昭和生まれの建築家Jの出版・特別見学会・その他



一一一一一一 日本建築協会会告

4 会員の受賞

このたび、 ド記会員の万々がそれぞれ表杉を受けられましたので、

ここにみしてその栄誉をお慶び巾し上げます。

Il 己

勲四等瑞宝章 中 ｊ 京 ｊ ＱＮ 氏山 ｈ｜ 別 ｉ ， ｬ ， ｭｾ 附Ｉ

政 .:1i 等A足光旭日章ノl、}II 利光氏

賞綬袋章 藤本鍛三氏

"  
自松J l h六氏

( 仰小川 ill 築事務所)

( ( 肉藤本[ 務応)

(附(; . ;総生1' :築ぷI¥' 十事務所)

4 ホ解剖台上の私性群砂 (再掲)

ー建築家池上俊郎の 5 年 間 の 仕 事 一

「カテゴリーを超えて」

「スケールを超えて J

本会ラウンジで毎年開催しています展覧会も今年で 3 回目となり

ました。今回は、「専門分野を問わないことを専門化してきた」とド

ムス誌に紹介された池上俊郎氏にご登場いただきます。

池上氏は、 1 / 1 - 1  /200 ，000のスケールのもの( 家具 ・インテリ

ア ・建 築 ・都市) を等価なものととらえて、ジャンルを超えたユニ

ークな創作活動をしておられます。

この展覧会では、①形態を幾何学的な也ー界と不定形なカタストロ

フィーの組み合わせて‘ 構成する。②形態操作を通じて心理的風去を

拡大し、物活性を場に構成していく。③デザインの恋意性を超えて

特殊解であり、同時に一般解でもある社会的存在として成立させる

ことという 3 つの軸をコンセフトとして創作された最近 5 カ年の作

品が、往きたを中心にして都市のモニュメントから日常的なスリッパ

までをドローイング ・fj，;f J¥リ・図面などて" 展示されます。

なお、展覧会初日には、池上氏のスライドを交えての講演会も予

定しておりますので' 1 ! r ってご参加下さい。

- 展覧会「解剖台上の私性群」ー建築家池上俊郎の 5 年間の仕事ー

開催期間 1986年12月 6 日U: l → 12月12 日凶

午前10時~午後 71時( 入場無料)

ただし、初日( 6 日) は午後 5 時まで。

会 場 日本建築協会・ラウンジ( 大阪駅前第 3 ビル ・21階)

・講演会「解剖台上の私性群」ースライド併用ー

日 時 1986年 12月 6 日w 開会18: 30 → 閉 会20 :30

会 場 日本建築協会・ラウンジ

講 師 池上俊郎氏( 附アパン市ウス研究所・池 1: 俊郎総築 '1>務所代ぷ)

定 員 40名

参加会費 会只800円 ・会只外 l ρ00円 ( 飲物代含む)

申 込 ハガキまたは屯請にて、本会・F業課へお申込み下さい。

2  

‘ ' 86建築関係団体合同忘年懇親会

関西主主築界の恒例行事である忘年懇親会を、本年も下記のとおり開

催することになりました 。

多数の建築関係者が集い、親交を深めておりますので、何卒ご参加

下さいますようご案内申し上げます。

日 時 昭 和6 P手12 月12 日樹 E 時 ｾ Ｗ 時 ＳＰ 分

会 場 太閤園ダイヤモンドホール( ビュッフェ・スタイルのパーティ)

大阪市都島区網島町 9 - 1 0 屯話06 ( 356)  1111番

( 京阪京橋駅より商へ徒歩10分・市ノ〈ス JRt i ' 回より徒歩 5分) 、

会 費 8，000円( 別に多額の補助があります)

ご面倒ですが会貨を添えて申込期間中 ( ＱＱ 月 ＱＷ 日 ｾ ＱＲ 月 Ｕ

日) に共催同体事務局までお泣し下さるか、現金送金にて

お願いします。( 土l I iri 休日)

申込者には忘年懇親会参加証をお渡しします。

定 員 400名

余 興 芸能人による〈楽団 ・司会者〉

福 引 会員有志の苦手』料品進呈

お願い ( 1 ) 出席者名簿を作成しますので申込の際に氏名 ・勤務先をお知らせ下

さい 。

(2) 申込者でl U 1 5 日までに欠席の述絡がない場合は会' / 1 ( のご負仰を耳iii

います。

(3) 当日は参JJI]，ilEで受付いたしますから必ずご持参府l います。

共 催 日本建築協会 ・大阪府建築士会

大阪建築士 'J'; 務所協会 大阪建築設計監理協会

日本建築家協会関西支部

協 賛 日本建築学会近畿支部 ・大阪建設業協会

日本建築材料協会 ・建築業協会関西支部

4 建築関係 9 団体合同新年交礼会

日 時 昭 和62年 1 月 5 日(月) Ｒ 時 ｾ Ｓ 時

会場 大阪コクサイホテル 8 階宴会場 ( 大阪市東区内本町)

会費 2，500円

( 申込者で当日欠席されても会費をいただきます)

申込 12月12 日までに会貨を添えて紋寄りの同体にお申込下さい。

新幹線

‘ 大阪~東京乗車券の割引販売

日本建築協会では、会員サービス事業の一環として上記来車券を

'J; lJ 安価格にて販売いたしますので、ぜひご利用下さい

お申し込みは、社団法人日本主tt 築協会総務課まで。なお、日曜日、

士 ｉｉＯｾ 日、祝祭日は、本会の休日ですので、販売はいたしません。

大阪市北区梅凹 1 丁目 l 番 3 - 2100 大阪駅前第 3 ピル21階

電話06- 348 - 0635 

28，400円



主] ' ; 物内外市 ・llloの-ffl ) モルタ J レが道路上へ泌

下

群保書がrl 役所へ今後の対策について協 E議

区役所とイ Ｇｾｉｉￎｊｉ 拘伐、他的外司令節分も品下町恐

tL:l}' あるので、ロープ等で危険r，( j 量に立ち入

らないようにする

地主主されていたので内部品H' l ' はでき立かった，

所イ ｩ ＮＨ，Ｍ へ ｩｬｬ 築 ｊ ，ｾｩｉＧ法制条第 ＲＵＱ［ こ ｊ ，ｾづＨ r泌

反 ill 築物杭 ;n命令 F告i l 1i 知 '，I? 発込( 転出先

不明でi品反)

tti;7': 内容「外収の危険な筒所を取り除〈こと J

所イi者の1，' ;ftJ 血( 点京都) が相II"JJ したので、

「述反 ｩｬｬ 築物 ｾ｡ ［ ｮ 命令 ｦｻＧｬ Ｎｩｩｬｬ担 ｨ ｬ ｽｊ 尭送Ｈ 4  

月29日?叉:J1p' ) . 巧

剖: 築w叩法司， 9 条第 l 耳iにJ" づく「造反ill 築

物 ｴｾ ｩＱ ｬ 命令， Ｇ ｾ J 発送( 受i ¥M! i f;)

6  "告外"，f ( モルタルゆ) 品ドの危険が. l f l大

所イifi に命令 J Fを送i主するため 1-- 点、所イ'i ./'i' 

不イi のため命令，ヰを郵i回受に投断 L 、'lj:tL抽i

d芸

6 P曹外吹( モルタ J レ冷) 却下町危険性が向ま

る

，jIj 所有i ./'i-(所'i Uすの; Rq，li) 、{此111，/ ' 1- に対し、外

慣を除去1I するよう安明

台 風 6 り・被j!I

姐I築基i I ' 法書， 9 条第13耳1にJ" づく公f九一

n旅立ち会いのもと、区役所 ，ｩｬＧｦｾＩｪ ｬＧＺと ｩｬｬ 物

内部を B制作

十j : ・梁 ・筋かい ・外欧 (!I. JH鉄筋) が腐食に

より Ｍｭｾ ｩｙｬ 減し部下の危険性が［￩ＮＧＮ迫であるこ

とを舷必 .‘ 
行政代執行法第 3 条第 l tti および第 2 mの手

続きを- n 略し、第 3 J買を適用することを決定

する

代執行 Ｑ ＺＧ ド ｾ，ＺＨＺ生 ｦ￮Ｈ 指名競争入札Ｉについ

て、提約 jl l! 'i ] ，，) と打ち合わせ

所 11打の n発的な是正を f! i すため止中; へ出世主

したが、 F叶イi ./'iと I函J車て' きず、' ，l!:，話で』見 j!i し

たが、所イf おには娃正の: l : r : 思がユ2. められなか

った.

7 月17Ll Ｍ Ｑ Ｙ 日の Ｓ 日間で代 ｾａｮ 尖施を決定

関係機関へ協 J r英J

隣 J妻家以関係・. / ' i へ説明、一部駐 '11. 場代金 述

必科専の岡山ボがあったが代執行の題行を説明

し、 l品} ) )j {{( 轄lする

戸斤平i . ( ，へ代執行のj J j j 知1 ('i tL，ifi) 

7  !l 19 ｛ｊまで ｦｾ 執 ｪｦ

{l: t wml l 納( . J 命令沖交付

(納f. j -JUI 限 811 17日)

ＱＧｴｬｾ 状交付Ｈ指定納付 ｪ 削除 Ｘ ) 129B 

代執行 ' ml l . l < 納につき、不動派参加S し押さ

えおよび大阪地 J在へ交付 'j!f，jt

措置経過お よび措置概要( 昭和60年)

4  1  110 1I 

港 令 コ ー ナ -

2 1 8  

4  rJ 11日

4  1' 115日

4  )1 17日

4  J  I  26 口

7116 日

7  IJ 8 日

5  1I 4 日

21 日

6  )J 106 

6  H  19U 

61126日

6  )J 27 日

6  1J 30日

7 月 l 日

7112 日

している。

(1) 違 反 建築物 の 概 要

所 #1也 大 阪 市 西 成 区 萩 之 茶 屋 1 丁目

怖 造 規 模 鉄 竹 造 711智雄

建 築 面 総 約 38 .6m

延 べ 面 積 約 171. 9m'

建 築 年 月 昭 和 41if三2 月

(2)  違 反 建 築 物 の権 利 関係

債 権 者

・大 阪 府 ( 府 税 滞 納処 分 に よ る 差 し 押 さ え )

• A 信 用 金 庫 ( 桜 紙 当 他 設 定 )

一 一 限 度 額4，000万 円

一 一 昭 和57年 11 月 競 売 手 続 き 開 始 決 定

競売手続き状況( 大阪地 万 裁 判 所 第 14民 ・jぽI1調査)

一 一 放低 売 却価 絡 1，187万 円

一 一 現 在 、 競 浴 者 な し

(J 朗限入札 3 回、特別入札 1 回)

(3)  違 反 条 項

建築基判t 法穿¥20条首I I 項 「 建 築 物 は 、 長i豆、 干1'1) 1説

作'fill 、積雪、風圧、よ圧及び水圧並ひ' に I也iMそ の

他 の ぷ 動 及 び 衝 幣 に 対 し て 安 全 な 椛 造 て ・ な け れ ば

な ら な い J

ロコ

行 政 代 執 行 の 実例く大阪市〉

建 築 基 準 法 は 、 建 物 を 建 築 す る 場 合 の 伎 術 基 準

に 関 す る 規 定 が 大 部 分 で あ り、 建 築 物 の 維 持 保 全

子 1

については、唯一、 m8 条 第 1 項 に 努 力 議 務 脱 定

が設けられている。

主主築基準法が制定されはや37年 、 法 に J長づき建

築された建築物とともに、法を無視して主j ! ; 築され

た 建 築 物 も 、老 齢JtJ J を 迎 え 、 老 符化 してきている。

こ こ に 紹 介 す る 大 阪 市 が 行 っ た 代 執 行 は 、 昭 和

滋 2

41年 に ill 築 さ れ た 粍 ll t鉄 骨 造 7 階 建 の 簡 易 宿 泊 所

が、多領の負f J ' l をかかえた所有者のぷ発とともに 、

長期間]政; a され、腐食を原因とする住 ・梁 等 の 一

昔1¥消 滅 や 外 壁 の 一 昔11孫 下 、 さ ら に は 12 - 1301 の 高

さ か ら 外 壁 モ ル タ ル が ぶ 下 す る 危 険 が あ り 、 通 行

人 や 近 隣 住 民 の 生 命 ・財 産 を 脅 か す 状 態 と な っ た

た め 、 法 第20条 「 構 造 耐 力 」 に 抵 触 す る i主反，建築

物 と し て 、 行 政 代 執 行 法 第 3 条 第 3 項 の 規 定 を 適

用 し 、 い わ ゆ る 即 時 代 執 行 を 行 っ た も の で あ る 。

違反建築物の概要
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代執行

(1) 代 執 行 の 範 囲

悦 it 鉄 骨 造 7 階 建 の 外 墜 ( 北 - 南 . J車両) の 、

争I j 離している部分の撤去および撤去後の長生

(2)  代 執 行 の実施

代執行ｾ任者を総令計画局建築指導部監察謀長

とし、 3 日 間 で 大 阪 市職 只 延 べ33，1，. 工 仏Ji 負 業

者延べ ＳＷ 名および代執行 Ｑｾ 用 Ｑ ＹＷ 万円を ＧｬＧ ｬ やし、

さ ま ざ ま な 問 題 を 残 し な が ら 完 了 し た 。

代 執 行 当 日は 、 集 令 7 11寺 ・出発 71時 15分 ・作 業

開始 Ｘ Ｑ 時 ・ 作 業終了 Ｑ Ｗ ＱＱ 寺て Ｇ ｾ ｔ ったが、 2 日日の午

前 中 、 隣 家 よ り 告 怖 が あ り 、 工 'J' ; を'1' 断し、 ti:立1

な 半 日 を ロスした。

処分についての問題点

(1) 行 政 指導

本 柱 築 物 の 所 有 者 は 'J，，; 佐の失敗でifr.(1 O不明とな

り、 ま た 、 裁 判 所 に よ る 任 意 競 売 の1m始や滞納処

分 に よ る 差 し)'1'さ え 等権 利関係が絞雑であった。

3  姐ｾと社会 ＮＮ 1986' 1' 1I)j ' ; 

C  1∞x 5 0  

チス; ¥)

鉄筋φ6

7 テげ'， ¥.')450

ヨコ仰円1，αJO

匪E

外壁 断面図

;;j寸話

Ｈｦ甲ｾＢｩ tや

ｾ＠

富

代執行完了

外壁モルタル落下の危険が・.

F;; 



池 築 基 準 法 第 10条「保安上危険であり、文は衛

生上有害である建築物に対する錯置」は、既存不

適絡建築物を対象とする規定であり、したがって

本建築物には同条を適用できず、同法第20条 「 機

造耐力 J を適用し対処することに踏み切った。

建物所有者が行方不明のため、関係機関の協力

を得て居住地を探し、建築基準法第 9 条第 2 項に

基づく通知占を郵送( 配達証明) し、所有者は受

け取ったが、同法第 9 条第 1 項に基づく命令占は

2 1 . 支にわたって受け取られなかった。命令書の送

達にあたっては、所有者に手交すぺ〈上京したが

常時不在であり、郵便受けに投函し、状況を写兵

搬 ;i 拶したが、この行為により所有者が命令占を受

領したことになるか、いつから効力を発するのか

との議論となり、法規担当とも協議し、所有者の

居住を確認した日をもって受領したものと解釈し

fこ。

抵当権が設定されている状況では、代執行費用の

回収はほとんど絶望的である。

したがって代執行資用の予算化にあたっては、

財政主管局との十分な打ち合わせが必要でbある。

(4)  行 政 代 執 行 法 第 3 条 第 3 項の適用に関連して

一部外壁の洛下後、剥離がますます進行し全面

落下の危険が切迫するなか、第 3 項を適用し、戒

告手続等を省略したにもかかわらず、代執行にあ

たっては財政主管局との打ち合わせ、工事委託業

者 の 決 定 ・契約等にかなりの日数を要した。

いわゆる「即時強制」は建築基準法では認めら

れず、危険切迫した状況のもとでこうした回数を

費やすことは、現行法上己むを得ないとしても問

題があると考えられる。

(5)  その後の措置

代執行が終了した昭和60年 7 月20 日、所有者に

対し終了した旨連絡し、代執行に要した費用は近

再度説得のため上京したが所有者と商談できず、 いうちに請求することを申し渡した。

電話のみの説得であり権利関係も複雑であるので、 8 月 8 日に上京し、所有者に対し r1 年以内に

命 令 の 送 達 ・行政指導についても、相予側が無視 本建築物を除却すること J を内容とした、建築基

した場合の限界を強〈感じた。 準 法 第 9 条 第 2 項に基づく通知占および代執行に

また、戦後40年経過し老桁家屋 ・危険家屋が数 要した費用の納付命令、! } : ( 納付期限 8 月17 日) を

多くあるなかで、所有者が行方不明の縫物 ・所 有 直接交付しようとしたが、拒否されたので郵便受

者が確定できても行政指導等を無視された場合の

対応が今後ますます困難となるのではと痛感する

しだいである。

(2)  代 執 行

代執行を行うにあたり、建物内部に立ち入り調

査を行ったが、その結果、住 ・梁 ・外 墜 ( 胴 縁 鉄

筋) が腐食により一部消滅した状況のなかで、代

執行の範囲をどこまで行うかが大きな議論となっ

た。全面解体が必要であると認めつつ、代執行の

場所の状況、代執行にかかる時間等を検川して、

外壁の危険な部分の排除に限定した 。

地域住民の苦情等により本建物の代執行を行っ

たが、地域住民には本来所有者が行う義務がある

ものを、外壁の法下から通行人 ・隣 接 屑 住 者 ・家

屋の安全を確保するために、行政が代執行を行う

との説明を行い理解を得ていたが、いざ代執行を

けへ投函し、受領主! ? をとった。

8 月20 日に再度上京し、 r  1年 以 内 に 本 建 築 物

を除却すること」を内谷とした、控築基準法第 9

条第 Ｑ 項に必づくｾ反主主築物措置命令Ｚ占および代

執行費用の将促状( 納付期限 8 月29 日) を直接交

付しようとしたが、拒否されたので 8 月 8 日と同

様の処置を行った。

さらに、本年 6 月 3 日に、違反建築物措置命令

書の履行について催告し、 7 月22 日に再催告を行

ったが、命令の履行期限である 8 月20 日を過ぎて

も除却されなかったため、 9 月17 日付「違反建築

物の除却について J により管促を行った。

まとめ

昭 和41年に建築された峰量鉄骨造 7 階 建 の 外 設

の一部が落下し、さらにいつ落下するかもわから

行うと、営業妨害等を主とした強い苦情があり、 ない状況のもとで、建築基準法第20条違反の建築

1' tAな半日をロスした。今後は代執行を行うにあ

たっても、近隣居住者、近隣商底、事業者等から

営業補償等の要求が出される可能性があることを

肝に銘じなければならないと考える。

今回、代執行を実施するなかで、当初は行政代

執 行 法 第 3 条第 l 項および第 2 項の手続きを経て

代執行を行いたいと考えていたが、外唆がいつ落

下するのかわからないなかで、

① もし手続き中に落下し通行人 ・家 庭 等 に 危 害

を与えた場合の行政責任はどうなるのか。

② 行政代執行法第 3 条 第 1 項の戒告手続に関す

る規定のなかで、 「相当の願行期限J を定められ

るグ〉カ‘ 。

等の; 議論があり、同法第 3 項「危険切迫の場合J

を適用して、代執行実施日まで外壁の一部が務下

しないことを願いながら代執行の日を迎えたのが

' <<i r ' 1: な感想である。

(3)  代執行費用

所イf 者カ、多額の負債をかかえて所在不明であり、

また、当該建物( 土地を含む) にも時価をこえる

4  

物として建築基準法第 9 条第 l 項に基づく命令を

行い、所有者に是正するよう説得を行ったが、所

有者に資力がなく行政代執行を行った。しかしこ

れは当面の対策として行ったものである。代執行

実 施 後 r1 年以内に本建築物を除却すること J を

所有者に命じたが、除却されずに現在まだ波置さ

れている。

現在、所有者に対して除却するよう説得を重ね

ているが、資力がなく除去jJ しようという意思がな

い所有者を説得することは非常ーに困難である。所

有者が放置している聞は所有者の包・理責任である

ことに間違いはないが、代執行後さらに 1 年 以 内

に本建築物を除却するよう命令を行っており、所

有者によってそれが履行されないで、万一事故が

生じたときには、行政として社会的追求はまぬが

れないものと恩われる。しかし、所有者に資力は

なく 、 債権者、恨抵当権者が多数存在し、また、

参加差し押さえ等を行ったが、代執行費用の徴収

の期待ができない状態で、多くの労力と財政負拘

をかけることは、大きな問題を残すことになる。

斑 1 ( 維持保全)

第八条 建築物の所有者、管理者又は占布者は、その他築物

の敷地、精進及び建築設備を常時適法な状態に維持するよう

に努めなければならない.

2  第十二条第一項に規定する建築物の所有者又は管理者は、

その主主築物の敷地、締造及び建築設備を常時適法な状態に維

持するため、必要に応じ、その建築物の維持保全に l到する準

目IJ 又は n十回を作成し、その他適切な柿; 置を講じなければなら

ない。この場合において、建設大臣は、当該 ilh則又は計画の

作成に l則l . . ，必裂な指針を定めることができる。

揮 2

簡易宿泊所( 簡易宿所)

木: u 街、または旅人宿と呼ばれていたが、昭和23年の旅館

業法施行後、下宿となり、さらには昭和32年同法の改正に伴

い簡易宿所と名称変更が行われた.

簡易宿所は通称「ドヤJ と呼ばれ f百を逆に読んだ隠語) 、

1 人 l 位 - 3 畳の個室またはベ y ド式が多〈 、敷金なし、食 ε  

‘J>なし、泌H つきで部屋代は日払い5∞円 - 2. 000円rn立で利

用されている.

「関西新空港j 建設計画の発表等でill て併えが数多く、デラ

ックス化してきている ( 冷眼房完備)

簡易宿泊所 199陳 ( 休業 7 煉)

※ 3  

第三条 } 向条の規定による処分( 代執行) をなすには、相当

の履行期限を定め、その期限までに履行がなされないときは、

代執行をなすべき旨を、予め文， ｾｦ で戒告しなければならない。

②議務者が、前項の被告を受けて、指定の期限までにその

義務を版行しないときは、当該行政庁は、代執行令占をもっ

て、代執行をなすべき時期、代執行のために派遣する執行責

任者の氏名及び代執行に要する費用の慨慌による凡僚級を義

務者に illi 知する

③ 非常の場合文は危険切迫の場合において、当該行為の急

速な実胞について緊急の必要があり、前二項に規定する手続

をとる暇がないときは、その手続を経ないで代執行をするこ

とができる.

※ 4  

愛隣地区

この地区は、西日本を中心に全開から日痛い労働者が集ま

るわが国政大向日雇い労働者の街となっており、 f I 湖西新空

港」の雄投というピ y グ ・プロジェクトを時ij にして、労働福

祉対策等をはじめ、環境護側浄化や治安対策にも大きな課題

をかかえた J也区てーある

この地区環境は、経済成長の過程てe 形成されたものであり、

その改善は昭和36年の一大暴動の後、 l叫・大阪府・市をあげ

て労働 ・悩祉対策を中心に各種の対策を推進してきたところ

であるが、いまだ解決に至っていない.

昨今、「愛隣地区j の環境は良くなったと鮮されているが、

路上での前峰りやごろ寝等がおこなわれている現紋であり、

本地区の環境改善は国際文化都市をめざす大阪市としての重

要議題となっている

地 区 面 f i ' t

地 区 人 口

地 区 世 常 数

地区人口密度

地区男子/ 女子

62ヘクタ- ) レ

23 ，083人 ( 560年国勢調先)

17，424人 ( "  )  

12，429人 ' km

2

3ω 1∞人

※ 5  (j 畠反建築物に対する措置)

第九条 特定行政庁は、この法律又はこれに基〈命令若しく

は条例の脱定に違反した建築物又は怨築物の敷地については、

当該建築物の控築主、当該建築物に附する工 Ｇｊｾ 的 ＢＧｦ Ｄｾ人 Ｈｾｴｩ

負工 Ｇｊｾ ｇＷＩ下 ｊ ｉＧ ｴ 人を含む。Ｉ若しくは現場竹湿布 ｩ 又は当必建築物

若しくは ill 築物の敷地の所有者、竹理Jけ? しくは山イi -l' iに対

して、当ｉￍＺ主工 Ｇｊｾ の施工の停止を命じ、又は、相当の術 ｦｊｕｉ 限

.、

をつけて、当該建築物の除却、移転、改築、明築、修料、 ｦｾ 1  

織替、使用公止、使用制限そ町他これらの嵐定に対する違反

を是正するために必要な撚訟をとることを命ずることができ

る

2  特定行政庁11、時ij J)' j の姶置を命じようとする場合におい 、

ては、あらかじめ、その i"tI 訟を命じようとする者に対して、

その命じようとする情誼及びその Ｇｊｾ 由を紀載した通知、与を交

イ寸しなければならない

代執行はいろいろな問題を残しながら、' l J . 飲も

なく完了したが、 E怪しき、あと味の悪さとともに、

これからが大変だなあという思いがした。

*  

末情ながら、この代執行を災地するにあたって、

関係機関のご協力をいただいたことにお礼を申し

上げますとともに、この事例発表が少しでも建築

行政に役立つものであれば望外の幸せです。

( 大阪市総合計画局建築指導部監察標主査 藤森洋幸)



lt 繰る 醐時E …

表紙デザイン ・吉回隆一

( 束畑建築事務所)

モノマルトル向上席物l占 観

光パスで II : の上に lニがると、

おおむねこの附jfr で降ろされ

るようです. 布子にテルトル

Jl: 場、I r . はサクレタール: r a' ! ＮＺ ［ ｾＺ、

j叶りにはユトリロのアトリエ

や有名なラパン アジルを眺

めながら丘を降ります.
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1I欠旺|市 文 化 会 館 . 徳 jゐ県 立 三 好 病 院 .

大 阪 市 立 東 洋 陶 敏 美 術 館 . 大 阪 城 国 際 文 化 ス ポ ー ツ ホ ー ル.

高知1追 手 前 高 等 学 校 芸 術 ホ ー ル.

瓦H汀 錦 江 ビ ル . I Jl 南 大 学 来II'l O号 館 . I Jl 南 大 学六 町l 運 動 施 設. 一一一一- 3 2

総 令 病 院 水 島 協 同 病 院. ワ ー ル ド 記 念 ホ ー ル.

総 合 病 院 松 江 生 協 病 院 .

薬 事 日 報 社 ビ ル . . . 1主人ホ ー ム 「 光 風 苑 J .

(K D D) 大 阪地 区 職 貝 厚 生 施設 .

旅 館 清 流. レ デ ン プ ト リ ス チ ン 西 部 修 迫 院.

長 崎 信 愛 幼 靴 屋li 遊 戯 棟 .

第 一 生 命 新 大 阪 ビ ル の 柿 造 設 計. 賢 lゐ 竹 友 荘 の 燐 造 設 計. 一一一一一- 3 6

ク レ ー ム か ら 撚 準 化 へ の 道一 技 術 チ ー ム で の 所 助

て 阪 タ ー ミ ナ ル ビ ル の 空 調 設 備 計 画 .

新 し い ノ ン サ ポ ー ト 工 法 ー ハ ー フ P C工 法 を 中 心 に ー - - - - - 3 9

コ ン デ ィ ス ク レ ー ン の |井j 発 と 実 用 化 .

イ ン ダ ス ト リ ア ル パ ー ク 計 画 ( ' 7 レ ー シ ア ) . .1.1  

六 I J l アイラ ン ド 都 市 機 能 用 地 分 譲 事 業 計 画 . 阿 倍 野 地 区 第 2 開 市 街

地 再 開 発 事 業 A ブ ロ ッ ク 基 本 計 画

耐h _ ' . . f 設計分野における 一 連 の プ ロ グ ラ ム 開 発

第 33回青 年技 術 者
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不二建設創立40周年記念作品集

空調 リニ ヤポンプ/ 小林一日記

: ( t 敷紡紅{ 本社ピルのf，Yt 造設計/ 橋本早苗

辺元井戸 ( リチャージウエル) の地工例/ 山中

日本建築協会月! 日j の動き ( 昭和61年 9 月分 )

第 4 回京都市美観風致n.

w  

作品経歴

設備の頁 145

4誇造の頁 144

施工材料の頁 144

月報

イ ンフォメ ーション

松 井 l昭 光

H百千n61 年 II JJ 20 日

111j 有] 61 年 11 月 25 日

ii 凹 悦 二

Ｈ 社 Ｉ 日本ｾ築協会

太阪市北区梅悶 lート3-2100

¥I!: 06- 348- 0635 

振停口座大阪ト 39975

印刷所 日本写杭印刷l株式会社

'，Il 06- 606ー 1111間

大 fj 印刷l 株式会 .J

¥Il 06- 451ー 7631

'，Ir 袋印刷l 隊式会社

¥I!: 06- 351- 5428((¥:) 

他1 950円( i 華料共)

制集人

印 刷

発 行

発行人

発行所

5  
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徳 島 市 庁 舎

設 計 山下設計大阪支社

監理 徳島市・山下設計大阪支社

施 工 戸田・三井・佐藤・不動・岡田建設共同企業体 (2期) 空 調 設 備 三 建 設 備工業

治会械

;車場



ｪＱ ｩｾ 杉山修 一 稲ｻ主ＧＪ広 Ｈ ｓｓ 大阪 Ｉ



施工( 1期) 戸田・大林・熊谷・西松・竹中建設共同企業体

新 Ｑ ＧｔＱｩ は、 ｦｾ￦ｊＺＯｪ I打のシビ ックコアの '1' 絞地設とし

て位世づけされており、近嫁して 市民会館 、 Jj -少

年センタ一、 '1' 火 公 L(fifi が $rl ' (I'.) に円以丘されてい

る。計 l'lij に| 探しては、これら既存地設とのイT機 (I()

な黙りを J とめた 。

①自己泣 ， ｬｬＭｾｬ￬ｩ : リl!iJ 也の北 fHl Iに行政版、南 jllif l!l lに 談 会

棟、南東に di L(1ム上品を，没けた 。炊い倣I也のなかで

まとまりのあるオーフンスペースを得るために、

行政隙は I'::j }同化し、広場は人工地位 (GL + 1 5 M )  

を保 JTI して下部を下地下式の diL(!! jj: 'Ii.場 とした 。

ｌ Ｇ ｪ ・ ｊｾｉｾ の配 ｩｬ￬ の新 ， ］Ｍ ｪｾＱ 干と既存の地 ｩ 訟のＧＱＧ央に広場

を位; 白つけたことによって、n ! I di 胞設併のイT機 (I()

つ¥

同i ，(ii全 i，t

めn! ldi ;;l 飢 |ーの杉t.Hを行い、 ill 物の ーt 申111 を点は JJ ③内庁IIHIi IJ !l: :  -1 J政 I(.f はI也Fが別 IIU'Vj 、機械布、 l 、

出['J ll ill[U、内は J，'i Ll Iに設定した 。 リ1}j( J也I(，J jJt- 1はL( 家 引; 符が窓 11 日111" 1、 81; }'f fJ サ;.It -1 i- :11¥1"1 、121: 符が川和JI 'メ

が隣彼しているため、 fL1境保全が' ; i 1t くよJ <められ、 生、 13附は( i } f修布、大会議主、その他はオーフン

ｲｉＡＡ問、ビル風、川波 ｉ［ＺｾＧ ， ｉ ［Ｚ 、ｪｊｪｪ ｬ ＡｦＡｾ、成Ａ主Ａ必与に対し カウターの ＧｊｱＧ 万本で仇 ｬ 反され、・ｪＧ［ｻＩＵ本のＩ，ｾ本モデ

て多角 (I() な倹川をし、 1，Iojサイドコアのコーナーを ュールは 1. 600 とな っている H引liii 系も 3. 200のヒ

大きく I:/J¥切りした また往物の似' 下、安全1 ' 1、' ( i ' y チを) ，いVーとし、 lぷドにはセルラーダクト、フロ

エネルギーに 'i.1J! 止の大きいパノレコニーを mいて、 アーダクトを ，i生け、 OA ']';{)5主 )'.J/，[ ; ‘ とした泌会保

45・の快 1(lj とバルコニーを一体化したデザインによ は、地下( j : ' ¥i " I <功、 l 、 2 1析は窓 11 日III"J 、 3 、 4 、

っ て徳山 ､￮ の庁合をぷ現した 。 行政械に比べてｦｊｾ 51: 持が議会部門で桃l反されている

l刊でコンハクトな議会械は、行政械のモチーフを また新 ｲｩ ニｻｴＭ＿ｾ注 目 ｩ 止に際しては ､￮ｊｪ 子＿の 「 文化化 」 が

ｊｔｊ いて収合 ＧＱＧＱ を ｦｾｬ っ ている また( > 集会出は行政隙 怖くｾボされ、地正及び ＧＱＧ リとのよ Ｇ ｾ foI. r家が多〈参})II

It.j Illi 1(li を本ぐ l立iA' にあることと、[ : 1 ¥i -1長K 泳、公 1，;([、 し、 J-j- 子干に i['il l.、を 'j えてくれた 。

黙りが j成長し、シビ ソクコアの領域が形成された dT l ( 広場のfAυ;If 以令のため、議会日1¥[ "[ ( 3  [ : 持以上)

と与える 。 を←ヒ申111に刈し 45・似 った If3て: 没，lI- している 。こi . Lに

②外11[1桃J j J t 行政 Ｑ ｦＮｊは徳山 ､￮ｬ 凶 ー の ｲ ｾ 百さ となるた より議会の独立:'1' 1 : をぷ枕した

( 鈴 木 繁/ ILJ ドz没，l I 大l以土:t [:)



所 在 地 徳 島 市 幸 町2-5

敷 地 面 積 12，708 .0  m'  

建 築 面 積 7，418 . 9m'  

延 床 面 積 38，750 .0m'  

構 造 規 模 行 政 棟 S 、 8 2、14F

議 会 棟 S R C、 8 1 、5F

工 期 1 期 昭 和57年 3 月~ 昭 和59年 2 月

Ｒ 期昭和 ＵＹｾ 手 Ｖ 月 ｾ 昭和 ＶＰ 年 ＱＲ 月

最 寄 駅 国 鉄 徳 島 駅

市民部守口 事務宣

1

1

R
引

i

1

川
じ

H 首平面図 1:  1.0∞ 

行政十点 I ｰＨｾ ､ ｩ 民ロビー

④ 

行政棟 基準階平面図

E盟会棟 4'皆平面図



古 賀 町 中 央 公 民 館

設 計 石 本 建 築 事 務 所 福 岡 支 所

施 工 連 沼 組

所 在 地 福 岡 県 粕 屋 郡 古 賀 町 久 保866

敷 地 面 積 32 ，839 . 21  m'  

建 築 面 積 2，516 .28 m'  

延 床 面 積 3，243 .91 m'  

構 造 規 模 R C、2 F

工 期 昭 和59年 9 月~ 昭 和60年 10 月

最 寄 駅 国 鉄 鹿 冗 島 本 線古 賀 駅

回 ー

空 調 三建 設 備工業九州支庖

舞台照明機矯 龍 電社 福 岡 営 業 所

鍛 帳 清 原 織 物

ぬ ［［ｦ ｾ { 公岡秀 i't ( SSO' ，¥附 )

'JJU也は、悩 |凋市近郊の市t ' i 凹Iにある 3 万 ている 。 この l収抜の中にかなりオープン

m' を起す jllilfi }j公 l事lて¥11 1公民館、武道館ゃ な状態でおかれた二つの IWi ! 交が、 IWr ，':" 3  

7 ランドと共に松林が /，iイi している 。 こ mのホワイエとヒ ュー 7 ンなスケールで紡

の、1<)'11. な".，に建物は、 800人ホ ールを '1'心 び付けている 。 21: 符ホワイエは、パンチン

に、九1状にホワイエ、入 11 ホール、持宅 クメタル天井内のダクトを jsかしてト ッ

Jげが、| 徐々にスケールダウ ンしながら 、 プラ イトの光がほのかに! 必じられるだけ

松村、に治け込んでいる 。 で、ここに米て、ロビ 、入口ホ ル、 2

外情は、' ，l i IJ 肌状の淡い パープルピンクの 附ホワイエと 3 段附の光のグラジ ュエー

特殊タイルで、 ;I;IJ と殺} ofll -;止な rl' に 、 催 ンヨンが完成する 。 ホールは、傾斜した

しい栴やかさを与えている 。 低 い 庇 でjlll .JT 1.&シのりEが、午IJ さ取られ、イしを穿たれ、

さえられた入 1，とロビーは、外部とガラ あるいは凹まされ、有孔天然木ボードや

ス l 枚で附てられているだけで、何応な らUF O射のプレコンやら興状の反射板や

しに外部空間が内部に n人してくる 。 入 らがi&:: め込まれている 。天井には、 4 枚

11 ホーノレ、反，式ロビーは、 21府吹似のボ の天然木ボードが、その l珂凶から光を紘

一ルトＮￆ ｊ ｉ 占で燃がり、その端部は、 ｊｍ ｾ 主 ｉｊ ちながら、角度を変えて斤ーかんでいる 。

のある光隆と屋外階段を悦党化したガラ そして、シルバーレ y ドの杭:J市に l坐ると、

スから Jt がなだれ込む。 トップライトと 向然に心がなごんでいく 。

6 0 o の1以TEt イしがZEけられたこのコンクリ 町から市へと成長していく IJ;" t' i  I町民の心

ート打放シ尺 J Iーをパ y クに、此と議紫の の ｩｬｾＱ いの場として、この公民館が、縦し

I11J 花であるコスモスをデフォルメし出! ( ¥ まれ、使い読されることを願ってやまな

iりlがリズミカ/ レな彩りを与えている 。 こ い。

の. AJ I' を、常化したタイルが、それを更

に900oの 打j点シと fiJi' リの償紛のH が支え ( 鍋 田jlf 雄、治水時正/11- 1王位築 目J'; 務 所)

入口ホール



正而全長

800人ホール n官ホワイ エ



日鉄ライフ堺ビル

設 計 監 理 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 戸田・新日 銭 ・東急・南海共同企業体

主;1則夜 ，;t

tM: j ! 3 . 土井也九11' 正 lリl

外装11: 1-. /，1; 舗 械 化粧咋! 枠コン 7 リート打放し、吹付タイル

山市場棟 続 :.t主¥i 包コン 7 ' ) ート級、吹fナタイ ル

l

l
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所 在 地 大 阪 府 堺市 戒 島 町 2 - 62 

敷 地 面 積 14 ，4 10 . 2 9 5 m'  

建 築 面 積 9 ，766 . 894  m'  

延 床 面 積 53 ，588. l l l m'  

格 造 規 模 盾 舗 棟RC、B I、6F 、P I 駐車場棟 S (一部RC)、BF

工 期 昭 和60年 3 月~ 昭 和6 1年 8 月

最 寄 駅 南 海 本 線 堺 駅

U 欽 ラ イ フ wピノレのキーテナントて。あるイトーヨーカ 吋土

にとって、堺 Ｑｊｩ は関西 Ｑ サ ｊＮｴ ｦ であり今後 ｼ比 ， ｬｬｬｹ でーの 九月 ｾＱ Ｑ￬展

開 を ｩｩｴ めてゆく卜Ｎて 酬 Ｎｩｬｬ裂なＩ， ｾｊ 也となるむ のである。その

￴ ｦＨ裂な似命を持つビノレの ｊ ｾ ｬ ｊ ｉ ーにあた リ ｲｩＯＧｕ ￏＧｩｬＮ ｊ と いうテ

Ｍ＿ ， 設定をした 。 Ｚ ｉ ｊＺ ｉｉ 反 Ｏ［ｬｩｾＱ Ｑ￬とは存 と ， ｦ ｦＱ ｍＮ の ｩ ｊｬ ｕ しの場であ

ることと、新しい ｊｬ ｬｾｾｬｬ￬ づく りを ＱＱ 指すイト ーヨーカぺ ［ どが

l比II'lj 1  '，;. Ｏ ， ｉ ｩ をｾｾとあるｒｉｩ人 の ｉｉｊｊ 、 ｷ に ｪ Ｚ￟ ￭ ｬＺＺしたことカヘ

現イピ ・i的i 、. --1ミオE という H干の if，U L を! 必 じ さ せ た か ら で あ

る。

このテＭ＿を ｾｊＮＮ刻化 したものが、外 的 Ｔ では 外情 コンクリ

ート 打 以 し 1Mのノk 、l' ラ イ ン と 正 I( !i' i'リと の R 1.1カ ー テ ン ウ

持ーノレであ リ、 い ず れ も 水 の 流 れ を ぷ 脱 し た 。 特 に 4 j主

の i屯をイノ ー ジ し た R イナカ ー テ ン ウ オ ー ル は 、 1，I，i の n に

内市 ｉｉｉｉｾ 紘よリ水 の ｩｦ， ｕｌ を Ｑ Ｒｩ しむこ とができる。

他 物 l人l 古11で の 流 れ に つ い て の11どおは、作 の 流 れ で あ り、

1  I;Wか ら 51; 符へ i坐 枕 す る エ ス カ レ ー タ ー を 1( ; 初 比 折 り 返

しの *Il み 合 せ に よ り 配 位 し た 5 JMに わ た る 大 II ; Z 抜空 IIHに

ある 。 A I ( ( j 止、| 刻より入 った 符 は 、 エ ス カ レ ー タ ー に 采 リ

弁 1;符の iHi 品 を ウ イ ン ド ー シ ョ ッ ピ ン ジし 、か つ ダ イ ナ ミ

ッ ク な 官 II¥J遊 泳 を 楽 し み な が ら 1'1r!.-: と I'. I;Wへ み か れ る 。

一 般 的 に 11 (I( ! X.:( 物 の な い 作 は 卜'.I MI Wi へ A 将 し に くい も の

で あ る が 、 こ の エ ス カ レ ー タ 一 明川 は そ の 解 決 策 と な っ

て い る . 辺 に n (I(Jri 物がある符は、 エ ス カ レ ー タ ー に 来

っ た ま ま で 各 1; 皆の尚 品 情 成か ー 11 で与わか り 11(I(J (7)，j ，己場を

作品［に探し ｈ ｾ すことができる

こ の 吹 抜 に は 先 て:'ili べ た R 十l カ ー テ ン ウ 方 - 1レよ り外光

が l収リ 入 れ て あ リ . 人 工 !1(1.lijJ だけのＯ ， ｬｩ ｾＱ Ｑ￬に ｪ 込ぬきのｾ ｪＭｊ ｉｊ

を柿成すると共に、 外 部 よ り 他 物 l人J ml ヵ、 比 え る こ と に よ

り一 般 歩 行 桁 を/; 1; 1人Iへ み，] Iす る 袋 i内需 1111 でむある。

また、この1I ) ，f ) . . : によリ 名 1;許のμ ‘ すぎた -/(:.1品が尚 品 村'i .JjJtし

や す い . i J &J [な 11 . : さとな っ た。 こ れ に よ リ必場内作l J ¥1J t:!itと

して 二 つ の小 l"l i l l : と吹抜 l人I ブリ ッヂ を 似川 す る 大 l"l i佐と

か れ| 祈に でき 、 作 は 商 品 を 凡 て 少 き や す く 、 ま た 名 先 場

ごとの ｾＧｦｬ 品 にイ干った ｉￏ dJ な JEll 古Ii テサ' イ ン か "f 古Eと な っ た 。

Ｈ 水 Ｑ ＭＮ 能究 Ｏ 安 ｪ ト ｩｬｬｾ ， ￟ｴｉｾＱＴ ・ ｉｱ ＩｪＧ所 Ｉ

主な協力業者

杭鳶・土・鉄筋 合 建 大阪市北区 Ji -同 f4 12i f!述 ピル T E L06- 314 - 2206 

型 枠 ，膏水工務庖 守1I ，I;. 'j '内町2 7  T E L06-99 1-0523 

鉄

内

一

装

装 朝 日 建 商 八Il': rlilll 本町北3 6- 7  T E L 0729- 99- 579 1  

飾 岡村製作所八重洲営業所 点点都中央区H本僑! - I -5UPII 本暗ビル TEL ω272 6881 

骨 豊南製作所大阪営業所 大阪市淀川( >( ' : : ' ;・1(，(1 - 18- 11 T E L06 395 7811 

金属制i 1 l 品-

ｾ＠ ｜ ｾツ タ ー

金 属 脳 出 品 ー

? ル ミ

金 属 制 出 品 ・

ス チ ー ル

東洋シャy ター大阪支庖 λ［ 阪 ｲｬ ｩｊｉ Ｈｉｾ Ｚ 尚 ｦ 何ｦｉ /211' 1'谷町ビJ レ T E L06 9.12  5851  

浪速建材 工 業 大阪ｲｉ ［ｾＴＱ ＾ｻ ｦｊ ｩｾｦ ｬ 4  26 T E L 0 6← 533- 3855 

日本スピンドル製造建材事業部 茨木市点太 /112 2- 51  T E L0726 26 5761  

給排水衛生空調 第 一 工 業 大 阪 支 底 大阪市北区附天1前3ーか14 T E L 06  364 666 1  

電 気 日鉄電設工業大阪支庖 1ト1; 紘町4- 1臼( 堺鉄鋼ピJ レ内) T E L0722 38 0841 

電 気 岡野電気工事大阪支庖 k 阪市東区干野町3-13( 70; - 内7ピル) T E L06 203 6680 

エスカレーター 目立 製 作 所 関 西 支 所 大阪 di Mt 区本町4ー15- 1 T E L06 26 1  1111 

エレベータ 一 三 菱 電 機 関 西 支 社 大阪市北区堂島2- 2- 2 T E L06 347 2276 
左 官 島 田 工 作 所 神戸市兵/ o] l l>{ 以本泊3 1  25 T E L078- 575- 5822 

塗 装 吹 付 竹 林 塗 装工 業 大阪，1; 淀川|ズ紡北野町 1 12- 2  T E L06 30 1  9281→ 



大 阪 産 業 大 学 本 館

設計監理 広谷建築綜合事務所・高橋上田設計事務所設計共同企業体

施 工 大 林 組・大末建設共同企業体

ｾ側外観 キャンパス中庭より

搬彬 沌回良彦(SS大阪)



所 在 地 大 阪 府 大 東 市 中 垣 内4- 1- 1

敷地面積 42 ， 153. 64 m'  ( 西部キ ャンパ ス)

建築面積 3，342. 59m'  

延床面積 18，236 .58m'  

構 造 規 模 S R C、P C、8 1、10F、P 2

工 期昭和 ＵＹｾ 手 ＱＲ 月 ｾ 昭和 ＶＱ 年 Ｘ 月

最 寄 駅 国 鉄 片 町 線 野 崎 駅

大阪産業大学は、生駒山総に{ 立山し、大" f : fj IJ

立20周年を迎え、又学園 tfjlJ 立60周年を迎え

ょうとしている 。

首¥1  Jij J キャンパス主主備の集大成として，l ll'hi さ

れた本館は、キャンノマスの核であると ｊｾＧ こ Ｗ ・

閣のIWとしての役割lが期待された 。

住物は、南北; mに配置され、中央に 2 ｝ 日ｉｩ ｾｴ Ａｩ

のピロティを設ける ことで、キ ャンパス 内外

の j血統的; を保つと共に、人111の分離を計った 。

ピロティの前而には 3 i百分の日さ のメインゲ

ートを i泣き、そのf l I ij .Wにはライオン{ 象カずi泣か

れ、 .i 草学の材料f で、ある r1: ' 1; 大なる‘ ILJ七人たれ」

を象徴している 。

ピロティの 111日1111) はサービス古111"1 となっており、

l有1111) には展不スペース、喫袋、 I也| 析にサンク

ンガーデンと食堂、デこ胞を設けた。

北1111) は学生: 窓口事務部門と 350 人収谷の多 11

Ｈｬｾｊ＠ ホールになっている 。

3  - 5  F の中層部は教室 ( 20宅、 1，700人収谷)

'，ft!"): セ ンタ一、 研究室 (43宅) を B没け、 8 - 10  

F の高層日11は大学及び学| 羽の:n: 里Il 古111"1とな っ

ている 。

ｦ ， ｙｩ 泣 Ｈｊｾｊ には Ｈ財Ｉ日本，建築総合試験所の ｦ ， ｙｩｩｬｩ 待

作を受け 5 ｆ から上書 ＱＱ の無位 ｾｉｈｊ を ＲＱＮＳｍ ス

パンの P C 梁と 3 つのコアで健保した。

［ｬｬｴ Ｑｾ ｩｉ而 ｉ では、中水道、ソーラーシステムＨ給

湯) をとリ入れ、防災計画は、住築センターの

評定をうけた 。

外観は、 Ｑ［ｾ［ｪｾｊ を重視し、機々なデザインｾぷ

のm成によ って、重厚! 惑と、伊In、縦しみや

すさを表現した 。

Ｈ 広谷 Ｎｩｬｬｾ 綜令・ ｊ ｟ｬＺ務所 ・ 高紙上日 Ｑ 設 ， ｬＡＭ Ｇ ｪ ｜Ｎ 務所Ｉ

キャンパス全景
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1階平面図

却問

3 階平面図
9 階平面図

ｦｦｉ 輔 ｩ 処 旦 ｾ ｩ 嵐官 室



審
開
蝿





Ｎ ｾれ Ｑ と 慨ｾ をどしどしむ送り ｆ さ ｌ 、 。

j' L! 列 : a.  p庁(E.l也 b  敷地1mh' l  c.  ill 築 l面的 d  延 l正而紅1 e  情 造 脱 隙 f  工JYj g .  ｩ ， ｩ ヨ ｦｾｬ＼

1981 静 岡 市 用 宗 老 人 福 祉 セ ン タ ー

設 計 針 谷 建 築 事 務 所 、 田 中 謙 次 建 築 研 究 所

施 工 市川土木・ 第一建設J V

a .  ，ＧｦＡｴｉ日ｾ ，Ii III 示5- 21- 10

b .  3 ，867. 10111 

c .  1，379. 76111'  

d .  2ρ58. 47111 

e .  RC (一時IISRC ) 、 2F

f .  II(H1I 60年 7 ｽＧｪＭ ｬｉ ｬ ｬ 和 Ｖ ｬ ｩ ｬ ｾ 5  )  J  

g .  1主Itt 束 iftjoj 芭;j，;，j<JjlIfj ;j -，思li

1984 山 陽 女 学 園 第 一 寮

設 計 ・竹 中 工 務 底 広 島 支 庖

施 工 竹中工務庖 広島支l苫

a  広 ):1

1

; ｖｲｾ 佐伯郡廿日 ､￯ｬｬｦｬ 依 Ｉｊ ＭＱＧｬｉ ｲ ｦｪ ＴＱＶ 他

b .  5 ，807. 78111'  

c .  376. 25日"

d.  1，629. 65111'  

e .  RC (一部S) 、9F 、PI (一部' 1-' 家)

f .  U({ 布160年 6 月~昭和61年 3 )J 

g . 山陽本料(1十日市駅

1987 県 立 一 志 病 院

20 

設 計 ' 三 重 県 ・東畑建築事務所

施 工 : 熊 谷 組 ・日 本土建 J V

｡ 三 Ｑ｛Ｈり ｉ ｾ ー ぶ ｭ［ ＱＧ Ｑ 山 ｉｉｲｲ ＮｫＧｻ・ ｉｹ ， ｪ ， ぶ ｊ￞ｬ￨ＶＱＶ

b.  13，618111'  

C .  3，435111'  

d .  5 .993111'  

e .  RC 、 3F 、 P1

f  lI {l .f 1159i p ll rJ - 1I日制161if二3 )J 

g .  問鉄名怯線1+) 家域駅、 jljj U: f <<綜紳lli. i品Ji t!I."!

1982 入 善 町 民 会 館

設 計 大江宏建築事務所、三 四五建築研究所

施 工 佐 藤 工 業 ・広川建 設 ・吉 原 建 設J V

a .  ; ( ; 山県下新川 m; 入 rYilllr 入 服3200

b .  11. 600111句

c .  3 .993111'  

d .  5，957111'  

e .  RC (一 昔IISRC ) 、81 ‘ 3 F

f .  IIfl 干1160年 3 Ｉｾ＠ - IIIHII61年 3 )J 

g .  11¥11: 1 < 北陸本線入段抑t

1985 学 習 院 女 子 短 期 大 学 互 敬 会 館

設 計 ・前川国男建築設計事務所+ ミド同人原田和維

施 工 鹿 島 建 設

a  * 京百日新宿区戸 lU3- 20- ]  

b .  66 ，007 .33111'  

c .  1，778 .04111'  

d .  4 ，016 .42111'  

e .  RC 、Bl 、3F

f .  II{-{ 布160年 4 rJ - IIs .f lI61年 4 片

ｧＮ 同鉄山手線高Ａ日， ｉＺ Ａ ｾ 場駅

1988 日本セメン F大 阪 工 場 社 宅

設 計 東畑建築事務所

施 工 : 奥 村 組 ・飛島建設J V

a 大阪市住之江区 rl'}lll 1' i Mト]4

b . 2，666 .16111'  

c . 1 ，531. 45m'  

d . 5，326 .20111'  

e .  R C、 6F

f.  II{HU60年 12 }-j - 1昭和61年 7 )  J  

g . 地下鉄凶 y 紛 糾 丘tI ｾ 駅

園田開

1983 富 士 火 災 守 口 ビ ル

設 計 ー 久 米 建 築 事 務 所

施 工 。清水建設 ・野村建 設工業 J V

a 大阪府守 U di"I' I1、'Jllrr2- 14

b .  1，04 1. 65111・

C .  713. 85111'  

cl .  4 ，846. 84111'  

e .  S RC 、81 、7F 、PI

f .  1昭和J 60年 2 )-J - lI ll 干116J.i' p 2  H  

g . 京阪' 也市守 1.. 1di 駅

1986 丸 信 江 坂 ビ ル

設 計 大 林 組

施 工 。大林組

a  I次間市 江坂IIrr12- 10

b .  562. 00111'  

C .  470. 22111'  

d .  3 ，912. 50111'  

e .  R C、 9F 、 Pl

f  11召利60年 2 H  ＭＱｉ ｾｬ ［ｦ ｬｉ ＶＱ 年 Ｒ 月

g . 北大阪急行江坂駅

1989 レインボー J 、イツ1者名川

設 計 ・ 大 林 組

施 工 大 林 組

｡ Ｎ 兵庫県 川 辺 ｬｾ［ｪ 打名川 ＱＱ 可伏 ＾ｕ￬｝ Ｍ ｪ

b .  4，912. 23111'  

c .  1，979. 80m'  

d .  9，816. 70m'  

e .  RC 、 9 ・6 ・3F 、3bli

f  1昭和60年 4 }-j - II! HII61年 5 月

g  能勢電鉄日生 Iド央駅



この人 園 本 喜 之 り11口 柏 崎

大阪のソーホーを目指して

※  

日11 口 ・安治川異人町」という構想、がある 。

古くなった倉庫群を工房やアトリエに 利用し、

新しい職人町にしようというものである。新

聞や雑誌などで紹介されているので御存知の

方も多いかもしれない。その構想、の代表者が

図本喜之さん ( 38歳、川口 ・安治川地区活性

化協議会設立準備委員会委員長) である 。

我々編集スタ ッフは、園本さんを、その活

動の中心地である安治川べりの古い倉庫の中

にあるオフィスに訪ねた。昭和初期か大正の

頃建てられたものだろうか。天井は 4 メート

ル近くある 。天井の羽根車は取り 外 されては

いるが、レトロの燕りが滞 っており、そんな

空間の中に現代感覚の家具が世かれている。

我々のために冷たい飲み物を運んで来てく

れた園本さんに「この辺りを歩いてみて受け

た卒直な印象ですけどJ と前置きして、いさ

さか不敏な質問をしてみた。 r横浜や函館に

あるようなレンガ造りの倉庫街をイメージし

て来ましたが、ここにあるのはほとんどがス

レート張りの倉庫ばかり 。このような構想に

とって、少し魅力に欠けるように感じました

が.. " ..  J と。それに対して図本さんから「新

聞を見て、ここに来て、ガ ッカリして帰った

人もいると聞いてますけど、僕らが基本的に

考えているのは、この川口 ・安治川地区でこ

れから何ができるかということなんですわ。

ハードは二の次や思うてますJ と意外な程青争

かな口調で答えが返 って来た 。

川口・安 i台)11地区をよくしたい

閣本さんは昨年 まで大手の広告会社に勤め 、

都市再開発などのマーケテイングを担当する

かたわら、 「まわりの環境を良くしたい。大

阪をもっと良くしたい」という気持ちから、

個人的にもさまざまな町づくりの活動に参加

して来た 。

その彼が理想とするのは、下町の生活、特

に幼い頃からの思い出のある木津川・ 安治川

界隈の生活であり、以前からずっとこの辺り

に住みたいと思い続けて来たそうである。ま

た、仕事柄アーチストやク リエーター逮との

つき合いが多〈、彼らの日常活動についての

欲求、つまり 、「広くて、天井が高くて、深夜

まで周囲に気障ねなく仕事ができて、しかも

安い空間」への欲求を常々 聞かされていた。

そんな折、長年の念願がかなって引っ越して

来た 。 r倉庫があって 、)11があって、下町の

九条がある 。ここなら全部ひっくるめて何か

くにもと よしゆき

1947年、大阪に生ま れ る。 1975年、立命館大学産業社

会学部卒業。同年、側住友ク レジッ ト ・サー ビス入 社。

1979年、 中之島まつり事務局長に就任。 1980年、側大

広に入社、 マー ケテ ィング、都市再開発、 コンベンシ

ヨンなどを担当。 1985年 、同社を退社後、川口 ・安治

川委員会の活動に専念。 1986年 8 月、 リエ ゾン オ フィ

ス を設立、現在に至る 。

リエ ゾン オフィス

大阪市西区川口 4 - 9  - 36  f i 06- 584- 1348 

川口 ・安治川地区では数少ないレンガ造りの三井合1i I 1.

昭和初期に主I i てられたもの。現在は、テレビ 舞台の大

道具制作会社 「つむら工芸」が併用、使用中。

やれるかもしれない 。いや、やれるはずや J

そう思ったとたんに委員長 l 人、委員セ守口と

いう状態で、準備委員会の旗上げをしてしま

ったという 。

手書きのメモを持ってあちこち回り、いろ

んな人に「こんなことやりたいんや」と言っ

て回ると、それがあっと言う聞に口コミ的に

拡が って行き 、いつの問にか数十人の協力者

を得て、昨年 8 月の I第 1 回拡充強化委員会j

から同年10月の 『安治川左岸を歩くツアー j

今年 7 月の 『報告書』の完成へと続き、 9 月

には 『大阪まちづくり最前線ーミーテイング

& ディスカッション 』へと展開して来た 。そ

の問、この構想に専念て与やすくするため、

広告会社を退社、今年 8 月に「リエゾン オ

フィス J を設立。生業( なりわい ) は「リエ

聞 き 手 吉 本 安 邦 ( h'i 7l <.控設)

ゾン オフィス」、 川 口 ・安治川委員会はボ

ランティアとして活動中。現在、それらのイ

ベントと平行して 、受け入れ先である倉庫似IJ

との交渉を熱心に続けている 。倉庫{目I j の反応

はさまざまで、i Q t 休倉庫の安定利用を図れる

とか、経営の多角 化、あるいはー砲の業態変

換のチャンスかもしれないと好意的に捉えて

くれるところもあれば 、全〈取 り合 ってくれ

ないところもある 。その 中で共通している問

題は、テナントとしての営業権や居住権の発

生をどう扱うかということだそうだ。荷物の

代わりに人間をという程簡単には行かないよ

うである 。

「ここ 2 - 3 年のうち には少 くとも 100 人

単位で仕事場を持っている ような状況にした

いと思うてます」と図本さんは 目を輝かす。

貸りたい人はたくさんいるのだから 、そんな

問題を解決して貸す方さえ増えてくれば、実

現に向けて大きく前進するはずである 。

行政も動き始める

その一方、この活動を受けて 、この場所を

大阪全体の交通のネットワークのー拠点とし

て、そして水の者日大阪のウォーターフロント

構想の一環として行政側 も位置づけ始めて来

た。

当時『歩〈ツアーj に参加し て「何や 、 し

ょーもない倉庫が並んでるんやな J と言って

いた人達も、今では「わ りかしうまいこと行

ってるゃんか。これなら 何 とか行けるんやな

いかJ と言い始めた 。

大阪には他にも、若者によるまちづくりの

構想が展開されている 。I上本町 ・アーチスト

タウン構想J r扇町 ・ヤングタウン構想J r帝

塚 山 ・横文字の職業人街構想、j などである 。

そういった他のグループとも E いに連絡を取

り合いながら、またE いに競い合いながら「大

阪をもっとおもろい町にして1T きたい」と !符

かに語る国本さんを見ていると、我々編集ス

タ y フもだんだんそんな気にな ってきた。

どうしてこれflEまでに思い入れできるのか

という再三の質問にも、ただ「性格なんでし

ょうねJ と苦笑するだけの図本さんてあ った

が、住民による 町づくりを 成功させるのは、

そんな「性格」なのかもしれない、と私には

思えた。

※( l )f 川口 Ｑｃ ｩｦ￬ 川 ｾ Ｇ Ｔ 人町 ｪ はアノレチサ ｲ ンＨ アーチ ス ト

やクリエイタ 一等 ) と外伺人の二つの呉人によ っ

て防成される 。

(2) 地域的には 111川仁1}; 片側地を含む川口地区、 111雑伊i

I也も含む安治川 ( 左岸 ) 地区が、こ の 拠人目Iのエ

リアとなる 。
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昭和61年度・第 1 回若い会員の集い

キャンパスを訪ねて (3)

浪 速 短 期 大 学 の 伊 丹

キ ャ ン パ ス を 見 る

レポート

国鉄領知山線で宝塚から大阪へ向かう特急' ，9IJ41

が一定のスピードに乗った頃、 111窓の右11111の回閣

の 中に銅板泣きの屋根の建物群が見える 。今回見

学した浪速短期大学伊丹学舎である。昨今の京阪

神地域で誕生している種々のキ ャンパスの代表的

作品のーっとして見学会を企画したが、前月の雑

誌「新主 ｴｴ 築 ｪ への拘紋もあってか関心も［ｴｾ < 、A

哀の陽が! 照りつける J孟暑にもかかわらず、 40余名

の参加者の中で催された。

キャンパスは伊丹と宝塚の市境界に位ili する約

30 ，000m'の敷地の 中に、 3 つのブロックから構成

されている 。南東側に講堂 ・体育館、展示ホール、

大教室および管理部門を収容する本音1I 線、西側11に

中庭をはさんで南北に各学科の講義室や実習室の

ある講義棟、そして北東側はこのキャンパスの一

つの特徴である‘ 思索の森砂である。ただし講義

和Rの中庭と南の棟は 63年に増築される予定て¥現

在はない。而倣ともに屋根は銅板主主き、外壁は赤

l床のタイルI ! 占、蛇膜と腰は石状 l次付けで統ーされ

22 組処と H 会 / 1986年 1111吋

ている。

参加者は 2 組に分かれ、坂合建築研究所の大久

保氏と梅原氏のご笑内で本部隊~秘義棟の )1煩で見

学した。本部械は形態 ・プランともにマッシヴで

あり、東南の二方を塊りとして固め、中央にガラ

スのカーテンウオールで阻まれた方形と円形の二

つのライトコートが設けられ、主な室はこの周囲

に展開している 。ガラスの カーテンウオールは、

北側のラウンジ廻りの外装にもあらわれ、マ ッス

の中を透過するi M 統した空間が表現され、閉鎖的

な東南とは対照的である 。講義相Rは納長い小中庭

をはさんで 2 層と 4 府の 2 棟で構成され、中庭周

闘を巡る片廊下型の機能的なプランである 。 中庭

は総裁や池が自己され、学生のいこいの場や屋外作

業スペースとなっている。

見学の後、本音1I 糠 3 階の視聴覚室で大久保氏 ・

梅原氏両議師よりスライドを使いながら設計のね

らいなどについて講演していただいた。

大久保氏からはキャンパスの地理的条件や航空

路直下という悪条件に対する対処、設計に際して

の学校側からの希望一一地域に密着したコミ ュニ

ティ ・カレッジを目ざしていること、あるいは

阪芸大キャンパスとの違いについて、 やみどりの

森の中て' 学ぶ" という教育方針であるためコンク

リート主体ではない外装としたいきさつなどにつ

いて話していただいた 。

梅原氏は建築のデザインとくに本音1I 陳について

話された。本音 Ｑｉ 棟はさまざまの機能 ・ 望書紫をよｾめ

て固め、一体化させながら、個々の接点や関係に

おいてはアイロニ ックなデザインが強調されてい

る。マ ッスの壁の三段構成の様式性とガラスのカ

ーテンウオールの軽快な自由さとの対比、方形と

円形の抜けたライトコ ー トとそこから転移された

方形と円形の塊り、その他、柱のディテール、関

口昔1I の位也など細部にわた り一つの秩序に基づく

統ーではなく、つねに対比や分化をデザイン要紫

としてとり入れたと話された。これら分化 と一体

の意識を繰り返すデザインがキャンパスで学ぶ学

生のイマジネーションを活性させるか、制約する

かは興味深いと思う。

現在、講義棟地築予定部分や、思索の森H は未

重量備であるが、完成した際には再度訪れ、今回夏

休みであ ったため見られなかった学生のキャンパ

ス生活を見てみたい。

末尾ながらこの企画にご協力いただいた大久保

・線 j京両氏、浪速短期大学の関係者の方々にお礼

申し上げます。 レポータ ・池杉文昭/ 近銭地方建股局

日 時 昭 和61 年 7 月初日 出

集合 14 :  00→解 散 17 :  15 

初 師 大久保久能氏( 悌坂倉建築研究所大阪事務所)

梅 原 良 矢 氏 ( 向 上 )  

参加者 43名

スケジュール

14 :  10→ 14 :  20 挨 拶 及 び 講 師 の 紹 介/ 奥 主 査

14  :  20→ 15 :  35 キャンパス見学 ( 案内は大久保、梅原

両講師)

15  :  35→ 15  :  45 一一休けい一一

15 :  45→ 17 :  15 IJ 演 ( スライド併用 )

・全体計画/ 大久保鶴師

. 詳細政明/ 梅原携師

17 :  15 解 散



投 稿

、棟梁に学ぶ、家グを訪れて

土 居 英 夫

大阪芸術大学百1) 手

棟梁に学ぶ家は某建築雑誌に- i ! l ! l除されていたも ぶ家の発起人でもある深谷先生に迎えに来て頂き、

ので、ものをつくる「技術思想、」を三宅島在住の 車に釆り込み走ること 10分たらず、道路脇に立て

ひとりの機梁から学びながら笑物の建物をつくる 掛けてある看板が自の中に飛び込んできた 。 1コ

というものである 。 ンクリートは食えねえ、自然は食えるd 折りも折

「でき上がったかたちというものは頭以上のも り、今この三宅島は、アメリカ軍基地建設反対運

のでも以下のものでもない。頭そのものだ。納ま 動の其 っ盛りであ った。それ らの立て看板は l誌の

りが頚の中で働くようにすること、これが技術と いたるところにみられ、 j誌の住民遥の頑固なまで

いうものだ。技術というものは、自分の頭が先で、 の乱開発に対する IUI びともとれ、設計という即物

身体はつく っていくものoJ 1上手くなることより 的な作業に携わる私の心に突き刺さ った。

理屈 i湿りのことがキチンとできること 。量をこな 棟梁に学ぶ家はこの三池港からぬを半周ほどす

すよりも、一本でいいから、まともなものをつく る三宅村阿古に位置し、その問、火 山爆発の傷後

ること 。 そうすることによってしか頭の中で械か が生々しくのこ っているその風景を車の 中から眺

められないだろう oJ 1俺が特別 に考え出したこと めながら、 110問玉のような雨が降ること J 1台風

は何もない。聖徳太子の昔から人間が考えてきた のH寺にはテトラポ ッ トが飛んでくること J また、

ことだよ d 私はこの連載記事に 出てくる械梁宮下 「三宅島では、三宅島の自然、に逆らわないこと d

英雄の、ものをつくるための「道理」というものに などと話して下さる深谷先生の言葉に領くばかり

ストレートに魅力、れていた 。 だった 。来たしてこの様なところで本当に練梁に

そして私が最初に棟梁に学ぶ家を訪れたのは、 学ぶ家なるものがつくられているのかと思うと同

梅雨に入ろうとする 6 月の上旬のことであ った。 時に、小屋組もす っかり出来上がり、今日建前が

その夜、東京の雑踏を逃れるようにフェ リーに釆 行われるということ、陳梁をはじめ、っくり手の

り込みー中夜、まだ夜も明けきらぬ早朝 5 時、三 人達に実際に会えるということで、私の心はとき

宅島三池港に活岸された時は、小雨の降る中、 iゆl めいていた 。

風とともに消 191) な空気が流れていた 。 現場は島を周囲する道路ぞいにあり、昨夜から

日本大学で教鞭をとっておられ、この隙梁に学 降り続いている雨のために建物は屋般からす っぽ

りとシートで製われていた 。現場での作業が始ま

るまでまだ時間があるということで、棟梁の家の

作業場に直行することにな った。作業場にはす っ

かり出米上がった五色の旗なるものが誼れており、

この五色の旗というのは、施主の貌成、友人が建

前を祝って立てるもので、施主の徳を表すもので

ある 。 1昼からは 11) "1'れる J と突然発せられた棟梁

の言葉を聞きながら、私は小雨の降り絞〈空を眺

めていた 。

昨夜から降り続いていた雨は金にはあがり、入

道雲ので る夏のZEに変わ った。 その日行われた建

前の儀式は、都会では見られない厳粛なものであ

り、まず温とお j酉で清め、棟梁が祝詞を読み上げ

たあと、この日のために煉梁がつく った祝い板を

包んでお11に納めてから 、施主逮と共に柄を飲み干

し、四隅に向か つてスミモチがii 事かれる 。 そして、

モチ、菓子、お金が蒔かれ、鳥の子供達や村人の

歓声てす脹 って建前は終わる 。 その後、っくり手の

人遥から私達に酒がつがれ 、なごやかな宴がfl Jiさ

れる 。私は酒を片手に建物を眺めながら、っくり

手の人達の苦労話しに耳を片 向ける 。建物を建て

るということに関して全くの素人達が棟梁のカを

借りながら、熟練され、ここまで辿り若いたとい

う事実は、私を無言にさせた。

この建物は、四問× 六聞の両委に下屋を持 って

おり、民般は七寸五分勾自己に四寸五分勾配の小屋

様をかけ、笑にシンプルな骨格とは袈はらに、筋

違いを使わない大隅流では、差物構造をと ってい

るが、その差物の納まりの被さには J変! 斤を抜かれ

る。その後、この建物がどのような完成を迎える

のか、私の興味はさらに深まっていった。

再び三宅島へ

あれから 4 ヵ月が過ぎ、秋風がI吹き始めたある

日、深谷先生から竣工式と建物の引き渡しが行わ

れるという述絡を頂き、再び現場に出向くことに

なった。

現場脇の道路に横づけされ fミ車から足をおろし、

見上げた第一印象は、真新しい木の紫朴な色合い

は上品で¥極めてやさしく、バランスのとれたデ

ザインで島の風景の 中に透け込んでいた 。内部は

小屋組の一部を 2 階宿泊室にされており、大人 10

人程度は寝ることができ、また吹き抜け部分は特

に棟梁の継手仕口がよく見えるようにつくられて

いる 。 いずれにしてもこの建物全体が陳梁宮下英

雄氏の「技術，思想 j そのものであり、そこに学ん

だ人達の生きざまは 、あきらかに現代の建築生産 、

あるいは、現代の建築家に対するアイ ロニーであ

り、私達が妄執のうちに忘却していたものとひと

のかかわりについて考えさせられるものである 。

そしてこの建物は、練梁の「技術思想」を次代へ

伝えるものとして、また具体的には、建築を学ぶ

学生のための研修所として機能するという 。 その

夜私は、この建物に泊めて頂き、その空間に流れ

る; ) ' t . 新しい木の香りと、彼らの建築に対する考え

方を肌で感じながら、それは三宅島の自然と合い

まって、私の心の中に深 0 1Jまれた 。
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古典の原理と方法

待望の訳書が出版された。近世の古典主義

的建築書の日本語版の刊行が続くなかで、こ

の近世の非古典主義的 『建築講話j に身近に

触れうるに到 ったことは 、' 建築を思索する上

にまことに有意義なことだと思う。パリのノ

ートルダム大聖堂をはじめとする無数の 中世

建築の修復建築家として令名高いヴ、ィオレ=

ル= テゃユック( 1814- 79) は、また、個性的

な建築芸術論者でもあり、そして建築教育を

強〈志向した建築家であ った。彼は美術学校

(エ コール ・デ ・ボザール) に おける講義を

意図しながらも激しい妨害で笑現できなかっ

たが、この 『建築談話』は、彼の建築論、建

築芸術論を公刊したものであり、その第 l 巻

( 1863年) の完訳である 。

ゴシ ック教会堂に関する彼の構造合理主義

的解釈は広〈知られているが、ギリシャ建築

の理性を最高度に称讃するヴィオレ= ル= デ

ユックの建築観そのものは、わが国では余り

知られていないのではなかろうか。本書は彼

の建築理念全般を理解するのに貴重な著作で

ある。

特有の建築芸術論

本書は 10講より成り、その素材は古代エジ

プトにはじまり近世にまでわたるが、決して

歴史書ではない。彼はアルケオロジー( もの

としての建築史) には深い関心を示さず、実

践的な建築家の立場から、建築を思念して、

自らの理念を若い建築家に伝えるべく、特有

の建築芸術論を展開する 。 ウィトルウィウス

やルネッサンスの建築書とは異質ではあるが、

これもまた一種の建築論である 。

彼の建築思想は哲学者デカルトの 4 準目I j が

依拠すべき論理であり、推論( レゾンヌマン)

を第一義として、形態の研究にとどまること

なく、原理の探究、すべての( 建築) 芸術に

共通する原理の探究を志向する 。 レゾンヌマ

ンとは建築設計において理性を働かせること

である。彼にとっては古代ギ リシャ建築が史

上最もすぐれた芸術であり、 中世建築、とり

わけ幾何学的造形を心理的卓越性にまで高め

たゴシ ック教会堂がギリシャ建築に最も近い

ものとして称揚される 。それに比べ、装飾と

論理的な構造とを遊離させてしまった古代ロ

古建築の基礎知識

前 久夫著

古建築は何かを語りたがっている。建築された

頃のこと、そして今日迄のできごと。そういった

ことが聞かされ、解ればどんなに楽しいだろうか。

しかし、古建築に対し 1無頓着であれば、それを

聞き取ることができない 。

24 

- 7建築はその実用性においては高〈評価さ

れるが、多くのルネ ッサンス建築や、とりわ

け近世フランスの古典主義的建築は、原理を

見失い、模倣に堕したものとして、強〈否定

される。彼はこのフランスの建築アカデミズ

ムに対抗し、若き日には( エコール ・テ ・)

ゲ ＮｯｴＮＮＮＮＮＮ ・，Ｎ ｾＮＮＮＱ

建築講話

"悶.姻" .

建 築 講 話第l 巻

E. E ウ.ィオレ= ル= テ'ュック著

飯田喜 四郎訳

中央公論美術出版刊

22 ，000円

ボザール教育を拒否し、長じてはボザールに

おける講義を拒否されたのであ った。 彼が古

典に学ぶべしとしたのはその形態ではなく

原理と方法であった 。原理に基づく時代にの

み、建築は風格( スタイル) をもっという 。

この原理の探究がレゾンヌ 7 ンである 。新し

い時代は新しい建築様式を要求する 。実用性

と材料と加工法がスタイルを生み出すという

彼の思想、はオットー・ワグナーを恩わせ、機

能主義の先がけを感じさせる 。 ただしヴィオ

レ= ル= デュ ックにおけると同じく、機能主

義とは、機能を造形する原理の探究であり、

実用目的を充足する建物をつくることでは決

してない 。その評価において致誉褒使交錯す

るヴ.ィ オレ= ル= デュ ックであるが、この著

作を読む| 浪りにおいては、彼を近代建築運動

新刊寸評

さて、本舎には篤〈程幅広い古建築の内容が撚

り込まれている 。古建築見て歩きに、本舎は、大

概の見学した対象物をうまく本容解説のどれかに

結びつけることができ、その時代背景や建築意図

などの理解に役立て得る 。

すなわち、本警は古建築を見るときの漫然とし

た気分から、見ることの楽しさを教えてくれる 。

他面、本誌のように極めて幅広い内容の把え方

前 川 道 郎 (九州大学教授 )

の ii J i 芽と位置づけることもあながち不当では

ないように思えてくる。そして理性的な西洋

精神の一つの権化を見る思いがする 。

建築史観の再考をうながす

だが、古典的伝統にのっとったレゾンヌマ

ンの結実としての構造合理主義のみでは、建

築の、とりわけゴシ ック建築の評価は不充分

であろう 。近代建築の造形の特質でもある空

間性こそがゴシ ック教会堂の本質ではあるま

いか。残念ながらこの著者は建築的空間の十

全な理解を欠いていたようである 。

その後のアルケオロジーの発展によってこ

の警の誤りを指摘することは容易で、あろうが、

著者の理念はアルケオ ロジーを超えている 。

それにしても建築史の意義は何か。建築史の

学習 ・研究において建築の本質的意味を顧み

ることなく、デザイン ・ソースを過去の形態

に求めようとする意図が一部に( 19世紀につ

づいて) 再び頭をもたげはじめようとしてい

るのではないかと危倶される今日の状況にお

いて、私たちはヴィオレ= ル= デュ ックの建

築史観を再考しなければなるまい 。

西洋建築史 ・とりわけ技術史に関するわが

国最高の権威である訳者による詳細な註はき

わめて有益で、あり、また訳者あとがきに示す

ヴィオレ= ル= テーユ ックその人に関する詳し

い紹介は、本蓄の理解に、そして近世建築と

その歴史の理解に寄与するところが大きい。

本蓄の第 2 巻の矧訳とともに、訳者が意図し

ておられるヴイオレ= ル= デュ ックの主著『 フ

ランス中世建築辞典j の抄訳の刊行が待たれ

る。最後に、かかる専門書をりくぞくとして

手がけ、建築学への貢献を積層しつつある中

央公論美術出版に最大の敬意を表する 。

害 評 委 員 ( 敬称略)

伊藤郁郎( 日建設計)

伊従 勉 ( 京都大学教養部助教授)

太田隆信( 坂倉建築研究所大阪事務所長)

加藤邦男 (京都大学建築学科助教授 )

橋本敏子 ( 生活環境文化研究所所長 )

増洲昌平IJ (神戸市営繕諜 )

山形政昭 ( 大阪芸術大学建築学科講師 )

は、必然的にその奥深きで限度が生ずる。敢えて

それが問題になるときは、いきおい他の専門書に

譲らざるを得ない。要は、本警は古建築の入門書

として、いかに読者を古建築にひきつけ、親しみ

を抱かせるかを意図しているようであり、そうい

った面から十分楽し んで読み終えた。

(上出秀雄/ 藤木工務庖 )

( 光村推古書院引1 2，800円)



明治→大正→昭和の心、日本とア ジアの比較

文化論、関西の知性と学問、の三つが主題

. 4 月の中旬から 6 月にかけて、ポートアイ

ランドの神戸中央市民病院へ入院していた。

病因は、カッコウもよくない胃償援Eの手術。

簡単で短期間のはずだ ったのが、予想外に長

びき、退院後もすぐには元気が回復しない。

体の中心を切腹してしまえば、こう弱くなる

こともやむをえないな、と自業自得している

この頃である。人名、資料のゆくえ、地名な

どの記憶がすぐよみがえってこないし、おし

ゃべりならともかく 、根気のいる原稿など手

がつきかねる。

以前に、自然気胸で手術していたので、手

争時そのものはおっくうではなかったのだカヘ

術後のしんどい期間、全て無機質の工業化材

料による病室の 内装の清潔さには神経が疲れ

た。各穏の材質が混在する布引の旧病棟の方

がその点は気安めがあった。せめて家具廻り

でも自然材である木が活用されていたら、と

l頭った。

以前の病が数えてみれば14年前なので、こ

れから 15年後の65歳までは保証済みになった

とか、いかに努力してもやせることができな

かったのに 10kg強減量で与たとか、久かたぶ

りのスマートさ( 7 ) で衣類も好みのものを

ノ〈ーゲンセールでも買いやすくなったとか、

今までお猶の功ばかりを主張していたのが罪

も認識するようになったとかいいながら、わ

が体と心の持ちょうの進化( 1 ) をおざなっ

てくれた病床の読書のことを、退院の時にぶ

らさげてきた重いショ ッピンクンミ ックをひっ

くりかえしつつ思いかえしてみた 。

・今回の病床で、ひどく心がときめいた警が、

高田宏「言葉の海へ」だった。以前から読ま

ねは‘ 読まねばと思いつづけていたのだが、手

術前に病院の前のブ ックストアーで文庫版を

見つけて読むことができた 。明治24年に、わ

が国初の近代的国語辞典である「言海」を完

成させ、再び66歳から 82歳にかけて「大言海j

の編纂にかけた大槻文彦の、父大槻磐渓との

交情をまじえた物語は、私たちの世代にはま

ねのできない明治の人々の情熱と努力を教え

てくれた 。明治といえば、次に、町並保存を

お び

訪ねたことのある宮崎県南部の飲肥出身の小

村寿太郎がポーツマス条約 ( 1905年 ) を期に

ヘテロ 1

アドルフ・ロース

アドルフ・ロース研究会編

A ・ロー スが「文化喪失の時代J と評した前世

紀末から既に一世紀が過ぎ去ろうとしているいま、

文化の退行現象はとまるところを知らず、「芸術J

や「思想」の断片化は進行し 、そ の「意味J は急

速に消え去ろうとしている 。建築のジャーナリズ

寄付した日本慈善基金( ジャパニーズ ・チャ

リタブル ・ファンド) が生きつづけていると

いう、明治の心。を知って感銘もした( 司馬

遼太郎「アメリカ素描J) 。

阪神間研究や阪神間各地の計画に参加して

いても、いつも感じてしまうのは、 l明治→大

正→昭和前期にいたる地域づくリの忠惣、や洞

察への高まりと、戦争が介在しての断絶、そ

して戦後の戦災復興以米現在にいたるいわゆ

る物づくりだけに忙しく、心H と、理念。の

希薄さを脱しきれない状況、である。

- 入院が、そんなに長〈続くとは予知できず、

建築学会創立 100 周年記念の「アジアの建築

交流国際シンポジウム」の笑行委員会の一員

として、初体験の東南アジアを訪問するべく

予習も統けていた 。J悔梓J忠夫「東南アジア紀

行」は、もう 30年も前 ( 1957年) の紀行であ

るために、警かれた地域の事情や政官!j は大き

く変わってしまっていて、一つの歴史i ! : : とい

ってもよい存在になっている。読みかえして

いくと、初めてあの扇町のオンボロ 学舎でお

会いした当時の、まさに新構想大学であった

大阪市立大学のス方、スガしさとも重なった梅

枠先生のフィールド ・ワーカーぶりをほうふ

つさせる一言一句の記述にいきあたる 。 この

学術調査の 出発前に発表された 「文明の生態

史観J の梅梓構造理論とその実証ぷりとの交

錯の現場をかいま読むと、学問 ・研究への方

法や姿勢の初心の大切さを思いもどさせてく

れた 。梅棒先生のホ同 'l'l 性より異質性。ゃい国

家よりは民族。という指摘 、矢野暢氏の数々

新刊寸評

ムに流布する 言説もその例外ではなく、 「知」はフ

ァッションとして戯れる対象でしかないかのよう

ヂザイナー

である 。造型家、装飾家、プランナーはいても、

アーキテクト不在の現在といえよう 。「ヘテロ J 誌

は、近代建築の歴史から重要な幾人かの「建築家J

を取り上げ、論評するシリーズとして椛怨された 。

その創刊号に A ・ロースが: i i ! i ばれた。A . ロース

ほど、本誌創刊の意図にふさわしい建築家はいな

いであろう 。なぜなら、 A ・ロースの生きたi ! t 紀

水を頴介(討凶iliiJ 人 T U R 水 制f引 ;)

の談話と自ーによる勉強は、アジアを理解しよ

うとする思考の基礎になりつづけている 。

シンポジウムにお招きする人々は国家代表

でなく、それぞれの地域の異質性と独自性を

背景にもつ都市の代表でというかたちになっ

ていたし、当初のアジア圏に対する批判が参

加を呼びかけた招待国からやはり提唱されて、

アジアのに改革されたこと、などである 。

そして、アジアのつながりがヨーロソノ引や

アメリカと呉なるのは、大陸文明図でなくて、

相互に海を介してひろがる海域島峡エリアで

あるという矢野論調は、これからおおいにと

りあげたい〈島の時イ' - 1 ; : > のシナリオを支えて

くれるに違いない。

・や っと 退院できるかなという頃、 矢野暢 ・

福士畠寿「日本を変えるシナリオ J の新聞広

告を見て、早速買ってきてもらった。ウエイ

ズ ・オブ ・ライフ産業論、日本の国土開発に

は農村美のシナリオがない、日本のフローの

文明の使いかた、日本人は心まで社会工学的

にデザインしようとしている、など矢つぎば

ゃに卓見がとびだす。 H寺を同じくして出版さ

れた梅枠先生の「日本とは何かー近代日本文

明の形成と発展j を読んだ。西洋文明と日本

文明の平行進化説であるが、なりよりもれ突

然、両 l恨の視力をほぼ完全にうしなうという

事態にみまわれた … Y というそのまえがき

を読んで傍然とした。

退院の直後は、山崎正和「柔かい自我の文

学j カずおもしろかった 。

東京へ時々出かけ、また九州と親しくなっ

てより気がつくのは、関西の知性や学問への

評価と身びいきである。

未知の著者より顔見知りの方々の警にどう

しても| 具l心が向か つてしまうこのごろでもあ

る。

み ず た に えいすけ

1935年東京生まれ。神戸大学工学部建築学科卒業。大

阪市立大学大学院工学研究科修士謀総( 都市計画専攻) 。

大阪市立大学助手( 1960- 1970年) などを経て、現在、

計画同人 T U R ・水谷研究室主宰、コー ・プラン (都

市計画コンサルタント )のアド J ぐイザ一、研究同人( シ

ンクタンク) ベイエリア ・グループのメンバー。

計画同人 T U R ・水谷研究室

神戸市灘区術丘町 2 - 5 ー20 fi 078- 842- 3563 

の転換期のウィーンの文化的状況がわれわれの時

代に類比されるからである 。このオーナメントの

時代に、オーナメントに向けて放たれたロースの

発言が、今ほど生き生きと蘇えるときはないよう

に思える 。タイムリーな企画とみたい。今後、年

に l 回の刊行が予定され、さしあたりアルド ロ

ッシらが検討されていると 1m< 。

( 前回忠直/ 京都大学工学部建築系教室助手)

(ア ドルフ ロース研究会刊 大前堂書庖販売 2. 500円)
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特殊目地デザイン工法複層仕上塗材

トーヨーアドブリック

製 造

東 陽 化 成 株 式 会 社

阿山市藤井238- 1

TEL0862- 79- 1570 

指定工事 会社

卜 ー ヨ ー エ ン ジ ニ ア リ ン グ サ ー ビ ス 株 式 会 社

大阪市東区横堀 1- 24- 2 サンユータワー淀屋矯 T EL06- 203- 2828 

株 式 会 社 東 陽 化 成 大 阪

大阪市西区江戸期2-7-29 7 ケダグリー ンビ/レ T EL06-443- 0977 

はじめに 5) 目地取り、目地掃除 6) クリヤー仕上げ

建築仕上主計オの代表的存在である建築用 l次付材 目地取り後すぐに左官刷毛でチリ ・ハネを取り エアレススプレーガン等てへ0 .36kg/ m' l吹き 付ける 。

の歴史は以外に古いようである 。最も古いものは |徐< 0  * 所定量を 2 固に分けて均一に塗布する 。

「色セメント JU吹付で昭和初WI から用いられ、昭和 * 白地対除の後、十分乾燥させた上、次の作業

25年ごろから「防水リシ ン」 という名称の工場生 に移る 。 トーヨーアドブリ ックの特長

産品が出廻るようになり、住宅、官公庁ビルなど * 白地通りをす っきりさせるポイ ン ト作業です。 A 品質

に大量に使用されるようにな った。 1 )下吹材、上吹材は共にシリカ系だから不燃性で、

最近では、防水材に近いようなｩＧ ￬ｾ ｬ 性仕上材 ｊ 1 -1. .1--: ユ ぷ圃 ｾ Ｍ ｉ ーヘケ:-r. ーマη しかも下地への付着力が大きい。

が多くな ってきている 。同時に壁面のデザイン化

が盛んに行われるようにな った。プレハブ化が進

んできた中、各位化粧ボードも数多く生産されて

いるようである 。

ここに紹介する 「トーヨーアドブリ ックj は、

時代のニーズにあ ったユニークなデザイン調吹付

材で、既設内外壁やパネルボード等を問わず、簡

単に施工することができるものである 。豊富な パ

ター ンペーノ マーと色調て¥いろんな組み合わせの

選択が可能であり 、多年の経験と約 200 万m
l

にも

のぼる施工笑納を 誇っ ている 。

トーヨーアドブリ ックの施工手)1頂

1  )下 l吹き

G S リシ ンガンで1.  2  - 1  .  3  kg/  m'吹き付ける 。

* 全面平滑に吹けるのがコツ 。

* 十分乾燥させて次の作業に移る 。

2 )強 出 し ・型紙貼り

施工箇所のポイントから援を筈11 り出 しチョーク

ライナーで盤を打ち、援に従 って型紙を貼り台

紙のみはがす。

* 型紙は上下逆にならないよう一定方向に貼る 。

* 台紙をはがす時は十分圧着したのちはがす。

3 ) 中吹

スキンガン等で1 .3 - 1. 5kg/ m' l吹き付 ける 。

* 目地がややかくれる程度に均一に I吹く 。

* 十分乾燥させて次の作業に移る 。

4 )上吹

スキンガン等 で2 . 7 - 3 .0kg/ m'吹き付ける 。

* バターンの均一化 をはかる 。

*  30分..;_ 1  11寺聞で次の作業に移る 。
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アドブリ ックの性能

試 験 項 目 試 験 結 果

面，t 水 性 異 状 な し

耐 ア ル カ リ 性 異 状 な し

1000回異状なし

o  m t  

1000時間異状なし

12.  Okgf/ cm'  

9 .6kgf/cm'  

8 .4kgf / cm'  

2)ウレタン系ト ップクリヤーを塗布するので、塗

朕の耐久性は抜群。

3)天然石や着色骨材を用いているため、変退色が

少ない。

B  デザイン

1  )標準ノ マターン 20種類。

2 ) A R Tノマターン 26種類。

3) ワンポイントマーク、文字等の作成可能。

C  作業

1  ) どんなサイズの建物でも即応できる 。

2)型紙はうすいテ ープなので曲面でも簡単に貼れ

る内

試 験 方 法

J  1  S  A  6909 .5.  6  

J  1  S  A  6909 .5.7  

J  1  S  A  6909. 5.4  

J  1  S  A  6910. 6 .4 

J  1  S  A  6910. 6.5  

I  J  1  S  A  6910 .6. 3 

ミミミ

施工例

J  1  S 規 格

水に 96時間校前して、ふくれ、はがれ、

変色がないこと 。

水酸化カルシウム飽和溶液に 48時間授淡

して、ふくれ、はがれ、軟化がないこと 。

5OOg 、500回往復で、下地の露出がないこと 。

0 .5 m t 以下

250時間異状がないこと 。

7.0kgf/cげ以上

5.0kgf/ cnf 以上

建 材 委 員/ 高 野 道 雄 (戸田建設)
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第 1 、 第 2 及 び 第 3 熱 実 験 室 改 造

@ 財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 鼠 験 所

所 在 地 ー 吹 田 市 藤 白 台 5- 8ー1 〒565

電 話 ー (06) 872- 0391 F AX " ' (06)87 

業務時間ー平日 : 9  :  00- 17 :  

土 曜 : 9 ・00- 12

熱試験室における、熱貫流率の iJIIJ 定や結露実験等の主な笑験には、

図ー 1 に示す第 1 - 3 の実験室を使用しますが、 l 台の冷凍機で各

室を冷却するため、負荷の大きい瓦場には設定温度に到達するのに

相当の l時間を要していました 。そこでかねてより冷凍機の増設によ

り、空調総を 2 系統 ( 冷却室、加熱室用 ) に分縦する計画を進めて

きましたが、このほど工事が完了し、すでに 9 月より綴動していま

す。

今回の改造では、第 2 、第 3 笑験室 ( 加熱室) 専用の冷凍機の増

設とともにヒータ一、ファ ン、加温器など、空気調和器一式の更新

を行っています。 とくに、調節計についてはデ ィジタルプログラム

式のものに入れ替え、気象条件の変化 ( 日変動) 等を考「語、した非定

常の実験も可能となりました。 また、冷凍機及びファ ンにはイ ンバ

ーターを組み込み、制御精度の向上を計 っています。

なお、新しい空調設備の仕様は下記のとおりですが、今後は第 1

実験室系統の更新を行い、設備全体の改造 ・改修を終える予定です。

詳細については音 ・熱 ・動 J!ft l圧試験室までお問い合わせ下さい 。
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図ー 1 熱実験室断面図

新設空調機器の仕様

- 冷凍機

型式・リモート空冷式 E R R- 45 P A F 2 (三菱電機)

冷却能力 : 10， OOOkcal / h  

容量調重量 : トランジスタインバータ - F V R- G 5  ( 富士電機)

. 空気調和器

方式: 直膨プレートフインチューブ

能力 : 10，000kcal/ h  

ヒーター : 20k W (セ百クロス時間比例制御 )

ファン : 2，000m'/ hX  2 台( トランジスタインノ〈ータ - F V R- 5付ー)

- 加湿器

型式 : 電熱式蒸気発生方式 S U- 065(  P  S 工業)

能力 : 6 .5kg/ h( 5 k W) X  2 台

・温湿度調節器

型式 ディジタルプロ グラム調節器 P C- 300(横河北辰屯機)

記憶パ タ ー ン 数 政 大 6 パ ターン ( 96セグメ ン ト)

・1且iR度センサー

温度: Pt 100Q 

温度 : 高分子温度セ ンサー( 臼本工学)

設計施工- 富士空調機器株式会社

i↑ 装 盤
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街 頭 パ フ ォ ー マ ン ス と 市 民 の ひ ろ ば

日 本 の 都 市 開 発 で も い ろ い ろ な 広 場 が 造 成 さ れ る よ う に な っ た 。 だ が、 た い て い の 広 場 は 、 管 理 者 や 交

通 事 年 祭 の ガ ン ジ が ら め の 規 制 が き び し く て 、 公 関 空 地 な ど と い う わ り に は 、 市 民 の 自 由 な 広 場 と は い い

が た い 。 も し 、 勝 手 に 淡 説 を 始 め た り 、 集 ま った り 、 ビ ラ を 配 布 し た り 、 街 頭 の 芸 能 を 演 じ た り す る と 、

た ち ま ち に 排 除 さ れ 、 と き に は 軽 犯 罪 者 に な り か ね な い 。 管 理 者 か ら し て み る と 、 自 由 使 用 を ゆ る す と 、

物 売 り 、 野 宿 地 、 不 法 駐 車 ス ペ ー ス に な り か ね な い と い う 危 倶 が あ る 。 パ リの地下鉄でび っく りしたの

は 、 車 内 の 数 駅 区 間 で う ま み に 楽 器 を 奏 で 帽 子 に コ イ ン を 集 め て ま わ る 連 中 が い る こ と だ 。 そ し て 地 上

の 広 場 に は 大 道 芸 人 が つ ぎ つ ぎ に 登 場 す る 。 順 序 に は 仲 間 の ル ー ル が あ る ら し い 。 ど れ だ け そ の 場 面 を

続 け ら れ る か は 、 大 衆 の 反 応 が 決 め る 。せ っか く 待 っ て 登 場 し た の に 反 応 が 冷 た い と す ご す ご と 退 場 し

な け れ ば な ら な い 。 ロ ン ド ン の ハ イ ド ・パ ー ク に も 演 説 コ ー ナ が あ る 。 ビ ラ や デモやア ッピ ー ル お よ び

ノ マ ー フ ォ マ ン ス の 街 頭 表 現 の 自 由 は い か に 保 障 さ れ る べ き か 、 そ こ に 広 場 が 市 民 の ひ ろ ば に な れ る か ど

うかの鍵がある 。 こ ぎ れ い な モ ー ル 、 カ ラ ー タ イ ル と 気 の き い た テ ザ イ ン 街 具 で 日 本 の 広 場 は 美 し く な

っ た が 、 市 民 の 表 現 の 自 由 と 活 気 は 美 化 の 名 の も と に 萎えていないだろうか。 ( H .  M )  

創 造 と 心

私 達 が 、 ひ た す ら 物 の 盟 か さ を 求 め た 時 代 は す で に 終 わ り 、 過 ぎ 去 った 時 代 に 対 す る 感 懐 と 共 に 、 何 か

が 欠 け て い る の で は な い か 、 盟 か さ を 保 っ て い る の は * も の 。 だ け で は な い か と い う 素 朴 な 疑 問 が 頭 を

もちあげてきた 。 ま さ に 本 物 を 指 向 し 、 多 様 な 価 値 観 の 展 開 が 持 た れ る 心 の H寺代にさしかか ったと いえ

よう 。こ れ は 建 築 界 に と って も 、 文 字 通 り 量 よ り 質 の 時 代 の 到 来 で あ る 。 先 年 メ キ シ コ 合 衆 国 を 訪 問 す

る機会を得た 。 眺 望 が す ば ら し い グ ア ヤ カ ン ガ ロ の 盆 地 に 位 置 す る モ レ リ ア は 、 初 代 副 王 ド ン ・アント

ニオ ・デ メ ン ド ー サ に よ っ て 創 設 さ れ た メ キ シ コ 都 市 の 中 で 最 も 立 族 的 な 古 都 で あ る 。 こ こ は 十六 世 紀

に す で に 立 派 な 都 市 計 画 が 完 成 し 、 街 の 広 場 を 中 心 に 公 図 や 公 共 の 建 物 が 立 ち 並 び 、 そ の 中 心 に メ キ シ

コ で 最 も 美 し い と さ れ て い る カ テ ド ラ ル ( 完 成 ま で 一 世 紀 以 上 か か った ) が 純 粋 の プ ラ テ レ ス ク 様 式 で

統 ーさ れ 、 ま た 街 全 体 は 約 400 年 前 の 石 造 建 築 が 今 な お 夫 々 の 用 途 に 供 さ れ て い る 。 そ の 活 々 と し た 街

並 み を 形 成 し て い る 姿 は 全 〈 感 激 と 感l漢であった 。過 去 の 長 い 歴 史 の 中 て ¥ 何 の心 も持たない粗悪なも

の は 、 建 築 と い わ ず 、 絵 画 、 彫 刻l等 に 至 る ま で 自 然 消 滅 し て し ま う 。 し か し 、こ の ー 速 の 街 並 み や 、 ギ

リシ ャ の パ ル テ ノ ン 神 殿 、 日 本 の 古 建 築 等 、 今 な お 立 派 に 存 在 す る こ と は 、 そ こ に 創 造 者 の す ば ら し い

心 が 宿 り 浸 透 し て い て 大 衆 の 心 を 引 き つ け 、 日 常 生 活 の 中 で の 一 つ め 魅力とな って 生 き つ づ け た か ら で

ある 。先 人 の 教 え こ そ 尊 い も の で あ る 。 ( H .  H )  

まちを構成するも の

パ リ ー の ま ち の 中 に 、 ポ ンピドーセンターができたとき、 市 民 の 多 く か ら ご う ご う の批 難 が あ った。 あ

の 仮 設 足 場 の よ う な 建 築 が 、 伝 統 的 で ま ち 並 保 存 運 動 の 最 も 厳 し い パ リ ー の ま ち の 中 に 勿 然 と 出 現 し た

の で あ る か ら 、 パ リ ー 市 民 の 反 応 が な い と い う こ と が お か し い 。 結 局 は 、 在 来 と は 異 質 な も の と し て そ

れ な り に ま ち の 中 に 馴 染 ん で い く か ら 不 思 議 で も あ る 。 同 様 な こ と が 、 か つ て の エ ッ フ エ ル 塔 に つ いて

も言える 。 ま ち を 梢 成 す る 建 物 が 、 同 伎 な も の で あ る べ き な の か 、 質 の 巡 ったものが集ま っ て 構成 さ れ

て も よ い か ど う か 、 そ の 理 論 は 大 変 む つ か し い も の の よ う に 思 う 。

日本のまち並も 昔 は い ら か の 屋 根 で 統 ー さ れ て い た 。 そ れ が 昭和 期 に 入 って 次 第 に 崩 れ 始 め 、 四 角 な 箱ー

が そ れ ら の 中 に 入 り 込 む よ う に な る 。 日本の場合、平E来 か ら あ った も の が 木 で あ り 瓦 で あ っ た が 、 そ れ

に コ ン ク リ ー ト や 欽 が 入 り 込 ん で き た 。 ヨーロ ッパの よ う に 煉 瓦 か ら コ ン ク リ ー ト に 移 行 し た の と は か

な り 様 相 が 異 な る 。 一 歩 間 違 が え る と 混 乱 に お ち 入 る 日 本 の ま ち 、 う ま く い け ば 異 質 の 要 素 が 組 み 合 わ

さ れ て 、 活 力 と 魅 力 を 増 し て い く 日 本 の ま ち 、 い ず れ に し て も 都 市 機 構 と し て 付 加 さ れ て い く 建 築 物 に

つ い て は 、 設 計 か ら 施 工 に 至 る 密 度 の 高 さ が 要 求 さ れ る と こ ろ で 、 組 金ffi な 設 計 や 安 も の 普 請 は い い ま ち

を つ く る こ と に は な ら な い こ と だ け は 事 実 で あ ろ う 。 ( T .  Y )  

建 築 空 間 に 、 遊 び、か の 奨 め

ポストモダンのデザインがｮＺｾりである 。 郷愁や古い時代の隠 Ｑ Ｑ 食であ っ たり、キ ッ チュであ った り 仲 々

う ま い じ ゃ な い の と い え る 建 物 が 多 く な っ た 。 し か し フ ァ サ ー ド に し ろ イ ン テ リ ア に し ろ 、 こ の 表 現 の

面 白 さ や フ ァ ッ シ ヨ ン 化 の 流 れ が モ ダ ン の 後 に 続 く 本 流 と し て 認 知 さ れ る に は 、 も う 少 し 本 質 的 な 価 値

や 意 味 に 裏 付 け ら れ た 確 た る ス タ ン ス が 設 計 者 に 必 要 で は な か ろ う か 。

終 戦 か ら 今 日 ま で 日 本 の 建 築 は 厳 し い 経 済 条 件 の も と 合 目 的 的 に 遊 び の な い 設 計 を 追 究 し て 来 た と い え

よう 。 しかしこの40年 間 に 社 会 は 価 値 観 も 物 の 性 能 も 根 底 か ら 変 貌 し 、 精 魂 を 傾 け た 筈 の 新 し い 建 築 で

すら 20年 と も た ず 新 陳 代 謝 を 余 儀 な く さ れ る 状 況 で あ る 。 日 本 の 都 市 の 変 化 の 速 さ は 世 界 の 中 で も 特 殊

と さ れ て い る が 、 そ れ に し て も 欧 米 の 建 築 の 寿 命 の 長 さ や 再 生 の 様 子 を 見 る と 考 え 込 ま さ れ る 。 単 に 石

造 や 煉 瓦 造 で 朽 ち な い か ら で な く 天 井 高 が 高 い の で あ る 。、、遊び。があるため要求の変化に適応し易いの

で あ る 。 今 日 の 社 会 や 都 市 の 変 貌 の 速 さ ? 考 え れ ば 建 築 の 骨 格 を ふ と こ ろ 豊 か に 建 て て 変 化 に 対 応 で き

る仕 掛 け を 組 み 込 ん で お く こ と が 大 切 で あ る 。 一 つ の 骨 格 の 中 に 新 し い 形 旧 い 形 が 隠11食やキ ッチユでな

く誌の意味 を 持 って 共 生 で き る l床 わ い の あ る 建 築 が 出来 な い も の で あ ろ う か。 ( M . O )
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第 33固 青 年 技 術 者特 集

青 年 技 術 者 選 衡 委 員 会 総 評 選 衡 委 員 長 井 上 混

青 年 技 術 者 の 選 衡 は 第 33回を迎え、 400 人 余 り の 技 術 者 を 紹 介 し た こ と に な り ま す 。 H寺代の

移 り 変 わ り を 反 映 し 、 惜 し く も 選 衡 か ら も れ ま し た が 、 今 年 は シ ン ガ ポ ー ル か ら の 参 加 も あ

り ま し た 。

選 衡 委 員 会 に お い て は 、 本 人 が 会 社 の 組 織 の 中 で 、 そ の 仕 事 に ど の よ う な 役 割 で か か わ っ た

か を 正 確 に 記 述 し て も ら っ て 審 査 を い た し ま し た 。

諸 兄 に は 、 今 後 と も ま す ま す 精 進 さ れ ま し て 、 日 本 主 主 築 協 会 会 j二i と し て 建 築 界 の 発 展 の た め

に 活 躍 を さ れ ま す こ と を 祈 り ま す 。

今 回 の 選 衡 結 果 は 、 つ ぎ の 通 り で あ り ま す 。
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設 計 部 門 . ま た ま た 応 募 者 は 著 名 な 組 織 に 属 し 、 成 果 品 も ま た 、 そ の 組 織 を 代 表 す る も の と

してもおかしくないものばかりであ っ た 。 私達の仕司王は多くの人々の指導や協力、自己のｩＮ ｾｌ

重 な 経 験 等 に 立 脚 し て い る の だ か ら 、 そ う し た 組 織 の 技 術 者 が 一 般 的 に 有 利 だ と 忠 わ れ て い

る の だ ろ う が 、 し か し 、 そ の 作 品 や 説 明 文 の 活 II N. . 点 や ひ ら め き か ら 十 分 応 募 者 の す ぐ れ た 個

人 的 能 力 を 肴 破 す る こ と が 可 能 で あ る 。 大 き い 組 織 に 属 さ な い 青 年 も 有 っ て 応 募 さ れ た い 。

構 造 部 門 : Y 氏 は 、 大 き な 組 織 の 中 に お け る 構 造 設 計 者 と し て の 役 割 を 十 分 に 発 揮 し 、 適 時

な構造計画によ っ て構造設計を無難にこなしている 。 また構造 Ｑｾ Ｑｪ からの提案が設計に生かさ

れ、 小 作 品 の 中 に も 構 造 的 セ ン ス の 豊 富 さ が 現 れ て い る 。 さ ら に 、 構 造 実 験 に よ り 笑 施 設 計

を 確 認 、 そ の 内 容 を 自 ら 建 築 学 会 に 発 表 し て い る 。 S 氏も Y 氏 同 様 優 れ た 構 造 設 計 者 で あ る

こ と が 応 募 作 品 か ら 伺 え た が 、 年 齢 超 過 の こ と も あ り 、 Y 氏 を 構 造 部 門 か ら 選衡 した 。

設 備 部 門 : 設 備 系 4 件 の 応 募 の う ち 、 2 イ4ニは大型フ。ロジェク ト に お け る 空 気 調 和 を 主 体 と し

た 全 体 計 画 で 、 い ず れ も 力 作 で あ る 。 そ の 中か ら 、 高 温 度 差 空 調 を 導 入 し た 点 が 評価 さ れ Y

君 が 選 ば れ た が 、 Y 君 、 そ し て K W 君 の 両 作品 を 通 じ て 、 内 容 が他 の 同 種 の建 物 と 比 較 し て

僅 立 っ た 特 徴 は 何 か 、 ど こ に 苦 労 工 夫 を 凝 ら し た か を さ ら に 明 確 に し て 欲 し か った。 作 業 所

業 務 を コ ン ビ ュ ー タ 化 し 、 能 率化 を 計 っ た T 君 の 応 募 に |謝し て は 、 さ ら に 展開 を 計 り、 一 層

笑 の あ る 成 果 を 今 後 に 期 待 し た し 、 。 K T 君 の 要 素 技 術 を 短 め 、 普 遍化 、 標 準 化 を 計 っ た 資 料

は 、 日 頃 の 地 道 な 活 動 、努 力 が 評価 さ れ た も の で あ る 。

施 工 部 門 今回は、 P C な ど に よ る シ ス テ ム 工 法 お よ び 施 工 機 械 の 開 発 に 関 す る も の の 応 募

が 、 全 部 で 3 件 あ っ た 。 P C 化 に 関 す る も の は 従 来 よ り あ ったが、 機 械 に 関 す る も の は 今 回

が 初 め て で あ る 。 そ の 中 か ら 活 11良 点 の 新 鮮 さ 、 改 善 の や り 方 、 貢 献 度 な ど の 点 か ら こ の 2 件

を 選 ん だ 。 施 工 機 械の 開 発 、 施 工 法 の 改 善 は 今 後 も ま す ま す 霊 要 と な る で あ ろ う 。 こ の 二 人

の 青 年 技 術 者 も 施 工 の 未 来 像 を 何 ら か の 形 で 先 取 り し て い る も の と 信 ず る 。

計 画 部 門 . 計 画 部 門 へ の 今 年 の 応 募 は 例 年 よ り 多 < 5 点 。 い ず れ も 高 い レ ベ ル の 作 品 で あ っ

た が 、 そ の う ち 2 点 を 推 せ ん し た 。 K 君 は い ろ い ろ な 計 画 を 通 じ 必 要 な 調 査 、 研 究 を l陥広く

こ な し て き て お り 、 そ の 成 果 に は 都 市 計 画 家 と し て の 高 い 識 見 が 感 じ ら れ る 。 M 君 の 場 合 は

大 規 模 な 開 発 計 画 の リ ー ダ 一 役 と し て 、 数 多 く の 関 連 分 野 と か か わ り 合 い な が ら 計 画 を 推 進

し ま と め て き た 実 績 が 大 き い 。 他 の 3 君 の 作 品 は 、 内 容 的 に み て 設 計 部 門 や そ の 他 の 部 門 に

近く 、選 外 と な っ た 。

そ の 他 部 門 N 氏 は 電 算 部 門 に 所 属 し 、 構 造 解 析 を 担 当 し て い る が 、単 に コ ン ビ ュ ー タ の 専

門 家 と い う だ け で な く 、 構 造 設 計 者 と し て の 良 い セ ン ス も 持 ち 合 わ せ 、 設 計 業 務 に 役 立 っ て

いる 。 自 ら 開 発 し た ソ フ ト も 数 多 く 、 設 計 に 反 映 す る と と も に 、 建 築 学 会 等 で コ ン ピ ュ ー タ

・ソ フ ト に 関 す る 数 多 く の 論 文 を 発 表 し て い る 。 M 氏 も 建 築 の 企 画 か ら 保 全 ま で の- rr プ ロ

ジェク ト の ソ フ ト 開 発 な ど を 手 が け 、 そ の 内 容 は 特 典 か つ 笠 宮 な も の が あ っ た が 、 そ の他 部

門 か ら は N 氏 を 選 衡 し た 。



吹 田 市 文 化 会 館

- 巾街地に ill つ条件上、威圧感を与え

ないよう周辺環境への配慮から壁面を

セ y トパ y クさせ、その上を屋上庭図

として活用した 。

• 1 階を半J也1; 持とし、 21; 皆レ ベルを低

〈し、 2 階のエントランスへのアプロ

ーチの心理的負れ l を低減させた。

徳 島 県 立 三 好 病 院

- 地 域の 中核病院として、利用者の立場に立ったわかりやすい診療部門

の自己世と平面計画とした。

- 病棟と診療昔IIP'! を明確に分けることによって病練の独立性を高めた。

. 周辺環境になじんだ水平線を強制したデザインとした。
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北 村 潤 すいせんのニと lぱま 土H肥巴耕一 普年技術者としてのことはぱ

生年月日 1951年 II 月16日

松終. ，{ : 廃 1978年京郎大' ' { 大学院修 1: ;*

41終了

t; Iffl 1978i平点知ll i ! ' l ! i 事務所入社、

現イ1に宅る

作品経歴

ｬｬｘ凶市文化会館 Ｈ 続技Ｎ没 ｊｉ ・ Ｉ，ｾ本設 ｊｉＧ .  

実施設計 現場監理)

大型市庁合 ( 実施設J 十)

ｦ Ｑ［Ｎｽ［，ｾ県立 三 ｾｉ 病院 Ｈ ［ￆｽｪ 制改，｝ＡＢＩ

小松仏体行館 Ｈ 競技 Ｑｾｬｮ Ｉ

水口文化京 Ａｾｩ 会館 ｻ 鏡技 ｅ 泣，ＱＱＭ Ｉ

話 ｬｾ を志す者の資質として、いい

ＺｕＺ味での好ｾ干心の ｈ ＱＧｴＮｾさがあげら 一一 アナタハ コノ作品デ何ガ言イタカ ツタノデショウカ 。

れる 。それがものを見つめ抜〈力

にnつ可能性があるから 。彼は生 一一パカモン ソンナ， Ｉ ｾガハッキリト言業デヨエ ｊ レ位ナラ 雄築

来物l ' f ( ' かな人柄の内にこの資質を ナ ン ゾ ヤ ットラン 。

t住め、 )111えてもの自1) リへの執念を、

したたる似の汗の中に惨ませてい できることなら、こんな風に言えるようにな ってみたいものです。

る。今や1J M: 1Eの待たれる様である 。
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青年技術者としてのことば 多くの場合、地主にと って建物は、自

分を諮り、多くの人i主へのメ " セージでもあり、米米へつながる逃

産でもある 。私はこの地主の深い，思いと、組1物がもっ祖会性および

敷地がも っている過去からほわれてきた12かな (i; 本を大切に、よリ

発展的に結合させることを白燃に、日々の設計に悦わ っている 。

設計されていく往物には、その主I ! 物に相応しい側性が創作されなけ

ればならないが、それは向然で議 ill なものが、 ti -h絡をも って人々の

心に銭 っていく、よりよし、) j i "j と巧えている 。

本来、現代建築はよリ 1:1越した技術力を使い、 1'11却に制作をし、例

性的に成リ伴たはずが、中身のないｾ同 ｦ 生に ｊｉｉ｛ 没して、 ｪ 逆に ＱＱ～ ＱＱＧ ＱＺ が感

じられない悲しい状況下にある 。今後より一層、 ill 物の本米あるべ

き姿を探求し、このi ! ! : に生を受けた怨物が、より美しく映えるよう

に努めたいと巧えている 。

すいせんのこと( ; 1 : 横川隆-

Ｇｬ［ｾ Ｇ に呉なるテ ? ・新しい線拡iに

対処できる、柔軟な姿勢と泣かな

知識を兼ね備えた紫1111 らしい人で

す。

これは日頃からの努力の結栄には

かなりません 。

今後も、建築に正而から取り組む

n 青島な態度と、未来を見つめる確

かな ｕｦｾ をも っ て、良い作品を生み

出されるよう ｊｾｉ 待しています 。

博 隆

昭和26年 3 月20 日

昭和 ＴＴ 年大阪市立者 ｉｉｉ［ｾ 工業高

等学校建築科卒業

歴 l昭和44年日建設計に入社、現

在に至る

設計に傍わ った主な建物

昭和50 日本銀行大阪支鴎

- 5 4年 ( 51年 よ り 監 理 業 務 )
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甲 南 大 学 新 10号 館

瓦 町 錦 江 ビ ル

甲 南 大 学 六 甲 運 動 施 設
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Ur. f' ，{:Hii I昭和49年* 北大"till 築学千十平
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:1i t主将朕 竹中工務前大阪- 1 <J; t i ぷ訂部

( J1fHU49年入社皐UI に至る )

;11 当作品サイコ- } t [MII :W

法1: 平午年務所

Ａ武見ひかり幼ｦＱ ｕｾＱ
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'1' 1軒太7・J 、' l ' i M動施設

［ＡＡｩｬｬ ひかリ ｾｊｊ ｦＱ ＱＱ 咽

すいせんのことば 上原正行 青年技術者と してのことば 多機な価値観の交鈴する今の社会にあ

tti . mかつ粕リ強さが、彼の身上で

ある 。時として頑固なまで自己主

必をする 。裂するに、設計が皇子き

てヘ一途なのである 。それで往築

主の心をとらえる 。{eiil I / から竣工

まで、コンセプトのは っきりした

ワークを心掛け、 トータ J レ・デサ2

インを追求してきた。

って、建築もまた、よ って立つ基盤を見失 ったかのように急速に変

化し、変質してきている 。 この情況の中て' 建築に燐わる者の、社会

に呆たすべき役割も大きなものとなってきている 。建築がつくる l則

とつくられる 11111 との相 l刻の過伎で具体的な形を主主えるに従 って、 ill

築一個にとどまらない社会との関わり合いをもつからである 。

かつての西欧の町正みや日本の民家集務のように長い歴史の過訟で、

つくる ll11J とつくられる 11111 との聞の llii 黙の了解の上に成り立 った時代

は望むべくもなく、それゆえに、私を含むつくる Ｑ 則 ｮ 身が ｩｬｬｾ を泊

してどのような環境づくりをしようとしているのかの明隊な側fl[) .!i

準こそが Ｇ［ￎｾＧ に問われるべきものとなっている 。

今日の泌迷を深める郎市的fff 況の中で、次の世代へどのような環岐

を引き継いでゆくのか、問ぃ絞けつつ、価値あるものを自[J リ出して

ゆきたいと思う 。
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規 以 地 下 l 階 、 地 上 31; 皆 病 床 数 333床

工 ｊｾｉ＠ 昭 和57年 12月 - f i i HU59年 7 月 工 JUI 昭 和60年 12J1 1 日- 1昭和 61年 11 1130 日

ワールド記念ホール 総 合 病 院 松 江 生 協 病 院
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沼 田 亘

生年月日 昭利26年10月 3 日

学 歴 昭 和50年神戸大学工学部主. l t 築

'‘何十卒業

業 腹自白利50年昭和設計入社

作品経歴

H召干日 大阪市南港ポートタウン住宅

52年度 神戸市立新勤労会館

53年度 姫路 r行花の北市民広場

55年j立 大阪市住宅供給公社fRI 団地

57年度 ワールド記念ホール

神戸医療生協協同 t!i 科

58年度総合病院木品協同病院

59年 度 川 口 診療所

総令病院校江生協病院

60年度 六月' 7 イラ ン ドi : li ，ji 機能問地分

， ｬ ｬＧｉ ｾ ＺＺ ｜ｪｭ ￭ｩＡｩｩ＠ ( コンペ)

すいせんのことば 宮 田照 久 青 年技術者と してのニとぱ 私は，建築にたずさわる人11¥1の一人とし

当 祉 の 大 集 情ill 築 の 災 務 の ホ ー プ て、常々社会の変化に 、 とくに松近の後押j ，1，¥新の波、統治情勢の変

の沼悶君は、基本コンセプトから 化に対して、日を( o'Jlt る必要があると与一えています。世 の 中の間t し

設計! 位互II まで- j't してそのイメー い変化によリ、 枇 ｪ Ａ￭Ｚでは縫物の完成後すぐにｾ Ｎ ｬｩＯ，腐化が始まリ、場合

ジを迫ボし、そのねばリ強さ、収 に よ れ ば20年 II Ij 後で、 ill て伴えということも珍しくないようです。

笑さは lr F を抜くものがある 。 とく このような状況の中、われわれ，建築家は ill 築物( 1) tl 会的スト y クと

に彼が中心に立 ってまとめた大架 しての1削1([ をよ リ日めるよう 常 に努力する必要があると巧えていま

梢 医療地設併は、地主から、その す。 そのためには社会の変化に対してフレキシブノレに対応できる，注

発氾! と誠意に心から! ふ測されてい 築としてのシステムが必裂です 。

る。 .fAi i 身、 i必i 、数f9リのl災保馳i ，Utの s設計において、大丸lJ 桃 .i l l*をその解

決法として民1 l }1 してきましたが 、まt! 卜分とはし、えません 。 今 後 大

決ｦ，ｖｩ，泊Ａｾのシステムとしての完成Ａ支をよリ ｲ ｾＧＺｪ めることと ｉ ， ［ ｉ ｉｉＮｾ に、往

き長崎i.f ，j > : に限らず、より絞介した、よリr . l idi( I(J スケ ー ルのむのへの民

|品l を目指していきたいと巧えています。



二 三七
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矢 野 茂

生年月日 昭和26年 3 月17日

最終学歴 昭和49年熊本大学工学部建築

学科卒業

業 廃 昭 和49年不動建設入社、現在

に至る

設計経歴 J j J 州ピ J レ

新宿内藤ビノレ

鹿 野 山 国 際 禅 道 場( Jl')!h工事)

不動建設健康保険組合伊東保護所

7 ドウ J マピルスハイツ

薬事日報社ピル

洋文社ピ J レ

館山有料老人ホーム 「光 風 苑j

( K  D  D ) 大阪地区続貝厚生地設

すいせんのことば 西川幸之輔

誠笑でナイープな人柄は、仲間内

も答先にも好感を抱かせる 。

常に前向きに、 「まち」 と 「ひと j

とのかかわりにおいて、建築を厳

しく見つめる目を持って努力して

いる姿勢を高く評価し 、さらには、

秘めたる将来へのポテンシャノレに

WI 待する 。

青年技術者としてのことば 「建築の存在」は、 「人の存在j と同

じく、依って立つ社会状況の中で初めて成立する 。 したがって建築

はそれ自身の中にそれぞれ独自の社会状況を持っている 。すなわち

「個即全J

「建築の設計j とは、 「私とは何であるか? J という設問と同じく、

「この建築とは何か? この社会状況の中でどういう位置を占め、ど

ういう関係を持つのかりという設問に対して答えを採っていく作

業だと思います。そしてその個別の解を突きつめる中で、ある普遍

性を持つ答えを見出し得た建築は、社会状況が変わろうとも時代を

超えてその社会と強い関係を保ち存在し得ると思います。

私は「建築の設計J を通して社会参加してきましたが、さらに深い

洞察力と笠かな感性および高い技術力を身につけることにより、一

つひとつの建築に対して、より良い答えを出していきたいと考えて

います。



佐 A 県総野市

レデンプトリスチン

西 都 修 道 院 宮崎県

長 崎 信 愛 幼 稚 園 遊 戯 棟

長崎市

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

平 畑 正 人

生年月日 昭和26年 l 月5 日

最終学歴 近畿大学工学部建築学科卒業

業 歴 昭 和49年 4 月藤木工務庖入社

昭和51年 1 月稲岡支庖設計課

配属

作品経歴 笠ヨゼ7 の閣老人ホーム

お告げのマリア修道会佐世保

黙 恕 の 家

師イエズス修道女会福岡修道

院

長 崎1:1愛幼副主闘

レデンプトリスチン西部修道院

旅館h'l 流

すいせんのニと( ; 1 : 平 岡 寿 人 青年技術者としてのことば ｩｾ￭ ｬￏ ｬｊ には ｹ ナリオ、 ｔ 流出 、 役者がいて

当社の福岡支庖は、受注工事の大 観客がいる 。建築にも同械のi品位がある 。難解なシナリオを iiii 出家

半が設計施工であるが、平畑君は がもてあそび、 一 人の役者が自分の芸に宵μ 、しれている 'tfeほど 、そ

その中心的存在として多くの作品 の世 ｴ 界 の玄人には ｭｭ に映るものである 。 瞬間芸術である ｩ ｾ Ｈｉ ＾＾ｉ ｊ に 比

を手がけてきた 。今回の仕事は 、 べ 、 建築は何世代にもわた っ て、その姿を人前に ＱＱ Ｑ 時し ， ｬｾＧ 側 を受ける 。

彼にと っても異色のものであるが、 価値観が多械化する傾向のこの社会にあ って 、この大地 をキャンパ

計画の初期から引き渡しまで施主 スにして時代の要求するもの 、そしてつぎの H寺代に残る主tt Ul;を 。 そ

と一体とな ってiffi め、これまでの れは単に狭義の，建築であ ってはならない。すべてを包指した文化 を

研鎖と笑力を示したものといえる 。 ii I ( 出するゼネラリストとしての建築家が求められている ー 。 と Ｃｩ ￎ ｾ Ｇ

々思いつつも、こ の忙しない情報化社会にあ って、す べ て の 物 が 地

中日され、よほどめねばり) ' I ， ｾ、平常心をも っ てしても自己喪失の危険

にi椅ちあふれている 。

いつの世にも 「あれは思い召すままの ::m- Ui であ ったJ といわれる体

力と能力を主主い つつ。



第 一 生 命 新 大 阪 ビ ル の

構 造 設 計

第一生命新大阪ビルは新幹線新大阪駅の北西 300

m に建つ、インテリジェントピルを指向した貸事

務所ビルとして計画された 。 また総合設計の採用

による紋泣かな公ｼ井 ｊｾｴ 也が、良好な地域環境を形

成 し 、 高 層 化 と 特 徴 的 な 外 装 の カ ー テ ン ウ オ ー ル

により、新大阪地区におけるランド 7 ークとして

親しまれる建築を目指している 。

当建物の柿造設計に際して 、 とくに配版、した事項

一 一建物の際世化、 IMJI]性 の バ ラ ン ス 、 お よ び S ↓

ば り の 似 性 の 硲 保 な ど について、以下に述べ

る。

地 上 階 で は 、 平 面 計 図 上 要 求 さ れ る 壁 の 仕 様 決 定

(RC壁 ( =両.w壁) と軽量非耐力壁との区分〕が

耐ｾ設計上重要なポイントとなる 。 そこで、建物

の 軽 量 化 と 耐 長 壁 の 強 度 - 同l性への寄与度とを樹J

案 し 、 宝 iE 剛 性 分 布 の 平 面 ・立面的バラ ンスを 13hd 

も配慮して RC壁 の 配 置 計 画 を 行った。 そしてフロ aぷ

ア ー ダ ク ト の 計 画 的 配 置 ・千鳥配筋の採用などに 1 U  

よりスラブ厚を 105 mmと比較的薄〈し得たことと じ巴

併 せ て 、 単 位 床 面 悩 た り の 池 袋 荷 重 は 基 準 階 で 1: 器

。75 t  / m峨 と な り 、 縫 物 の 軽 量 化 を な し 得 た 。2 出溢皇

賢 島 竹 友 荘 の 構 造 設 計

また I也上! 培の偏心率および問1] 性率は桁行方向 ・d長

問 方 向 と も お の お の0 ，02経 度 お よ び 0 ，8 以上であ

り、平而および立前上バランスのよい剛性分布を

l賦与しえたものと考えている 。事務室音11分 で 経iE

化および長ス パ ン化のために採用した S 大ばりに

は、合成ばりを用いているが、スラプノ、ンチによ

りS 大 ば り の 上 フ ラ ン ジ を 補 剛 し 、 当 該 大 ば り の

強 度 剛 性 の 安 定 確 保 と 大 ば り 上 ス ラ プ の 収 納 亀裂

防止につとめた 。 また S 大ばりの検字m剛は、 l出げ

モーメ ン ト勾配に応じて火打ち ・小 ばりを用いて

行い、繰り返し逆対称曲げモーメント下において、

変形能力を硲保できるよう配慮、した 。 なお、 S R C

柱 ・ 令成 ｓ ばりのリ ｪｩｩ ｾ 迎性領域におけるはり応力伝

達機怖については、ｾ供試体 Ｖ 体を用いて水平加

力笑験を行い、設計上採用した諸定数の妥当性に

関 す る 縦 認 を 行 っ ている 。

地下| 滑は、剛必な地下外壁を主要耐震壁とするラ

- ; 1 ン 架 怖 で あ る が、地下外壁の南側1] へ の 偏 在 が

避けられないため、地下階高層直下部分に 11暗と

同程度の強度を賦与するとともに、水平力の低層

苦11へ の 移 行 に 介 在 す る l 階スラプの強度確保に淘

窓した 。基 礎 ば り は 、 先 端 筏 3 .5 m の大口径杭を

採用していることを考慮して、杭を ｾＡ￬ｩ 性支点とし

た 平 商 格 子 状 モ デ ル を 用 い て 応 力 解 析 を 行 い 、 鉛

直 沈 下 i'fの差具による影響を部材断面に反映した 。

g  

R  

張 問 方 向 軸 組 図

r ーーー

6. ' α3 

7.1∞ 

阪

七司

E 罰 |

4  

』溢
l噌

∞ 11 I  11 I  11 I  fI I  11 I  1/盟|

51. 200 

基 準 階 床 伏 図

ill 築縦婆

所 在 地 大 阪 市 淀 川 区 西 宮 原 町 1 - 13- 10 

規 模 地 下 2 階 地 上14階階屋l J l 皆

主要 用 途 事 務 所

I国 級 建 築 面 積 2，050.04m'  

延床面積 33 ，984. 57m'  

i¥J j さ 軒 高 GL +57. 70m

最高高さ G L+ 6J. 20m 

締法純別 地 上 鉄 骨 鉄 筋 コ ンクリー卜

( S R C) i章、 一部鉄骨(S)造

地下鉄筋コンクリート (RC)造

一部S R C造

1也 業場所打ちコンクリート拡底杭

工 期 昭 和60年 4 月~昭和61年 11月

賢 j与の駅から志摩観光ホテルを左手に通りすぎ、

海に突出した小丘や獲殖筏の入江を眺めながら! 従

品大織を iJ J t ると、松林で埋め尽くされたなだらか

な丘陵のリゾート地がひらけてくる 。 当主l ! 物は、

このような環境のー画に設けられた保護所である 。

建築計画上の設計主旨は、 (1)スケールの小さい自

然、起伏に富んだ地勢に合わせて、建物は小さく

控え目である、 (2)内部空間にも屋綴の形状をその

まま表し 、天井と壁とは連続的である 、 (3) 妥 而 か

らやさしく溢れた光のグラデーションが、タ ｲｾ れ

H寺に温かく来訪者を迎え入れてくれる、の 3 点に

要約される 。

fi ' l f 造設計に際しては、力学的秩序のなかて静経済性

・機 能 性 を 追 求 し つ つ 、 こ れ ら の 設 計 主 旨 を 具 体

化できるように自己慮した 。すなわち、 (1) に対して

は 、構 造 形 式 を 壁 式 構 造 と す る こ と に よ り 、 骨 組

のフォルムをい控え目。とするよう心掛けた 。 ま

た、 (2) ・(3) に対しては、屋根を鉄骨造として軽量

化を図り、軒の鼻先を臥梁として有効に活用する

ことにより、内部にはり形を設けることなく、し

か も 姿 菌 に 一 辺4 .0 mの三角形の関口と桁面に 7. 5

m帽の関口を取りつつ、 13 .0 mX  7. 9 mの 広 い 空

間 ( ロビー ) を構成した 。 な お 、 鉄 骨 ば り の 変 形

tfll 止に採用したタイパーが、上記の空間1に調和し、

緊張感を与えているのも特徴的である 。
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山 本 博

生年月日 昭和27年 3 月6 8

最終学歴 昭和49年広仏大学建築学4川.

業務経歴 昭和49年竹中工務l苫入社、大

阪駅前第 3 ビル作業所を経て、

大阪本庖 設 ｬ 汁古 ＱＱ 桃造ｾ

作品経歴 第一生命新大阪ピノレ(工仲 I' )

太陽神戸銀行六'1'支f占

亦徳中央病院、石崎医院

八尾第一生命ヒソレディング

賢tb竹友荘、金光教姫路教会

関西テレビ ｩ 主 契 ｈｩｬｾ 所

'1' 南 K Nビノレ、 クスダピル

ロI;:j 屋工作所大阪工場

関西熱化学加古川工場第 3 JYI 

神戸レジャーラ ンド計 1
11
司

すいせんのニとぱ 瀬川輝夫

山本君の構造設計にみられる明解

な歯切れの良さは 、彼自身がこれ

ま で 分 解 構 築 を 重 ね た 「建築」

に対する、力学的バラ ンス感焚; に

裏付けられている 。 この感覚は、

数値解析技術のめまぐるしい進展

に伴う梼造設計技術の内的変貌が

者しい現在、より重要な資質と考

える .

青年技術者としてのことば 東西の古い叡智が説 < i 人生に生くる

や変ひと共に生< J  (荘子) ことの真実の中て¥流れにまかせて亡び

るにはあまりに未練があるがゆえに、流れ来たもののなにがしかに

ささやかながら自己の，思い入れを注ぎ込み、流れ行くものに融合さ

せることで、一生という手IJ 那を生きた証しにしたいと願う 。

建築はいつの時代においても社会の反映であり、ときには文化その

ものであり、思い入れを注ぐのに余りある深さの ｩｾｲｩ が数多く澱んで

いる 。 しかし文化 ・技術の多様化 ・高度化に伴い、今や個人ではそ

の一つさえ流れに導くことが困難であり、まさに機能分化は社会の

趨勢である 。その中で、建築、とりわけ機造設計に槻わる者として、

建築とは本来分化したものの統合により成り立つことを念頭におく

とともに、榊造力学上の仮説なり構造設計上の挑戦 . sIJi 圭なりが、

ある意図の実現のための文化的な級幹に関わる選択をしていること

を認識し、大河の中で思い入れるべきは何か、を見熔えていきたい。



クレームから標準化への道一技術チームでの活動-

高砂熱学工業大阪支庖には、技術標準の作成や技

術情報の収集、管理などを業務とする技術チーム

がある 。最近まで私は、同チームに在籍し、事故

の解析や技術的問題の解明などを通じて、そこか

ら支庖内の新しい技術綴準の作成あるいは改訂を

行 っていくという業務に携わった。そこで作成さ

れた標準案は、技術部門の委只会で審議されたあ

と、技術員会貝に通達されることになるのである 。

この期間に、単なる知識とは巡 った多くのことを

学ぶ機会を得た 。「ものごとに取り組む姿勢」、 i -e)'; 

笑を見極める II N. J とい ったもので、その後の私の

志向に大きな影響を及ぼした時刻i でもあ った。

割れたガラスの謎

あるビルで、ファンコイルの冷温水管に取り付け

られた流量設定器の、強化ガラスでできた透視窓

が割れて、配管中の水がl吹き出すという事故が発

生した 。

この話が持ち込まれたとき、私は、問題は 「ガラ

スが割れたのはなぜか? J ということであるから、

最初にやらなければならないのはガラスの特性を

よく型解することであると々えた 。 そこで、社内

のガラスに関する円絡を引 っ必リ出し、あるいは

古応で購入してきて机の上に本の山を築いた 。 そ

してカ、ラスの理論からその特性、製造過程に至る

まですべてに目を通した 。 それでもわからないと

ころはカ Ｔ ラスメーカに聞きに ｾｔ ったりもした 。 こ

うしてでき上がったにわかガラス博士は、つぎに

そのガラスの特性と事故現場の状況調査の結架か

ら、ガラスの破竣要因を以下の項目に絞り込んだ。

(1) ガラスの耐圧強度不足

(2) 非強化ガラスの使用

(3) ガラスの組成のばらつき

(4) ガラス内外国の温度差による応力

(5) ガラス面の似による応力集中

(6);J3J 似半前hとガラスとの接触による集中荷重

( 7) C リングとガラスとの隙 111] に呉物が混入した

ことによる集中桁丞

(8) ウォータハンマによる術現在荷量

この 8 項目について、理論解析あるいは笑験によ

って徹底的に検討した 。その結果、事故原因は、

工事中にガラスに飛来した溶接ス パ y タがガラス

表面を溶かし iあとなり、水圧による応力がその{ 拐

の部分に集中し、長H寺問l運転を重ねるうちに徐々

にき裂が進行し、ついにそのき裂がガラス内部の

引張応力層にまで及び、ガラスを破壊させたもの

であることを突き止めたのである 。

この流iE設定骨量は、その後メーカーの手によ って、

カヲス面を保護するふたを取リ付けるよう設計変

更されることになった 。

このように; n : . の原因を捉えることができれば、比

較的簡単に再発を防止することができるものであ

る。 多くの教訓を残してくれた 4)'; 自主で弘あ った。

ダクトリークに取り組む

配管から 7)( が漏れると大きな被害を伴うことにな

るが、ダクトからわずかな空気が刷れても、今ま

で問題枕されることはほとんどなか った。 しかし、

このダクトリークは、笑は大きな問題をはらんで

いるのである 。せ っかく空調された空気を姶てて

しまうというロス、漏れる空気のことまで考慮し

て必要以上の送風をしなければならないというム

ダ、省エネルギーが叫ばれる昨今、このような問

題を放っておくことはできなくな った。昭和50年

代は、このダクトリークの問題がクローズア y プ

され、多くの人々がさまざまな研究をし、文献に

報告した時期であった 。 しかしそれらのいずれも、

フランジやはぜの穂類による漏れ比較とい った部

分的な取り扱いにとどまり、 「ではダクト系金体

でいくら漏れるか」ということになると符日芸を

つかむような話であ った。笑はこの全体の iAl' i気量

こそ、重要な点なのである 。実際にダクトリーク

によるロスがどの程度であり、いくら低減させる

必要があるのか。 またそのためのコストはいくら

までならペイするのか。 こうい ったことがすべて

全体の漏気i訟のf白星に係 っているのである 。

そんなとき、ある客先の要請もあ って計画された

のが、考えられるあらゆるダクトの部位、形状、

極類についてその漏れを実験により f出産し、その

積み重ねによってダクト系全体の i. u l 公立を明らか

にしようという研究であ った。

50 

1∞%  N= 44 .10  

(  17.300)  

尖 ｬ 検の結よｾから、各部位ごとに， Ｇｩ￮Ｇ 圧を パ ラメータ

にした ｩＡｬｬ 気 ｩ￮ ｊＩ算出式を ｦＮＡＮｾ 、だした 。 そして抑圧計

t ) : との併用でダクト系の illi 気量予 iWI 手法を雌立し、

計算の省カイじのためパソコンソフトも開発した 。

その後、いくつかの現場てγ属気訟を計算したり検

証して、驚くべきことがわかった 。図は、 i弱気品

計算結栄の -191) であるが、 l吹出口取り付け昔1¥から

の ijli れが他の苦11位に比べて圧倒的に多〈、全体と

して illl 気率は 17. 3% を示している 。 l吹出口は、 J孔

il 品目そのためシャ ンタを絞ると内圧が上告l し、よ

り多くの i! 1l 7¥を生ずるのである 。はぜ、フランジ

の端会i をうんぬんするよリもまず、1 I j ( 出口取り付

け部の泌れの低減こそが盟まれる 。

こうしたことから、名現場で工夫して、さまざま

な低漏会" ( ｊｾｉｾ＠ I吹山口が提案されてきている 。役げか

けた波紋の大きさに続きながらも、問巡 ｩＯｾＺ を明確

にすることが、多く の改善を生み出す原点となる

ことを強< ! 必じた 。

技術の時代に

設備業者ーの技術力とはい ったい何かと思うことが

ある 。

設計者11門では、概略設計、概算見約金額などが建

物用途などによ って即座に答えられること、地工

苦11門では、{ 長れた工科包耳II と予算 3自宅II が、あたか

も技術力であるとい っ た ｊ ｬ｜ ｜ｩｾ ｩｽ ｊ を感じるのは秘だけ

であろうか。 もちろん、これらも f張れた技術力で

あることは 言 うまでもない 。 しかし、設備工・)1に

携わ っていると、毎日のように沸き起こ ってくる

多くの未知! の問題に直前する 。その一 つひとつに

答えを山す余絡もなく無視したり、あるいは他者

の見解をうのみにして進めてゆくことに脊仰を感

じながらも、やむを得ないとあきらめている感が

ある 。不幸にして大きな務とし穴に」ζ つか ったと

き、検討不足を後悔することがある 。 こんなとき、

現場や設計の責任者は、何もかも自分で結論を出

さなければならない、信組できる相談相手がいる

いことにいらだちを感じる 。 これは技術力のうに抗!

というよりも、組織力が欠如しているために起こ

る不幸だと思う 。

先人の多くが|百l じように悩み、 l時には lリJJW，な結論

を出し、 11寺には失敗して設備工事の歴史が培われ

てきた。 それならば、その教訓を後世に生かして

こそ、進歩があるのではなかろうか。 まったく新

たな問題に直面して、自力解決の余絡がないとき

パ ックア ッ7・することのできる即応体制! があれば、

また過去の" 1

l

t重な資料を管理して活用できるシス

テムがあれば、この技術の 11寺代をいきる設備業者

の大きな技術力となるに j畠いない。 そしてこの組

織こそがわが技術チームの目差す道であろう 。
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片 山 淳 一

生年月日 昭和29年 3 月19 日

最終学! l i ' i 昭和49年 3 月国立同紙工業高

等専門学校卒業

::!/! !lt 昭和49年4 月日砂押在学工業入

社。

岡山営業所にて倉敷中央病院、

岡山市民病院ほかの現場を経

た後、昭和57年4 月から大阪

支庖技術部に転勤、現住に至

る。
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箇所別漏気量パレート図

すいせんのことば 谷村富司

2E淵設備の技術者として、何が社

会的に要求されているかを自党し、

l圧餓なチャレンジ桁事l' と悩熱を持

って仕司王を成しとげてきたず7年技

術者である 。

技術チ ム在籍中は多くの技術的

問題の解決に力を発却し、その取

り組み姿勢および成朱は高〈評価

て' きるものてe ある 。

青年技術者のことば 今日の建築設備技術は、他の多くの工業技術

と同じく、失敗を乗り越えて徐々に築き上げられてきた。事故や苦

情を技術力向上の総にできるか湾かは、その点の原因や! 甘i班J点をい

かに正確に把慌できるかにかか っている 。ところが近年、建築設備

の分野には、ｾに多くの技術が包含されるようにな っ てきた 。 機械、

化学、電気、ｾ子等の工学はもちろん、芸術、医学などの分野に係

ることもある 。これらのすべてに精通することは個人の能力をも っ

てしては到底為し得ぬ技である 。 しかし裏返せば、ひとつの問題に

正面から取り組め Ｑ 工、その結ｾー多くの知識が得られるということに

なる 。そしてその知識が他の問題解決に非常に役立つことがある 。

自分にとり未知なる荒野を前に、立ちすくんでばかりいないで、少

しでも前に踏み出してみよう 。そんなひとりの小さな一歩が集まれ

ば、技術を更なる向みに引l' し上げる大きな推進力となるに逃いない。



大 阪 タ ー ミ ナ ル ビ ル の 空 調 設 備 計 画

ても、売場面積の有効率を極力拡大することを目

標とし、各階における設備スペースの低減、階高

の節約による階数の増加によりフロア面積を拡大

できる空調方式を新規に開発採用した 。大阪ターミナルピル ( アクティ大阪) は、大阪駅 設置し、基幹熱棟、として 蒸気供給を行い、 蒸気 二

改良事業の一環として計画され、百貨底、ホテル 重効用吸収冷凍機、暖房用熱交換器により空調冷 この方式の基本概念は、送風量をいかにして減ら

し、空調器サイズ、ダクトサイズを縮小できるか

であり、従来方式の50%程度まで供給熱量を変え

ることなく給気風量を節減することができるかで

あ った。

をはじめとし、多用途の商業施設を収容する大規 温水を、給湯貯湯式熱交換器により給湯温水を、

模超高層複合ビルとして計画された 。 供給する方式である 。

空調機能としては、明らかに多様な負荷特性に対

応すべき建物であり、商業施設として高グレード

な空調環境を保持しつつ、省エネルギー効果の高

い経済的空調システムとすることが大前提とな っ

た。

このような粂件の中で、とくに計画上の課題とな

ったのは、①商業施設としてのフロア構成、有効

面積率の向上を極力図ること、 ② 大答量熱源のエ

ネルギー供給をできる限り一元化し、相互関連の

ある総合的熱源計画を達成すること、の 2 点であ

る。

熱源計画

冷房総容量5000R T に及 ぶ熱源の計画に当た って

は、機務単体の熱効率を上げるのみでなく、総合

的なエネルギーの流れにの ったエネルギーの有効

利用を行い、総合的な熱効率を上げることを目標

とした 。 負荷特性としては、空調冷房 負荷と給湯

加熱負荷に特徴があり、とくに給湯加熱熱源が定

常的に必要とされることから、ランニングコスト

を検討の結果、都市ガス~蒸気~各用途へのエネ

ルギ一変換の流れを主体に構成した 。

蒸気源としては、ガス焚炉筒煙管蒸気ボイラーを

蒸気吸収冷凍機 電動ターボ冷凍機

誘引ユニットシステム

百貨庖系統の冷水供給にはその空調方式の特徴か

ら 4

0

C の冷水が必要て' あり、吸収冷凍機に対し電

動ターボ冷凍機を直9 " 1 ] 設置することにより者日市ガ

ス、電気併用方式とし 、その条件を満たした 。

熱源系における熱回収についても、総合的熱効率

の向上に欠かせないものであり、ホテルの給湯布I i

E力加熱源として蒸気ボイラーの排ガス熱回収、電

動ターボ冷凍機冷却排熱の回収を行 った。各熱回

収温度のレベル的差異については、排ガス熱回収

を貯湯槽加熱、ターボ冷凍機排熱はダブルコンデ

ンサー型式として給湯補給水予熱に利用し、排熱

温度に応じた熱回収の有効性の向上を図 った。

空調計画

大阪梅田の一等地に建設される商業ビルとしては、

大阪駅からの動線、 1也階低層階の商業的価値を有

効に発揮し、超高層ビルとして設備系搬送ルート

の均一化を図るなど、建築的付加価値を高める観

点から、主要機械室 を、中間階である 18階に集約

配置した 。 このため、耐震的検討、防振防音の技

術的検討について十分な理論的、実験的検証を行

った。

また、低層から中間層を占める百貨庖庖舗につい

この方式は、吸収冷凍機と電動ターボ冷凍機の直

列運転により 4

0

C の低温冷水を供給し、各階の高

静圧仕様空調器から 8 - 1 0

o

C の低混冷却空気を高

速送風して、誘引ユニ ント吹出 口へ供給するもの

であり、誘引ユニ ッ トl吹出口では高速給気ノズル

からの一次空気により室内空気を誘引混合して室

内へ給気する方式である 。

以上の方法により、従来方式に比べ10% 程度の有

効面積の拡大が可能となり、またシステム特性と

して、高氾度差送水、高温度差送風による搬送系

歯車:力{丘i戚のメリ ッ トもイ寸力日できた 。

将来への展望

建築設備計画においては、そのシステム的性能の

向上 により、建築総体の付加価値を高めるもので

なくてはならない 。 この考え方はわずかではある

が大阪ターミナルビルで反映することができたと

考えている 。 以降の計画設計においても、最近の

先端技術をはじめとする技術的展開の中で、真に

建築に必要とされるものは何かを見極め、努力し

てゆきたいと考えている 。

| 高温度差給気誘引吹出シス テム|

空調省エネルギーシステムの構成
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山 田 祐 三

生年月日 昭和26年8 月27 日

紘一終学歴 早稲田大学大学院建設工学修

士謀佳修了

業 歴 昭和52年4 月安井建築設計，r;

作品経歴

務所入社、現荘、大阪事務所

数備部主任

サントリー中央研究所生物医薬研究所棟

御上会野洲病院

1' . 1. 学共済組合大阪ガーデンパレス

大阪ターミナルピル ( アクティ大阪)

小野薬品福井安全性研究所

私学共済組合広島ガーデンパレス

大阪ガスコ ンビューターセンター

佐官i銀行事務セ ンター

すいせんのことば 紙 克 行

研究熱心な彼は、たえず新しい設

備システムを追求して止まないが、

建築のこともよ く知 っている優秀

な設備技術者である 。一般の人に

専門的な事柄を理解してもら うの

は難しいことであるが、明解な説

明でそれを得られるのも、確かな

技術力がある証しであると思う 。

青年技術者のことば 建築設備の計画に当た って必要とされる姿勢

は、工学技術的にかたよることなく、建築を構成する有機的要素と

してバランスのとれた設備計画を行うことであると考えている 。エ

ンジニアリ ング部門を担当するわれわれは、居住者の満足する最適

環境を作り上げるために、時としてメカニ y クな力によるシステム

へ傾斜しがちであるが、建築を自然と対立する概念としてと らえる

のでなく、自然に包含されるー要素としてのエコロジカルな環境形

成の視点に立つことが大切であろう 。

こうしたパッ ンプな基本をふまえ、建築の中のメカニカ l レシステム

をより妥当なものとするため、消費されるエネ l レギーの多元的な利

用を図るべく、システム構成を行う必要があると考えている 。

今後とも計画設計にたずさわ ってゆくに当たり、こうした基本姿勢

をも って、より幅広い視点から建築を見る目を養 ってゆきたい。



新 し い ノ ン サ ポ ー ト 工 法- ハ ー フ P C工 法 を 中 心 に -

日本アイ ・ビー ・エム野洲工場第 5 期士曽築工事は、

以下の特徴をもっている 。

① S R C造、地下 1 階、地上 4 階の主主家で、タテ

7 0 m、ヨコ 9 0 m、高さ 2 7 mと規模が比較的大きく、

とくに階高は最大1 1 mと非常に高い 。

②工期についても厳しく、階別の躯体完了期日の

厳守が要求されており、従来の工法 ( 前回工事の

実績比較 ) ではとても工期の厳守が不可能と考え

られた。

そこで、施工計画段階からの抜本的検討が必要と

なり、私が中心とな って躯体工事の省力化につい

ての計画、検討を笑施した 。

問題点を整理した結果、型枠支保工をなくすこと

によって、労力の低減と工期の短縮がはかれると

硲信するにいたり、その具体策について ( コスト

の比較検討を含め ) 、当社技術スタ ッフと くり返し

検討を重ねた。その結果、下記の工法を採用する

ことに決定し、それが、今までに手がけなかった

『新しいノンサポート工法』 に結びついた 。

すなわち、

① S R C梁については、 N S 工法

②スラプについては、フラットデ y キ工法

③ R C小梁については 、ハーフ P C工法

の組み合わせ工法である 。 ( 現設計は、大梁 = S

R C 、スラプ= R C 、小梁 = R C とな っている )

実施計画において、上記三工法を、それぞれ有機

的に関連させ、とくに構造の安全性の確保および

各工法の取り合い ( 大梁と小梁、小梁とスラプ)

には、入念な検討を要した 。

N S 工法およびフラ ッ トデ ッキ工法おのおのの単

独使用実績は多数あるので、今回は、ノンサポー

ト工法の中で、ハーフ P C工法の実施計画につい

て述べることにする 。

ノ、ーフ P C工 法

ハーフ P C工法の実施計画は、当時施工中の計画

書を参考に検討を進めた 。

まず、本体鉄骨にかかる応力の計算、およびチェ

ック等と平行して、当工法に付与すべき項目を整

理した 。すなわち、

①現場打ち コンクリートと 一体化する。

②鉄骨と同時に取り付け可能とする( 取り付け時

補助サポートなし )。

③フラットデッキの取り 付け方法に対応する 。

④大梁の配筋型枠および小梁の上筋配筋を考慮す

る。

ことで‘ ある。

これらは、つぎに述べる施工法で解決した 。

(1) P  C小梁形状および取り付け要領

・現場打ちコンクリートと一体化させるために

① 図 1 のように、スラプ断面を残して製作し、現

場にて上主筋配筋コンクリート打ちとする 。

② 大梁躯体内に 30mm< いこませる。

③下端主筋およびせん断補強筋を大梁内に 250定

着させる。

- 鉄骨と同時に取り付け可能とするために

①大梁鉄骨に c :a.. 12mmを取り付ける ( 小梁芯より

一方向に 12mm偏芯させる) 。

②小梁の製作において、長さ精度を土 1 mmとする 。

③ コンクリート打設前までノンサポートとするた

め、 c : a . . の形状を決定し、取り付けボルト H T B

2  - M2 0 とする。

・フラ ッ トデ ッキ取り付けを考慮して

①小梁のピッチ内法寸法ー 20mmをデッキ長さとす

るために、図 1 のような形状にした 。 また、デ ン

キの仮置きのとき、ズレ落下を防ぐため、デ ッキ

受けを幅60mmとする 。

②スラブ厚硲保のため、工場打設コンクリート高

さを、スラプ厚ー l Omm( デッキプレート端部厚み)

とする 。

・型枠、配筋を考慮して

HT8 2  - M20 

Gf t  12 (S541)  

yグ
'

'

図 1 P C小梁形状 ( 左) と取り付け ( 右)
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図 2

①小梁の上端主筋の圧接箇所は、 S .T を上部開放

型 とする 。

②小梁のピ ンチをできるかぎり統一し、梁側型枠

の転用を考える。

③大梁主筋上部に小梁主筋が載るよう、鉄筋の位

置を確保する 。

(2)コンクリート打設時の補強要領

コンクリート打設時に、 P C ノj、梁のクラ ック 防止

のため、中央に S M枠組足場を架構し、現場打設

コンクリートの設計基準強度を確認後、解体する 。

ノ ン サ ポ ー ト 工 法 の 標 準 化 に 向 け て

こうして決定した笑施要領は、工事現業スタ y フ

と工程等を含めて細部にわたって検討を重ね、鉄

骨、仮設等各工事へ展開し、 P .D.C. A をくり返し

笑践し、 『ノン サポート工法』と して完成したの

である 。その成果は、当初の目標をすべてクリア

ーし、無事完工することができた。

今後、労働年齢の高齢化に伴い、躯体工事におけ

る若い労働力はますます減少すると考えられる 。

労力の低減と工期の短縮の具体策として、 S R C

造における、 N S 、ハーフ P C小梁、フラットデ

γ キ各工法を一体化したノンサポート工法を標準

化し、その水平展開を図りたいと考える。
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倉 良 庚

生年月日 昭和28年6 月15 日

最終学歴 国立明石工業高等専門学校

業 歴 昭 和49年4 月前水建設入社、

建築部配属、現在に至る

主な工事歴

刀緑山グリーンハイツ ( 大阪)

京屋旅館( 京都)

東大寺整肢園( 奈良)

安曇川ショ y パーズプラザ( 滋賀)

三菱自工独身寮( 滋賀)

主主隆ピノレ( 神戸)

I B M野洲工場( 滋賀)

すいせんのことば 松田f喜男

大規換で階高の高い 4 階建の 'llitl:

機の工場を、超突: 1 ' t で施工するに

当たり、念君は、ハーフ P C小梁

による無支保工工法を関係者に提

案し、実現させた。その幸古来、す

べてにわたり立派な成果をあげた。

彼の持つ技術力、行動力、熱意に

よるもので、優秀な青年技術者と

して推せんする。

青年技術者としてのことば 建物は、施主、設計者のニーズに基づ

き実現された半氷久的椛造物て¥私にとっては人生の軌跡です。建

築は、施主、設計者のニーズを把怪し、それを笑現させるために 、

事前の周到な計画と日々の造り込み活動を行い、建物の品質を保証

し、 t再築することで、私にとっては人生そのものです。

そして今回の経験は、安全でー合理的な工法への挑戦であり、総合技

術力の結集がいかに重要であるかということ、問題意識をもって創

意、工夫を重ねることの大切さを、私に教えてくれました。

今後も積極的に合理化に取り組み、自分の軌跡を楽しくながめられ

るよう、全力を尽くしたいと思います。



コ ン デ ィ ス ク レ ー ン の 開 発 と 実 用 化

建築工事におけるコンクリート打設工事では、生

コンクリートの運搬 ・打ち込み方法としてコンク

リートポンプによる配管圧送方式が一般的である 。

このコンクリートポンプ工法は、生コンクリート

がl止出される筒先ホースを人力で振り廻しながら

打設するため、霊作業であること、および配筋検

査完了後の鉄筋上て酬の作業のため、これを乱すお

それがある、などが従来よりの問題点としてあげ

られてきた 。 また一方では、コンクリート打設時

は現場に設置した似丞クレーンが休止する状態と

なり、非効率的て"あることもひとつの問題点であ

った。

これらの現状をふまえて、 ホコンクリート配給機

能を有するクレーン Ｂ の ｉｾ 日発を行い、完成した機

械が、 「コンディスクレーン 」 である 。 i コンデ

ィス J とは「コンクリートディストリビ ュータ J

を略したものである 。 ( 以下コンディスクレーン

と11乎ぶ)

本機は、主として傾斜ジプクレーンとして使用し、

コンクリート打設時はブームが 3 段屈曲するコン

クリートテe ィストリビ ュータとなる 。 なおコンデ

ィスクレーンは| 摘発段階で工業所有権 ( 特 許 1 件、

笑 笑10件、外国出願 2 カ国 ) を出願申請している 。

開発のねらい

図 - 1 に示すように、社会ニーズ面からは建設労

働者の賃金上刻ーが顕著で、高曲骨化にf半う技能労働

者不足があげられる 。 これらに対応するため、コ

ンクリート工事の自動化による合型化をねらいと

した 。社内ニーズ商からは、コンクリート打設時

の配筋の古しれを防止して、構造体品質の確保およ

び定程式クレーンの付加価値を高めることにより、

生産性の向上を図ることをねらいとした 。

図 - 2

/ コンディスクレーン概要

開発機の概要

コンディスクレーンの概要を 図ー 2 に示す。 この

機械は、通常作業時は、主に傾斜ジブクレーンと

して鉄筋 ・型枠材料等の資材の場ill 用として使用

し、コンクリート打設l時は、ブームが周幽してコ

ンクリートディストリビュータとなる 。

クレーンとしての使用時には、 j副I出用の /111圧シリ

ンダーに負荷が働かないよう、| 鶏接音11に固定ピ ン

を設けている 。 このピンの脱活はすべて地上操作

で可能であり、固定ピンがセ ッ トされていない場

合は、クレーンとして作動しない安全機構を設け

ている 。

ディストリビュータとして使用する場合のコンク

リート圧送管 ( 125世) を、マスト内部およびブー

ムに配管しているため、現場ではコンクリートポ

ンプ車から 7 スト下部まて酬の水平配管を行うだけ

で 、直ちにコンクリート打設作業を行うことがで

きる 。 またコンクリート打設H寺はクレーンとして

使 用 し な い た め 、 クレーンフ y クが不安になるの

で、ブームの先端部に収納固定する機構とした。

ヰ土 ス 社 内 ス会

m

 

A

1

l

憎

虫

45年 5び手 55年

遇策費と労務費

労務 H金の上昇が. ; ; : ; しい

五日 曜

コンクリート 圧送配管や筒先

作業により配筋を乱す可能性

がある 。 Iクレーンの様動率が低い

省人化によるコ ンクリート打設貨の低減

図ー 1

スラプ配筋のEしれ防止 | クレーンを f!l! つての生

( 椛造体品質のR確保 ) 産性向上

ニーズと開発のねらい

写真一 1 クレーンとしての使用状況

写真一 2 ディストリビュータとしての使用状況

なお、クレーン使用時の状態からコンクリート打

設時の状態への変更は 10分程度で可能であり、従

来のコ ン クリートポンプ工法が配管の設誼に数時

間を袈するのに対し、非常に効率の良い作業が可

能とな った。

工 事 に お け る 実 用 化

笑工事への適用として、コンディスクレーンは開

発以後すでに 6 件の工事で使用し、その特長を十

分に生かし、生産性の向上に寄与している 。

コンディスクレーンを使用する場合のポイントを

下記に示す。

① 使用に適する工事は R C構 造 、あるいは S R C

附造の積層工法である 。

② コンクリート打設範囲、 f品霊範囲を広くとるた

め、建物内部に設置するのが有効である 。

③ スラブのレベル差が多い建物のコンクリート打

設に有効て。ある 。

④ 設置t方法は、支持枕上、基礎梁上、仮設受梁上

( H鋼 ) など、どのような設世方法も可能である 。

なお、 A 工 事 ( 図佐官官 . R  C  .  4  F ) におけるコ

ンディスクレーン使用状況を 写真一 1、 2 に示す。

おわりに

コンディスクレーンは、建築工事においてすでに

定着しつつあり、その生産性向上に寄与している 。

しかしながら、まだ改良すべき問題および新しい

ニーズへの諜題等、実施工をふまえて 、 より完成

j交の高いものを 目指 してゆきたい。
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中 西 一 吉

生年月日 昭和28年 7 月16日

放終学歴 昭和49年務良工業高等専門学

校機械学科卒業

業 隆昭和 ＴＹ 年 Ｔ 月竹中工務 ｊｾｩ 入社

昭和50年4 月大阪本庖製作所

昭和51年4 月生産本部

昭和53年7 月技術研究所

昭和55年7 月大阪本庖技術部

昭和58年10月大阪本広作業所

昭利61年6 月大阪本応技術部

すいせんのこと( ; f 古図周三

建設業にと って、生産性向上と労

働環境の改善は重要な課題であり、

建設工事のロポ ッ ト化に対するニ

ーズは非常に高いものがある 。

日頃から研究熱心な彼は、建設の

機械化 自動化に意欲的に取り組

み、ロポ ッ ト化技術の開発と笑用

化に大きな笑紙をあげた 。

青年技術者としてのことば 最近の建築工事は、 短工期、大型化、

労働環境の改普等により機械化施工のウエイトは非常に高くな って

おり、その生産性を左右するものである 。また、建設機械の種類、

能力は非常に多岐になり、ハード技術の向上は翁= しいものがある 。

とくにメカトロニクスの発展は、これに大きく貢献している 。

しかし現状での生産性は必ずしも満足すべきものではなく、多様な

建築工事において建設労働者への依存は依然として高いものがある 。

将米的には高愉化社会への修行によりますます労働者不足が予測さ

れるため、機械化地工による生産性の向ょが不可欠とな ってくる 。

このような背景の中で、将来指向として顕在化しているニーズを、

適確に把慌して技術開発してゆくのが急務であり、重姿な課題と考

える 。 また i倍イEニーズの発姻についても、常に社会情勢を注視して

おく必要性を感じる 。そしてこれらを具現化するための技術の研鈴

に努めたいと思う 。



インダストリアルパーク計画( マレーシア)

⑥ 

この計画は 1985年 、 マ レ ー シ ア の 経 済 開 発 公 団 か

ら委託を受け策定したもので、工業および住宅の

大 規 棋 複 合 開 発 の 基 本 計 画 で あ る 。 こ の う ち 第 1

期 分 470ha の笑施設計を現在、現地で作成中であ

る。

計 画 作 成 に 際 し て は 、 こ こ に 概 要 を 紹 介 す る 土 地

利用、純設計画の立笑のほか 、産 業 廠 用 椛iiEの 分

析と誘致業砲の選定等、ソフトの分野の調査もお

こなっている。

マレーシアは、 Look to East  の政策をとって

おり、わが国の都市開発の計画技術や制度等の移

入に熱心で? ある。

計 画 理 念

- 産業および居住の新しい拠点建設

・快適な者11市生活を可能とする地設 ・サービスの

充実

・すぐれた都市景観の形成

. 技術者育成のセンター

・変化に対応できる計画

土地利用

総 面 積

エ m I也

{主 宅 I也

公園、オープンスペース

地区センター( 商業目サービス)

道 路

コ ミ ュ ニ ァ ィ 施 設

高 等 教 育 地 設

....11 市 設 flii 、 そ の 他

人口

1，257ha 

515 ，5ha 

150 ，5  

195 .4 

24. 5 

289.0  

38. 9 

11. 2 

32. 0 

50，000人( 住宅総: 戸数10，000戸)

主 要 施 設

- 小学校 X l 0

・中学校 X 2  

. 保育所 X 8

- 工業技術専門学校

. 地区商業セ ンター

・行政センター( 市役所、響聖書)

・郵便局、電話局

・医療センター

・文化ホ- ) レ、図岱館

・スポーツセンター( 体育館、プール)

・ゴルフコース( 9 ホール)

・モス夕、教会、寺院

・中央公園

・近隣公闘 X 8

. 小公闘 X 7  

・パッフアグリーン

41， 0 % 

12，0  

15 ，5  

1.9  

23 .0  

3. 1 

0. 9 

2. 6 

1.5 k m 

L A ND US E  P L A N 

Central  District 

E国I NDUSTRI Al A R弘 同・ T O W N CENT RE  

Eill:l RESI DENTI Al  A R臥 匿忍 POl Y T E CHNI C

E国 PARK 虚翻 UTllI T Y

臨調 G REEN 匿翠 GOl F lI N K  

阻凹 C OMMUNI T Y FACl l ITl ES  CコRESERVE

EコNE I GHBO U R H O O D CENTRE 
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金 i畢 成 保

昭和26年 5 月29日東京都に生まれる

50年 10月 イタリ 7 ・ヴェネツィア建築

大学留学

51年 9 月 Insti tuto Uni versi t. ar io  di 

Archi tetl UI' S  di Venezi a 

( 文部省国際学生交換制度)

53年 3 月 京都大学大学院修上ｾＢＪ松修 Ｗ

53年 4 月 日主II 設計大阪本社入社、行II"i

計画部只

〈主な" 1i 庇〉

- 大阪市侃，1，再開発基本計画1

. ミナミ地区候備計画

・道路空1111の有効利用に l叫するJ : l 1t

. 高見フローラルタウン m函

・インダストリアルパーク J 十副 ( 7レーンア)

. みおっ〈しプロムナード

すいせんのことば 山本 清

地域主主備から都市デザインまでの

多機な業務を泊じ、幅広い見識、

綿密な分析力、鋭い也程J I . 力で優れ

た業紅I を残している。また、論文

字守作の発表、各組委只会など若

いながら幅広くお ｾｩ 発な活動を行っ

ており 、都市計阿界のオピニオン

リーダーとして将米がJUI 待される 。

青年技術者としてのことば これからは、海上都市あるいは水辺都

市の住設と、拠点| 井i発の時代といえる 。前者は、港湾機能の再編と

膨大な打11市原E楽物の洩め立てに伴い、今後とも都市|羽発の大きな課

題となる 。後者ーは、匡l鉄遊休地の処分や民t ! ¥1 資本の布11市B日発へのシ

フトがきっかけとなり、高11心および都心周辺の再開発が活発化する

とJ 号えられる ，

そうなると、既存の都市m械さらに地域IUJ の競合がi 1 主み、高11市t.'1I造

の大きな変化も余儀なくされるだろう。高II....s心の形成や中偲包: 型機

能の分散化 ・分極化がおこなわれ、オフィスや住宅のいわゆるイン

テリジェント化が進展する 。

こうした中で、プランナーには総合的な視野と先見性に加え、総恕

企画力、; 凋技能力がますます期待されるようになるだろう。今後、

高機能でかつ人間的な郷市空間の形成が、都市開発の目貯ミとならね

I! ならないと巧える.



六 甲 ア イ ラ ン ド 都 市 機 能 用 地 分 譲 事 業 計 画

基本コンセプト 人間生活の永遠のテーマである

〈衣〉 ・〈食〉から、 「ファッション文化J と 「食

文 化J を二つの大きな要素とし、魅力のある都市

施設、ヒューマンファシリティー。と常に活気に

あふれかつフレキシプルな街であるための市街づ

くりシステム。を備える。

ヒューマンファシリティー 人々の出会いを演出

するシティモール、散策を楽しめるリバーサイド

ウオーク。住宅ゾーンに関しては、奇をてらう笑

験都市ではなく、安らぎのある街づくりを目指す。 食文化 あらゆる食生活の提案を行う食文化商業

さらにコミュニティーの創造のためのクリエイト ゾーンおよびタウンファーム、四季の実のなる街

センターによる快適な生活のパ ックア ップを行う 。 路樹などをもっ住宅ゾーン。

街づくりシステム 都市空間の自由な交換、伸展 ファッション文化 世界の最先端のファ ッション

を可能にし、六時l アイランド全体への拡がりのあ 卸売の集積地となるマーケットセンターの誘致と

るシティモール ・ニューメディアシステムによる ファッション関連のコンベンション、エキジビジ

高度情報ネ y トワーク綱、島内住民の健康管理シ ョンの可能なシティホテルおよび住居部分につい

ステム ・セキュリティシステム。イ& 層~超高層ま ては、親しみやすいデザインの住線、オープンス

て' のバランスのとれた住戸構成。 ペースを設ける。

阿 倍 野 地 区 第 2 種 市 街 地 再 開 発 事 業 A ブ ロ ッ ク 基 本 計

A ブロックまちづくりの考え方

・若者が集まり、広〈市民が楽しめ、買い物がで ・ユニークで特色ある建築形態、都市空間の創造

き、恕えるまち。 による新11寺代に即応したまち。

・新しい文化が育ち、また国際的なつながりが生 ・建物の不燃化、道路 ・公園等のオープンスペー

まれるまち。 スの確保により、安全で快適な人間性史かなまち。
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松 島 清

生年月日 昭 和26年 5 月26 日

学 歴 昭 和53年大阪市立大学大学院

修士課程建築学修了

業 廃 昭 和54年昭和設計入社

作品経歴

昭和54年 三宮駅東地区 B ゾーン市街地再開

発司t業 ( 基本計画)

昭和55年 天理教場神分教会教職只住宅( 鴎十)

昭和56年 阿倍野地区第 2 綿市街地jlfl 摘発事

I  ｾ監 ａ プロ ､ＧＨ 器本計画ｽおよび

昭和58年 A  2.  A  3 棟(革本殴計)

昭和57年 高槻グリーンプラザ周辺鐙備計画

昭和58年 三 宮 駅 東 地 区 B ゾーン) 1i l 通 3 丁目

再開発住宅( 敵計)

昭和59年 総合病院松江生凶病院( 股計)

昭和60年 六甲アイランド都市機能用地分娘

事業計画 ( コンベ)

すいせんのニとぱ 三宗司郎 青年技術者としてのことば 建築をもっと愛そう、街をもっと愛そ

幅広い知識を持った、計画面にお う、そして空間( 特化した意味をもっ場) をもっと愛そう一一そう

ける当社の中心的存在の松島君は、 すれば、どんな街もきっとすばらしい街になるでしょう。すなわち

都市計画、都市デザイン、都市再 { 主む人の誇りとなる、暖かみのある、個性溢れる街であり、一度は

開発の分野において卓抜した能力 訪れたくなる街です。今、このような街づくりが求められています。

を発事l( している 。阿倍野再開発、 現在、街には種々雑多な建築が溢れています。見て楽しい建築も多

六甲アイランドコンペ等において 、 くあります。しかしいくら見かけのよい機能的な建築や街であって

その斬新な考え方は、清実に笑現 も、そこに良い空間がなければ、決して本来的な魅力あるものとは

に向かい、その袈の存在である。 言えません。そんな建築や街が多過ぎます。今私達に謀せられた役

割は、いかに良い空間を社会に提祭できるかということです。良い

笠間は一朝一夕には生まれません。計画者が全力を尽くしてはじめ

て獲得できるものと確信しています。私はこれからも、このテー?

との取り組みの中で、その実現に向けて 、微力ながら力を発揮でき

るよう精進していきたいと思っております。



耐 震 設 計 分 野 に お け る

一連のプログラム開発

当社電算室は、一般のコンビュータ部門に比べて

きわめて現業部門に近〈、建築とコンビュータの

境界領域にあ って、さまざまなテーマに取り組ん

でいる 。 したがって、私の業務内容も単にプログ

ラム開発にとどまらず、設計者が種々のプログラ

ムを利用するときのサポートや、開発などで得た

経験や知識を活かす形でーの構造設計への参固など、

広範囲にわた っている 。

図 1 は、このような環境のもとでこれまでに開発

し運用してきた耐渓設計分野のプログラム群であ

り、耐震設計の手)1頂に位置主づけて示したものであ

る。 プ ログラム開発に際しては、適用範囲の広汎

化、計算コストの低廉化、入力の簡便化、出力の

視覚化などの点についてとくに留意した 。

また、当社プログラムは自社の設計業務での利用

のほか、社外ユーザーの利用をも前提として 、市

中計算センターを通じ積極的に公開している 。 こ

こでは、その代表的な 2 例について慨要を紹介す

る。

[ 静的耐震設計]

弾塑性地震応答解析プログラム r SR030J

単列型( 串団子型 ) モデルと任意型モデルの 2 種 類

の質点系モデルを対象とした地震応答解析プログ

ラムである 。 とくに、せん断ばねと紬方向ぱねで

構成される 2 次元の任意型モデルl立、多点拘束機

能' を用いて幅広いモテソレ化が可能でみあり、建物

の全体曲げ変形や地盤との相互作用の影響なども

容易に考慮できる 。図 2 は、基礎のロ ッキングと

スウェイモードを考慮するために、各節点聞の水

平 ・鉛直自由 j支を多点拘束機能によって関連づけ

たモデル化の一例である 。

保有水平耐力計算プログラム r S F N01j

建築基準法施行令に定められた保有水平耐力の検

討を行うプログラムである。開発当初研究レベル

の塑性解析法は多数存在したが、実際の建物に適

用可能な笑用的計算法の提案はほぼ皆無で・あった。

このような状況のもとで、略算法は計算コストの

面で有利であるが、建物の適用範囲に大きな市I j 約

があるため、あえて精算法を採用し、まず線形計

画法による極限解析プログラム r S F NOI - P A R T

1  J を開発した。引き続き、 P A R T 1 ではぜい性

音I1材が扱えないことや、開塑性応答解析において

建物の崩壊に至るまでの詳細な情報 (J 替の復元力

モード図 ( 1次〕

保有水平面f カ計算プログラムSFNOI - PARTl

• 保有ホ平耐力計算プログラムSFNOI - PART2

特性や昔日材の塑性率) が必要であるなどの理由か

ら、増分解析プログラム i S F NOI - P A R T 2 J

を開発した。

前プログラムとも、解析コストの低廉化などいく

つかの困難な問題に遭遇したが、たび重なる改善

によって実用可能となった 。 とくに P A RT 2 は、

設計レベルの許容範囲内で解析精度を粗くするこ

とにより、大規模な建物でも十分処理可能となり、

この分野の設計の道具として笑用性の高いプログ

ラムである 。図 3 に、 P A R T 2 によ って出力され

た崩壊メカニズム図の一例を示す。

今後の課題

コンビュータの高性能化や解析技術の進歩によっ

て、耐震設計の分野もさまざまな検討が行えるよ

うになった。しかし、一方では地震荷丞の設定や

安全性の判定基準など本質的な音I1分が未だあいま

いである 。 このような状況にあって、終局強度と

変形能力にもとづいて、建物のこわれ方を設計者

が定める「終局強度設計法J や、構造物の耐力や

荷重の不確かさを確率論的手法で扱う「荷重 ・耐

力係数法J などが提案されている。

今後、これらの設計法にも目を向けつつ、簡便さ

の中にも其の安全性が実感できる構造設計を理想

として、システムつ' くりを進めていきたい 。

モード図 ( 2次〕 モード図 ( 3 次〕

往曲げ耐力曲線作図プログフムSDN40 図 2 ロッキングスウェイを考慮した任意型モデル ( S R030 )

るD

[ 動的耐震設計]

宅三D

地震波形解析プログラムSRWOl• 地震危険度解析プログラムSRW02

• 保有水平耐力計算プログラムSFNOI -PART2

( 復元力特性の決定)

• | 弾塑性地震応答解析プログラムSR030

図 1

開発プ ログラムの耐震設計における

位 置 づ け

8 臨8( 凹}

PRFr  

3.5臼

RF卜

3. 5日

6 F卜

3.5日

5F卜

3.5日

4 F卜

3.5叩

3F卜

3. 0叩

2 F卜

4. 6(刃

l FL  

ｌ 一ｾ｟ｪ ＶＮＷＵＰ 7 加 6 . 7日 I 11. 7∞ |  

図 3 崩壊メカニズム図 ( S F N0 1 - P A RT2 )
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中 川 佳 久

生年月日 昭和26年8 月11 日

最終学歴 昭和51年大阪大学大学院工学

研究科建築工学修士課程修了

業 隆 昭 和51年安井建築設計事務所

作品歴

入社、構造部、昭和 ＵＳ 年 ｬｾｾ 本

室、現在に至る

・プログラム開発 多質点抑盟性地震応答解

析プログラム. 保宥水平耐力計算プログラム

( その l ‘ その2 )など

Ｎ ｨｾ 造設 計支綾 太陽神戸銀行神戸本部ピル、

広山市西区民文化セ ノターなど

・発表論文 ‘ 保有水平耐力計算法に関する

一年祭' 、主s築学会、1985 ‘ 大スパン床1;[ リの

鍛動性状的検肘' 、 I BMREVI EW.  1985など

すいせんのことば 機山誠一

中川君は、構造設計とコンビュー

タの境界領域を担当し、プログラ

ムの開発のみならず、これらを用

いて多くの高層ビ/ レの設計に参画

してきた。構造設計技術が広範に

高度化してゆく時代にあ って、欠

かせない強力なパートナーであり、

新しいタイプの構造家である 。

青年技術者としてのニとぱ 構造設計におけるコンビュータ利用は、

察明則、発展J t l Iを経て、椛造設計や構造図の作成など、日常の設計

業務に幅広〈定婚しつつある。しかし設計者の立場から現在のコン

ビュータ利用を見ると、コンピュータの得意とする部分の機械化に

重点がおかれてきたこともあって、設計の道具としてはいまだ不十

分な点も多い。また一方では、プログラムのブラ y クボ ック ス化や

誤用など、コンピュータ利用特有の脆弱性も硲実に明大している。

このような状況にあ って、 nのコンビュータリゼーションを推進し

ていくには、コンビュータの可能性のかげにか〈されたさまざまな

問題点を直視するとともに、構造設計のあるべき姿について客観的

に見つめなおす必婆があるように思う 。

今後、これらの点を念頭において構造設計における電t ) : 化ニーズの

実現に努力し、社会のスピード化や技術革新にも十分に対応しうる

フレキシブ/ レなコンビュータ利用体制の維立をめざしたい。



... ｲ 建築と社会」誌バックナンバ一一覧｛昭和 ＴＲ 年 ｾ ＶＱ 年｝ 川

パックナンバーがそろっております。購入ご希望の方は日本建築協会まで( 電話06-348ー0635) お申し込み下さい。ノ¥"; 1ク ナ ンバ ー は 特価 以 外

￥ 750(58年 4 月号以降は￥ 950) です。 なお、郵送料は実 費 いただきます。年間購読のお申し込みも応じます。

- 印はうて号

よ々 司J 1  

目tな 官 矧 叫22官 吋 昨1訂 判 咋?1中|トト国町立 … 山!… !i 苧羽;1子| ト出会針と吋 ιιL| …  

?τ官官: 芯お; 訂? ! 卜ト昔都肘E同市生 ヤ こf丸は刈のJ4;4|2;主 諒 需2話需: 主i! ト 幼M 児 施 一4+1ト教 … 育 刊 施 … 一一4十←|トト医日療 一4|同; 市交守オZ4|:山;立山;民;|h:rγ とU山 し げ て 叶 口 に 叫f1|; 年Jムム品判;Lみ品叫待術J4jz4担:4|

目?τ官?zな対: 話おl訂?|b:註詑官: 主告古吋?雪市剖叫f土出叫ii追|l;F;崩胡i主話詞t毛樹緋;j誌PlIF:ヲf抗間iFι詞咋f号司乎;1号|h? す 二liii??|?212;|; 時 | 海 羊 開 ム | 立;;ilLLili 州カ ら ;

?217|?Jjif l建 築 と 市;zi lTス ? ム;!?f J4ET|317L5122と22|工 事 計 一! : ィ 二lzJ tTJZ

B72175Tiff121|建築基準 杭 ぺlri|解 体 工 学| 者間 と 吋??37l??112221;JJlf ジ ュ;

官ｼ子ォ ［ｪ ｪｼ ［Ｚ 。三号 Ｑｌ 叶づｼ 水利一 ｉｾ 官 Ｑ ｾ 山 1日J|… i *.

昭和 Ｔ Ｘ 年 ｉ Ｎ ｾ ｟ ｾ Ｎ＠ ｾ ｉ 泉 北 ニューｼ大阪大林ビｼレジャーとｼ大阪国際ビ ｼ老 人| 住宅ー建築 1ｾ ｟＠ _  .. .  .  1  Ｎ ｾ＠ .. .  .. _1.. .  .  ....1 第 20 回|ョー ロ バギ

| 建築教育| タウンのコ 1...=:.... ＭＺＺ Ｎ ｉｾｾＧ＠ .  ＮＭＺｉＭＭ Ｇ］ ＺｾＢ＠ -::.1 - .  _"1= - .  ＭＺＭｾｉ 新用途地減ｼ情造と地工ｼ仕上と材料 ｉＺＺＧＺ｟ｾＺ ， Ｎ Ｎ Ｚｲ n- .  

(54集 ) 1- ｾ＠ Ｗｾ＠ ｾ＠ 1ミュニテ ィ| ルディング| 施 設| ルディング| コミュニアィ| 家のすまい 1］ＭＮＧＮＢＺＭ｟ＺＢｾＺＺｉ＠ "7= - Ｂｾｾｉ Ｇｾｾ＠ - "  "1青年技術者 | の

目 l施 設 1.- -， • 1  .  .  . ， 1  .__ .  - 1制 と 環 現 1" .  ......-1 まちづくリ

I  J n' :  r h  /，，.， I明 日 の1 1既成市街地 I- I L - + W: _ 建築生産と 1.. .. ｾ＠ ，... 1高層プレハ| ・| ・1" ， o.  =1 

昭和49年|歴 史的 ｉ ｾ ｾ＠ Ｑ｟Ｎｉ ｊｯＢＧ［［ｾｊｾ｣ ｬ］ Ｇ ｾ ， ｾＧ ＭＧＺＧｾＺ Ｑ 北摂ニ ュー ＱＺＺ Ｚ Ｇ ＺＺＱ ヒルの省 Ｑ :' ｾＭＧＭ ;，_ ｾ＠ 1， .. _  ，， 1屋恨防水工| 第 21 回| ビル防災に

1:: .:-.0 ａＧｉ 建築はｼ保養所作品ｼの住宅地 ｉＧＺｾＧ Ｎ ｾ ， ］ｉ 流通機権の ＱＭＮ ，，，":'1 ブ住宅の| み ど り I［ｾＺＺｾｊｾｾｉＺ＠ __ -:'=，->>-:1 
(55集 ) Ｑ 環境保 全 ｉｾ ｾ＠ ｾ＠ _  Ｇ ＮＢＧｉｉＢＧ ｦｴｴＮ Ｂ ｬｬｲｾ ｾ ｉＺｾ ， ｾ｟ｾＺ Ｚ Ｑ タウン計画 Ｑｾ Ｉｃｬ ＧｾｾＱ ｾ ｾＱ エネルキ化 ｉ ，ｾ Ｚｾ＠ ｾ＠ : T'  '- ， 1事の失敗例| 青年技術者| 関する 12章

r  Ｍ ，ｾ＠ ....... ，'，- _._ Iどヲなるか 1 笠備の方策 l ' . .  .' -1変 容 1 . ..  "-1犠 造 設 計1 1とその対策目 E  

・| ・1P  C 板 を 1 ・1ｾＮ ｾ＠ _  _ _ . 1 建築とプレ| 生活排水| ・ ｉ｟ＮＮｾ ，，｟｟Ｎ 1- __ _1 

昭和50年1" "， . . .  M ，I東 海 の I f  ' . ;  11 - ?  1;'" ｾ＠ ';- ;J 社 会 ・| 都市の景観1-:':-: _， t  1:  ＺＺｾ＠ ｾ Ｇ ｾｉ 人間環筏ｼ騒音対策とｼ第 ＲＲ 回ｼ
ｼ図書 館 ｉｾ［ :: ":1 インテリア| 使 用 し た 1: : _- Ｎｾ＠ 1  ｾＮＮＮＮＮ＠ ｾｾ＠ - " : - : 1ストレスト| 処 理 施 和1ｾＧ＠ '，O' :: ｾ＠ ｉＺｾ＠ ｾ＠ '::' :::.1::: _  ｾｾ＠ _. _  :  1集合住宅の

(56集 ) 1"'" H '  ￟ｾ ｉ 新建築 Ｑ Ｇ Ｑ .;' I  ' J  I  I  ｾ＠ ､ｾＢ＠ ｾＮ＠ ｾ＠ I建 築 ・法 | と 縞 設I^  /" . V . ^  '，"， 叫| としての| 防音材料| 青年技術者|

|  1'" - "， 1工業化住宅 1- -" '-1 - ，_ -1 コンクリート| のあり方| ターミナル 1'.. - .. "1" ， ， ｾＮＮ，＠ -1 設 備

| 証言 '76 -1 ・1 1  ・| つ ・1ｾ＠ .. ，_ ｫｾ＠ • 1  ^" ｾ＠ ，｟ Ｎｾ＠ _1 集{ 主体の1.... _. . . ; 1_  .... ｾｉ＠
昭和51年1: : =:.::" 1建築基礎構In; : '  R O  +k :i n.. 1床 工 法 |建築防災と I-+- ｾ ＮＮ ｾ＠ .L.J.. *I: r J ot t  ｉ 工場建築とｼ鉄骨 精 造の ｉｾ 1. 1 _  ｉ Ｇ ｾ ｖ ， ｉ ｉ 結 露防止 ｼ 第 23 回| 設備からみ

(刈 ; 1建築デザ イ| 造の問題 占|医 療 施 設 | と 材 料 | 法 | 市街地問| 設 備 l ジョイント| ハ ー ド と | 対策と| 青年技術者| た 建 築 の

ｅ ンの 動向 ｉＭ Ｇ Ｍ ＧＭＧｾ Ｂ ・ Ｑ 1  - " ' ' 1 Ｇｾｉ＠ 1  ｾ＠ ，..， l' ｾ＠ ， '  ， 1ソ フ ト |断 熱 材 料I H  -T" Ĵ ITJ - c l 1問 題 点
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特集不ニ建設株式会社創立40周 年

都市の新次元。

21世紀をめざす; 不二建設のテーマですL

② 不 二 建 設
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大阪本社
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不二建設略年史

昭和21年

不二建設株式会社設立。資本金 18万円。

初仕事は岩井産喋三休橋倉庫新築工事を受注. 創立当初は住

宅の大量生産を研究、現在発達せるプレハブ先駆者として 30数

年前に発想実施した紙日本の経済状態の衰微のため中断。建

鮫工事の本格化をE十りつつ業務は進展した.

昭和24年

大阪知事登録制第424号を受ける。

昭和25年

本社事務所を大阪市西区江戸掘南通3- 15へ移転。

短路市に広畑出張所を開設。

昭和26年

大阪府知事認可登録(ろ，)424号更新. 白雪会発足。

資本金 150万円に増資する.

昭和27年

建殺大臣登録(ロ)第2738号に登録換. 本格的ピル建設進む.

侵山ビル新築のため東京に進出. 不動産を重視、宅地建物取引

業を併殺。大阪府知事認可① 第 1311号を受ける.

昭和28年

東京都新宿区淀橋に東京出張所を開殺。大阪市西区江戸堀に

本社新築.

昭和29年

資本金375万円に増資。名古屋、大垣に出張所を開設。

建設業者登録{ベ第2738号に更新。

昭和30年

本社寮を新築.

昭和31年

東京出張所を支底に昇格。大阪府建築コンクール知事賞受賞。

資本金750万円に増資。創立 10周年配念式典挙行。一級建築士

事務所を併開設 。 Ｈ大阪府知事ｾ可 Ｈ イ Ｉ 第 ＳＴＳ 号Ｉ遜設業者登録を

同 第2738号に更新。

昭和34年

職員は 104名となる.

昭和35年

本社ビJ レ新築。資本金 1，50日万円に増資。名古屋出張所新築。

昭和32年以降にかけてこの岩戸景気年を反映して、年間受注件

数は急増した. 建設業者登録制ト)第2738号に更新.

昭和36年

本社を西区阿波座上通に新築移転。創立15周年配念式典を挙行。

資本金を3，000万円に増資。業務は急よ昇を続11，年間受，主も増大。

昭和37年

京都出張所を開設。建設業者登録制チ)第2738号に更新。

昭和38年

資本金を6，000万円に地資. 由良川畔に海の家を新築開設.

昭和39年

資本金8，400万円に増資。淀倉庫新設。

建設業者登録を(JI )第2738号に更新。

昭和40年

資本金を l 億円に増資. みろく会発足。

昭和41年

資本金を 1I章450万円に増資. 和光寮新築。

創立20周年配念式典を挙行。広栄建設を吸収合併し、不ニ建設

広畑出張所夢前作業所とする。職員数は200名を突破する. 建

設業者登録制川第2738号に更新。

昭和42年

名古屋出張所を支l苫に昇絡.

和光寮新築。由良川畔海の家建替新築。忍ヶ，也倉庫新築。

昭和43年

木曽山荘新築. 建設業者登録制ワ)第2738号に更新。

昭和制年

大分市に出張所開設.

昭和45年

資本金を 11章2，000方円に増資。伊豆保養所新築。

建設業者登録制力) 第2738号に更新. 山口吾郎社長が全国建設

業協会より受彰。

昭和46年

資本金を 11:章3，200万円に増資。更に周年 10月、1I章5，000万円に

増資。東京高円寺寮、京都倉庫、新築。

創立25周年配念式典を挙行.

昭和何年

資本金を2億円に増資。白雪寮新築。

福岡市に博多出張所を開殺。建設業者登録を許可に変更.

(特- 47) 第243号を受ける.

昭和48年

資本金を21:章8，000万円に増資。本社にコンヒ.ユーターを導入. 事

務合理化を計る。

由良川畔海の家増築。千代田寮完成。東浜寮完成。

昭和的年

資本金を5億円に増資。河口湖畔に保養所を開設.

千葉長沼倉庫完成。職員数300名を突破。

昭和50年

東京支庖新社屋完成。東京支庖にコンヒ.ュター導入.

仙台出張所、広島出張所、開設。

漣段集者許可番号を( 特ー50) 第243号に更新。

昭和51年

創立30周年配念式典挙行。

昭和52年

静岡出張所、開設。京都出張所、新社屋に移転。

琵琶湖西岸に松園保養所開設。

昭和53年

建綾集者許可番号( 特 53) 第243号に更新。

昭和54年

東京支腐を東京本社と改称し、大阪、東京の二本社制とする。

札幌出張所開設. 名古屋支底、新社屋に移転。

博多出張所を福岡支広に昇格。

昭和55年

山口慎一郎代表取締役社長就任。

昭和何年

資本金を6億円に増資。創立35周年記念式典挙行.

TQCを導入. 建設業者許可番号を( 特ー56) 第243号に更新。

昭和57年

高層ビル建設に本絡的に取組む 神戸ポートアイランド沖ジャ

ウ'ア・ファッションドミニアム。

昭和58年

商業ビルの自社開発に取組む ジャスマック札幌弐番館ビル新築。

昭和59年

土木工事業の建設大臣許可を取得。

建綾集者許可番号( 特-59) 第243号に更新。

昭和60年

商社ビJ レ自社開発第二弾・ジャスマック札幌大番館ヒ" レ新築。

ジャウ' ァ・ファ ' J ' / ョン・ドミニアムが第4囲神戸市建設文化賞を受賞.

昭和61年

資本金71章2，000万円に増資。

ロスアンゼルス支庖開設、海外事業に進出する.

創立40周年式典挙行.
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会社概要

商号 不二建設株式会社

役立 昭 和21 年 11月 16日

資本金 7憶 20∞万円( 昭和61 年9月現在)

従業員 41 3名( 昭和61 1芋9月現在)

年間売上高 678億円( 昭和61年9月現在)

営難内容一一一一一一一総合建設業〈建築 ・土木の設計・施工〉

( 昭和61 年9月現在)

喋者許可 ・登録番号

特定建設業建設大臣認可 ( 特ー59) 第243号

宅地建物取引業建設大臣免許 (7) 第236号

大阪府知事 1級建築士事務所 ( ヌ) 第 343号

東京都知事| 級建築士事務所 第 14572号

愛知県知事 l 級建築士事務所 ( い) 第2678号

舷阜県知事 1級建築士事務所 第 4059号

兵庫県知事 l 級建築士事務所 ( 姫 1) 第 171 号

大江ビル (仮称) 不二建設大阪本社

二の計画は、時代のニーズでもあるオフィスヒ.') レのインテリジェント

化をテーマに不二建設が取り組んて・いる共同オフィスピル計画

である。計画地は、地下鉄谷町四丁目駅に隣接し、大阪官斤街

の南端にあり、上町台地北西部の好条件に恵まれた砂型軽層を支

持地盤としている。

建築計画の骨子は、高度情報化社会の動向を検索し、そのニー

ズの具体化を計るものであり、その要件としての通信系、ビル管

理系、セキュリティ、シェアードサーヒ' ス等のシステマティックな情築

を計画している。また、公開空地公園による自然環境のとりこみへ

のアイデア、高性能省エヰカ・ラスによるカーテンウォ- ) レがっくりだ

すダイナミックな造形など〈人間の環境J としての要件をいかに昇

華するかが検討されている。

1946 1956 1966 19761  1986 

資本金

71章初∞万円

( 昭和61. l ' 日月現在}

ステップ・アッフ.する企業理念。

不二建設が仰げる社訓のひとつに 「一 流の品

位」という 言葉がある 。 この 「一流」を 「最

高級」 と読むと、その成就が困維なものにも

思えるが、「個性的な」とか「筋の通 った」と

捉えると、自らの背筋をのは. した姿勢の良さ

が伝わ ってきて、好! 惑が持たれる 。

また、「流」という諾は H寺附の概念を表現する

言語でもあり、 r ，時代を越えて在る」と 言っ た

りすると、企業としての意気込みゃ、未来思

考のダイナミズムさえ感じてくる 。

いずれにしても、 r"寺代を引く一筋の流れ」と

いうイメージは、| 時代の状況がいかに変化し

ても、' } ! 11固な意志を持 ったアクティビティを

提供しながら、s ; l境への柔軟な対応を計 ろう

とする不二建設の姿勢を的確に表現している

といえよう 。

さらに 「品{ 立」とは 「品質」を超えるものと

して位置づけられる 「本物の良さ」だといえ

るだろう 。 この言築には、機能や雰囲気を優

先して「質」を得るというような単元的な甘

さではなく、複雑に入りまじる、さまざまな



i f剥係」の向 上 をはかるための技術が 問われ

ていることを示しているのではな いのだろっ

か。敢近の建築におけ る トレ ン ドは、い わば

ここに掲げら れた「クオ リティからディグニ

ティへ」の時代を示してお り、この文脈から

いえば、不二建設が 「品位」 を標持し、その

校術が 「ちょ っと辛 口」 であ りつづけてきた

のは、先見の明という べ きものだろう 。

不 二建設は情報に 側値を生むための 「インテ

リジェント ・エ ンジ ニア リンク」 をはじめと

するさまざまなエ ンジニア リングのシステマ

ティ ックなオ ペ レーショ ンに 「関係の工学」

というキーワードを基に取 り組んでいる 。

それは、この時代を形づ くっている、あらゆ

る物質 、精神 、仕組み、自然、人間等々の相

E の「関係」 を軸 として、それらのよ り良い

状態をつく りだすための技術であ り、風俗、

確立するカ¥ビビッドな「空間工学」。 習慣、流行、社会機構などにおける、それら

の関わ り合い方をテ ー? とする 「空間づ くり

41歳を迎 えた不二建設が掲 げるテ ー? が「都 の工学」として考えられている 。

市の新次元」である 。 自然界の壮大な営みは 「イ ンテ リジェ ン トJ i ファイナンス J i アー キ

別 として、 人聞の意図が力[J えられた空間 とし テクチ ュアJ i メンテナ ンス 」等のエ ンジニア

ての都市。この都市のあらゆる部分には、過 リングを 一つのフ ローで動かすことから受身

去を想起すると同時に未来を予見させるさま であ った建設業 を、積極的なディベ ロップ メ

ざまな状況、要素を 「発見」 できるわけであ ン トを 主体とする 業態にぬりかえようとする

り、つま り時代の変容がもたらす、社会の変 意図がこれである 。不二建設の 「関係の工学

化対応 を情報的に捕捉した時、変貌する都市 = インターエ ンジ ニア リング」がどのように

を予 ifll l し得るということである 。 しかし、情 開花するのか。都市が内包する 「新次元」が

報を集積し ただけでは役には立たない 。不二 どこまで発見さ れ るか。21世 紀の不二建設に

建設では、どの ようなシステムでこの情報を 期待すると同時に 、興味つ きない企業として

有効化 しようとしているのだろうか。 注目したいところである 。

1986年8月4日ロスアンゼルス支庖開設

よりグローバルに成長していますL

不ニ建設ネットワーク

東 京 本 社 東京都新宿区西新宿4- 5- 2 〒160

大 阪 本 社 大阪市西区西本町3- 1- 9 〒550

札 幌 支 庖 札幌市中央区北一条内 10ート7

{第百生命札幌第2ヒツレ5F) 〒060

名古屋支底 名古座市東区泉ト21- 35 干461

福 岡 支 庖 福岡市博多区博多駅liij2- ! - l ( 筒問朝日ヒヲレ7F) 〒812

ロスアンゼルス支庖 1127 Wl LSHl RE BOULEVI収D，SUl TE  938， 

LOS  ANGELES， CALIFORNIA蜘 17.U.S.A. 

仙台出張所 仙台市花京院2- I- ll

(三事lプレシー ザ仙台ヒツν6F) 〒980

静岡出張所 静岡市常鱈町ト8-6( 第百生命静岡ヒワν8F) 干420

大塩出強所 大垣市歩行町2- 57寸( 第百生命大湿りはF) 〒503

京都出張所 京都市右京区西院束中水町7 〒615

広 畑 出 張 所 姫路mrt. 畑区正門i曲り4- 8 干671- 11

広島出張所 広角市中区東平原町1- 14

(第百生命広向ヒヲレ6F) 干730

大分出張所 大分市東浜 1- 13- 17 干870
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ジャヴァ・ファッション・ドミニアム本 社

兵庫・神戸

竣 工/ 昭 和58年

基 本 ・意 匠/ 山口デザインルーム 設 計/ 不二建設側一 級建築士事務所

神戸市が造成した人工島一未来都市ポートアイランド。シンポリッ? な建物が並ぶインターナショ

ナルスクエアー. その中失に位置するところにジャヴア・ファッション・ドミニアムがある。ジャウ.アグルー

プの基本理念である愛( ラブダイム) 、感性( センソリアム) 、創造( プリメ y ジ) 3つのコンセプト念 3つの

円形タワーの組み合わせて・表現したものである。

輸線との一致は低層部で対処し、市民広場及ポートライナー市民広場駅さらにアベニューよりの

「見え」も考慮した。

市民広場側、アベニュー側に空間をとリ商業スペースとして飲食ーカフェテラス ・レストラλ 物販

ーブティック( 第二期) で構成している。

又、反対車道側にはテニスコー ト一面、駐車場 (64台) を配し、植裁、ベイブにより景観を考慮しピ

ルの圧迫感を取り除いている。

外壁は、型押 7 イJ レ打込P.c 版、カーテンウオール及堅軸回転はめ殺し i車窓は、熱遮断40% の熱

線反射力・ラス両面コーティングを使用し、工アーコンディションの効率化と外部の映り込みによるミ

ラー効果をねらったものである。

ファサードは、セン? ーに円形展望用エレベーターを設け、来訪者は7階のロビー・イン7 ，. メーショ

ンに直接乗り入れるニとができる. 外観からのイメージとは異なるロビーはニューアールデコ様式

とし、シャンデリア、小物は 1920年代の工芸家 J レヰ ・ラリックの作品を使用している。

ロビーのある7階を中心に、ピルのもつ3つの機能、すなわち、低層部ーデリパリー・インベントリー、

中層部ー エキシビションホール、上層部ーオフィス・ミーティングルームへと導かれる。13階には社長

室、会機室、 VI Pルームとしての和室 ( 20帖) 広縁をとり、 3層の機能分担とともに、マネージメントの

中栂機能をもたせている。



岡慶東京支庖

東京 ・中央

竣 工/ 昭 和S8年

設 計/ 出江寛建築事務所

京都の老舗である帯問屋の東京支庖て二従来ならこの種の建物は、緊楽土に杢目という自然の

素材で造られる数寄屋風建築が求められるのであろう。しかし、そういうマンネリズムの殺を破り、

現代の工業材でどこまで伝統の精神性を表出しうるか試みてみたのがこのビJ レである。

そ二で外観には、日本の伝統美の一つ、心敬僧都のいう「水ばかり艶なるはなしJ の冷重量奨を表現

すべ〈、銀色の感性を持たせた特殊アルミを使用した. また畳の縁やF章子は日本人には! ! J II 染み深い

ものであり、その線の構成を外観のアルミパネルの構成にも表現してみた。

床間の床柱は鉄管に金のペンキを塗ったものて・あり、床壁は銀色のラッカー塗装仕よげとアルミ

パ才、 J レて・ある。工業化量産化された、確かでしかも口ーコストな材料で構成し、現代の材料で伝

統の精神を求めてみた、いわば rベンキの数寄屋」がこのビんである。

メイセイピル

東京 ・渋谷

竣 工/ 昭和60年

設計/側レーモンド設計事務所



ジャスマック札幌6番 館

札 幌 ・中央

竣 工/ 昭 和 印 年

設 計/ 弾 設 計 側

ススキ野に特有の細長い短冊状敷地、しかも中程で〈ぴれ、7 ランク状に折れ闘がった変形敷地

である。延床千坪からなる飲食ヒソレ在、どうこのひねくれた敷地に合理的に押し込むか? テナント

のアパートみたいには絶対したくない。

平面計画上、細くくびれた部介に縦動線を集中するのは誰でも思いつきそうな解決だカt ホール

からの導入を円滑にする工夫と、基準階の45・に振った角度て1 路地っぽい空間を生み出したあ

たりカt ミソと云えば云えるかも知れない。

前面道路があまり広〈ないために、建物の半分以上がセットパッフして、ほとんど見えない。設も9階

建とは気づかない筈だ.

眼に入るファサードの大部介を、ミラーヵ・ラスのカーテンウオールC'，キューピンクな箱を構成するこ

とにした。カーテンウオールは2届介の吹抜けを持つエントランスホーJ レを内包し、活動の開始され

る夜になると内側の光でミラーヵ・ラスは消失し、ホール空間が浮かび上ってくる。複雑に入り組んだ

鉄骨 トラス、照明装置、サイン等のにぎやかな仕掛、ホールにうごめく人影などが垣間見えてきて、

酔客達に対する誘蛾燈の役目を果している。

昼間、この建物は休息する。北向きのミラーガラスは、対向商の、陽の当った景色を映し出しなが

ら、倍の広さと明るさを獲得し、この、 一寸陰うつな街路に、多少のきわやかさを与えているように

見える。

オンワード代官山ファッションピJ レ

東京 ・渋谷

竣 エ/ 昭和6 1年

設 計/ 鈴木エドワード建築設計側





藤井崎調書喜科山荘

長 野 ・茅 野

竣 工/ 昭 和61 年

設 計/ 不二建設側一級建築士事務所

第 百 生 命 九 条 山 社 宅

京都・山科

竣 工/ 昭 和 印 年

設 計/ 鮒 レーモンド設計事務所



ヤスコ・ピレッジ

兵 庫 ・西 宮

竣 工/ 昭 和57年

設 計/ 安井建築設計室

西 宮高 座スカイハイツ

兵 庫 ・西宮

竣 工/ 昭和59年

設 計/ 不 二 建 設側 一級建築士事務所

当地は、大阪 ・阪神聞を結 ぷ大動脈、阪急( 西宮北口) および阪神 ・国鉄( 西宮) の3線を自在に

乗り分けられる恵まれた立地条件にあり、このあたりは関西でも有数の学園街で、私学の名門神

戸女学院、関西学院大学をはじめ衆和女子大などが点在する。

この建物は、文教住宅都市 ・西宮らしさカi さらにすぐれた景観 ・環境を構成しうる要素になるべ

く、その敷地の特性を適確にとらえ処理し、統一されたデザイ ンでその意図を表現しようとしてい

る。約20mの高低差の敷地を北は人工地盤とし、南はひな段状の公園とし、その中間約 13 mの 位

置に建物のレベルを設定することで地下駐車場 (40台) を確保し、住戸は高さを得て、北の甲山

および、そのカントリーな眺望を一挙に獲得している. アプローチから見上げるさまは豪快な中に

もやさしい繊細さを失わぬよう、すべて統一されたデザインで処理している。階段をはさんだダブル

アーチのバルコ二ーは鳥の翼を広げたおおらかさを表現している。石畳の歩廊、エントランスの2本

のドーム屋根、ホ- ) レの半円筒の連続する天井、三角平面のアスレチッ? 室、等々さまざまな工夫

によ り、120戸に住まう人々がより豊かな生活環境を享受て・きるよう演出さ れている.

プレステージ新千 里西町マンション

大 阪 ・豊中

竣 工/ 昭 和60年

設 計/ 側 遠 藤剛 生建 築設計事務所



リヒト産業世帯南港作業所

大阪 ・南港

竣 工/ 昭 和印 年

設 計/ 不二建設附一 級建築士事務所

カトリック大阪大司教区修道院宿舎

兵庫・西宮

竣 工/ 昭和60年

設計/ 美建設計事務所

神父ドミトリーとシスタードミトリーのふたつの棟て・情成されたこの施設は、現況の地形と自生樹木

を残すため敷地の表情に従って、斜面の地形になじませ地表にはりついている.

立木を避けるように壁面は大きく弧を錨き、この幽面に呼応するかのように次のカーブが生まれ

る.

曲面は連続したり敵れたりしてリズムをつくる.

敷地の勾配に応じた各室の配置カt 変化のある立体的空間構成を生み出す.

周辺環境 に対する配慮としては、敷地勾配に沿った自然なレベル設定をし、建物の一部を地下

に沈めることにより建物の高さを抑えてウ' ォリユーム感を減じ、屋根も石積みのウ' オール ト以外は

すべて芝貼りとして建物の存在感を抑制している。

建物自体を庭固化することによって周辺の住宅からの備隊に耐え得る景観となってほしい. 自由

な幽線や曲面で構成されたこの建物群はその形態と仕上材を自然界の土 ・石・借物等から引用

することによって、自然と融合させることを意図している.

藤井側滋賀商品センター

滋賀 ・野州

竣 工/ 昭 和59年

設 計/ 不二建設附一級建築士事務所
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空調リニヤポンプ

， .  小 林 一 成

近年、建築技術の省エネルギー化はますます進

み、その成果も大きくなっている。

空調用ポンプにういても、従来の汎用ポンプの

台数時11御から進んで、ポンプの向転数制御を行い、

空調負荷に対応したポンプ性能に抑制することに

よって、省エネルギーを計るようになっできてい

る。この回転数制御は、可変速モータの使用から、

現在ではインバータによる周波数時11御 ( V V V F

:li ll 御) へと移っているようである。

空調リニヤポンプは、上記のような@ I i伝数制御

を全くしないので、現行のインバータなどに比較

すると異色の技術といえる。このポンプの特長は、

圧力告11御のメカニズムと }j 法がユニークであり、

省エネルギー性能にすぐれていること、およびシ

ステムユニ y トイヒされているため使いやすいこと

のほか、騒音カ対ｾいことなどである。

---
岬

。

τ  

‘ｾ＠

空調リニヤポ ンプ

圧力制御

ポンプの省エネルギーを極大化するには、ポン

プの運，伝圧力を、負荷が必要とする[ 直に絶えず一

致させる制御をすればよい。 図 1 で説明すると、

密閉回路の場合、管路抵抗曲線に沿う制御がそれ

で、推定末端圧一定制御( 当社では抵抗告11御) と

呼ばれている。現行のインパータなどで行われて

いるのは、圧力一定W，II 御、送りと還りのヘッダー

間の差庄一定措11 { 卸、還り水混を検出する水温一定

制御などであるが、空調リニヤポンプでは、上記

抵抗告11御一本に絞って、大きい省エネ効果を挙げ

ようとしている。

図 l の直線A ー B の傾きを次第に寝かせて、水

平となる l止出圧一定までの斜線部分において 、圧

最大性能

加

判

明

出

叩

∞

m四

ω
苅

m山

閉

山

ω
羽

m

l

一

m

m
川

一

山

田

山

ω
初

出

凶

ω

ω

m

m

m

o

M

%

切

40 

30 

20 

10 

。10 20 30 40 50 印 7 0 8 0 0 0 1∞1i 0120

省エネ率% 吐出し量%

図2 省エネ性能図

ら計算すると、揚程を4 0 %に下げると軸動力は約

6 3 %に低下することになり 、省エオ、率は ( 1 - 0. 63

= 0.37)  3 7 %得られることになる。

図 2 は、定格水量比100に対し 70において、揚程

を同じく比率で50まで下げた場合の性能を表した

もので、節約動力すなわち省エネ率は、広い範囲

にわたって、 3 0 %から 4 0 %の間にあることが判る。

特長

上に説明した項目も含めて特長をあげると 、つ

ぎのようになる。

(1) システムユニット化

空調ポンプに特別な性能制御を加える場合は、

時11御の設計を行うとともに、計装機器の選定や配

置を行わねばならない。たとえばインバータによ

ってポンプに回転数制御を加え圧力制御を行おう

とすれば、汎用ポンプ、インバータのほかに、回

転数並びに圧力市111卸の両方の計装、制御の設計を

行い、かつ機器を取り揃え配置、配線までしなけ

圧力目標とのフィードパ y ク制御を行い、目標に ればならない。この点、空調リニヤポンプの場合

達すると電磁弁は閉じる。 は、目標圧力設定と制御のできるメカニズム 、計

空調リニヤポンプの圧力指11御メカニズムは、こ 装機器一式が完全にユニット化されているから、

のように至って簡単な水力商11御である。これらの このような手数を全〈要しない。

制御に必要な計装機鵠も、小口径の電磁弁 2 コ、 (2) 省エネルギー

同減圧弁 1 コの合計 3 コに過ぎない簡素なものと 前述のように最大4 0 %に透する省エネ特性をも

っている。

(3) 圧力制御の選択

目標圧力の設定上の傾きは、図 1 のように自由

度が大きい上、現場で変更するのも容易に行える。

(4 ) 騒音

モータを変速せず使用するから、騒音は汎用ポ

ンプ並みの低騒音となっている。また、ノイズが

出ないので、コンビ.ユ ータに障害を与えないのも

特長の一つである 。

( こばやし かずなり 株式会社相互ポンプ製作所代表取締役社長)

越築と社会/ 1986年 11月号 57 

吐出し量 Q， Q， 定格水量

図 1 圧力制御脱明図

力指11御設定を自由かつ容易に選ぶことができる 。

圧力制御設定が行われると、 iili 統した流盆信号を

入力することによって 、ポンプは、現在の水量に

おける必要圧力ちょうどに性能を合わせる圧力制

御が行われる。

メカニスム( 開放羽根スキマ制御)

空調リニヤポンプは、回転数時11御によらず、独

自の水力制御によって前記の圧力制御を行うこと

ができる。圧力出11御を行う前提としてポンプ性能

を任意に変更することが必要であるが、空調リニ

ヤポンプは開放羽恨スキマ市111卸によってこれを行

っている。

一端を 開放した羽恨率の前方のスキマを大小に

変化させると、ポンプ性能は、あたかも回転数制

御したようにスキマに応じて滑らかに変化する。

スキマを変えるには、羽根車の前方に置いた円板

を水力ピストンと迎結し、このピストンの動作を

別に制御すればよい。ピストンの一方の側に一定

圧力を加え、反対側にはポンプl止出圧力を加えて

おく。流i i l : が変化すると、圧力設定線上で偏差が

生じるから、これが信号源となってピストンの吐

出圧倒へ通じる電磁弁が聞かれ、新しい目標圧力

となるまで開放羽根スキマが変化する。この問、

ポンプ付属の圧力伝送器により本管圧力検出し、

なっている。

省エネルギー

空調リニヤポンプは、自ij 述のように回転数制御

を行わず一定回転のまま運転するから、軸動力の

低下は、日IJ の面から生まれる。開放羽根スキマを

大きくしてゆくと 、ポンプ発生揚程も低下するが、

この時に所要車自動力も減少する。揚手呈と事由動力の

関係は、同じ水誌において揚程の低下した比率の

平方恨に比例して軸動力が下がっている。これか
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倉敷紡績本社ビルの

構造設計

福 本 早 苗

構造計画の主旨

倉敷紡績本社ピルの設計計画において、下記の

基本フィロソフィーを考慮し、精進計画をした。

58 建築と社会/ 1986年 11 月号

(1)  石材系の材料を外装に用いた 、彫りの深いデ③

ザイン( 石貼りではなく、石造に見える) ① 

(2) 壁面受熱量の大きい東西面の tJ 日日告11を極力小⑪

さくする 。

(3) 事務室内は、無柱空間とし、フレキ シプルな C

間仕切りに対応する。 ( E )

(4 )  省エネルギーを重視し、かつ快適な居住空間@

の般保に努める。

(5) O A機器の変化に対応できる床配線を可能と⑥

す る 。 @

十分な厚み( 最大600) を有する耐u { 壁( ③ @ ③ ③ ⑨

①①通) と、スパン 1，750の柱列( ②⑤通) を耐渓要

，、

.  

.  

.  

4・

.  

.  

.  

ｾ＠
11  

4年

事務室 事務室

>く

]さ i

凶|

紫とし 、 コア内部は、面， ｴｾ 架椛に箭 Ｑ Ｑ 約 されない内

由なレイアウトを可能にする 。

巴

L，1===:= 

耳

じ旦」

"蜘ヨ
③ 剖 掴 ④

精造種別は鉄筋コンクリート造とすることによ

り、層間変形 を小さ くし 、i ! J 式工法による外装石

貼りに対応する 。事務室部分の床は、端部下端を

カ γ 卜した両端ピンとなる小梁にて支持させ( 図

L  

「

図-1 基準階床伏図 (1 ・600)

貫通干し3∞j 6X 6 ( 無補強)

図-2 鉄骨小梁の形状 (1:250)

3  

4  

図-4 鉄骨小梁と笹 沼通、大梁との取り合い部 ( 1  :25) 

- 国

図-3

鉄骨小梁と告 渇遇、柱( 組立鉄筋) との

取り合い部 ( 1 :25)  

所在地大阪市東灰 ｾｴ 久太郎町 Ｒ 丁目 ＴＰ 番地ｻ由

主 用 途 白 社 得 用 堺 筋 所

敷 地 面 積 1625. 07m'  

建 築 商 IIt 976. 19m'  

延 床 面 倒 16659. 70m'

続 l'!i Ｑ 也 ｾＮＱＴ 附 ー 地下 Ｒ 附 Ｎ i苔尽2f 軒

高 さ 軒 高 : GL + 51. 15m 

五i: ，: 百部 ・GL + 5 9.75m

基礎底深さ GL - 12. 2m 

情 造 伺 別 主 体 側 造 ( 架 州 ) / 鉄筋コノ 7 リート造

( 一郎、鉄骨鉄筋コンクリートi 1 i )

1来 n:!<m童

I召恨 / i Hr 造

Jよ健 / 鉄筋コン 7 リート造べた基礎

( CL ー 12. 2mのN値40の洪償砂傑柄)

工 JYI Ht. j利60年12f l - Rp' 和63年 l 月 ( f. 定)

⑤ 



表ー1 固有周期
(t ll ! 立抄)

表-2 地震応答解析結果( 最大応答儀)

方向 応答の傾別

E L - C E NT R O 40NS T A F T  5 2 E W OS A K A  205 6 3 E W 

応 答 I孟 発生階 応 答 量 発生階 応 答 量 発生階

-2参m!) 、設備のメインダクトの配誼を容易にする

と同時に、 ②⑤③④通の構面に鉄骨・梁との取り合

い告11 にで前外曲げを生じないよう配慮する 。鉄骨・

梁の両端音I1は図ー3、図 - 4に示す。②⑤通の位、梁

は、組立鉄筋工法を用い、鉄骨梁との仕口を明解

にするとともに、高層 R C としての接合部の/ t iJ性

と耐力の確保、さらには品質向上、工期短縮を図

る。地下階は、地上階よりも平面的な広がりをも

たせ、伝倒に対し安定した形状とし、同時に l 階

床の床面剛伎を確保し、地下外壁への努断力の移

行をスムーズにする 。

構 造 解 析 ・ 耐震 設 計

(1) 応力解析

・一種のチュー 7 '. f ，汚造を形成している 。

・床面内剛性を評価することにより、各耐渓要素

5単

t't: 

150 

ｾ＠

ｾｉ ド

塑

性.

350 

gal 

X  

1J 

向

Y  

方

向

X  

) j  

向

Y  

方

向

層 間 変 { 立 (cm)

層間変{ 立角川d)

府 明 断 力 (Ion)

明 断 力 係 数

転倒lモーメント (I.m)

層/ 10 変 位 (cm)

府 間 変 位 角 ( r . d)

層 型l 断 力 (ton)

切 断 力 係 数

転倒jモーメ ント(I.m)

層 間 変 { 立 (cm)

層 HII 変 位 fij (r . d)  

層 努 断 力 (Ion)

明 断 力 係 数

転倒モーメ ント(I.m)

塑 f十 3者

層 間 変 { 立 (cm)

層/ 1:1 変位f 11 ( r . d)  

層 明 断 力 (Ion)

明 断 力 係 数

転倒モーメン卜 (I.m)

塑 性 お担

0. 56 11 

1/ 655 11 

4161 .8 8 2  

0. 44 14 

139564. 7 8 2  

0. 47 7  

1/775 7  

3772 .0  8 2  

0. 29 14 

137405. 5 8 2  

1. 39 11 

1/ 262 11 

7932. 2 8 2  

0.57 14 

256883. 6 8 2  

0 .886 I  

1. 23 1  

1/335 3  

7699. 1 8 2  

0. 56 14 

247357. 8 8 2  

0. 769 l  

0.44 11 0. 73 9  

1/835 11 1/ 503 9  

4819 .8  8 2  5099. 7 B 2  

0. 35 14 0. 41 14 

154988. 9 8 2  178660. 8 8 2  

0. 60 8  0. 67 7  

1/609 8  1/ 543 7  

4287 .2  B 2  4408 目 6 B 2  

0. 31 14 0. 33 14 

153291. 7 B 2  171524. 0 B 2  

1. 65 11 1. 72 11 

1/221 11 1/ 213  11 

6890. 8 B 2  7174. 4 B 2  

0. 61 14 0.61 14 

210335. 2 8 2  219237. 9 B 2  

0. 826 11 0. 858 11 

1. 32 10 1. 37 8  

1/277 10 1/ 267 8  

6088 .9  B 2  6717 .4  8 2  

0. 60 14 0.58 14 

210532. 7 8 2  230187. 4 B 2  

0. 536 10 0. 540 10 

の地震力分担を適切に杷鐙する 。 ルは加速度にて評価し、弾性150gal 、弾塑性 350 ンクリートの拘束を高めた。@: J ) 通の耐震壁は 、

以上の理由により、立体解析を行 った。 gal とした 。 曲げ降伏を生じにくいプロポ ーションゆえ、努断

(2) 地震応答解析 表ー1、2 に、問有周期および地震応答解析結果を 強度の向上に努め、弾塑性応答値 ( 350gal ) に対

設計用層明断力分布に比例した各層明断力を漸 示す。 しでも、余裕のあることを確認した 。

t甘させたときの架構の弾塑性解析から、各層の努 (3) 断面設計 床スラプに生じる面内郵断応力度については 、

断力 府間変位関係を求め、これをTr i - L i near 柱、梁の努断破壊等のlぬ性破壊を生じないよう コンクリートの短期許容勢断応力度以内に十分お

型のスケルトンカーブ lこ近似し、復元力特性とし に留意し、 ③④通の耐渓笠の各端部には柱型を設 さまっている 。

て用いた。短周期構造物ゆえ、地渓波の入力レベ け、スパイラルフープを密に姉入し、圧縮縁のコ ( ふくもと きな え 株式会社大林組建築設計第 4 部)

企画: 日本建築協会

軍配固

職業訓練大学校教 授 矢吹 茂 郎 著

とかく敬遠されがちな基準法の諸問題を読みやすく解説

基本居室建築基 涜の実際

- 幅広い 経鍛 の すべてを込 めて奥深 い諸問題を説 く

建築基準法の難しさは，設計，行政，司法という三つの

面か ら出る多様な問題を，ど う一つに 止揚させてい くか

にある. 本舎では，様々な問題を事例をあげてわかりや

すく解き明かす. 著者の幅広い立場上の経験に審査会の

裁決等も加え，単なる法規の解説ではなく，内容にも突

っこんだ形で編集した . 基準法諸問題解決のための好著

四六 ・ 224頁・定価1800円

‘ 窃T I好評発売中 |

T Q Cか ら 見 た 建 設 業 問 題 解決 の決め 手

荒木隆彦蕃 / 四六 ・192頁 ・定価1600円

躯体工事監理のチェックポイント 100

須賀好官蕃/ 四六 ・224頁 ・定価1800円

パ ソ コ ン 会 計 術 設 計 事 務 所 編

西部明郎著 / 四六・ 224頁・定価1800円

- 敷地の定義と用途上の可分・不可分

・道路の定義と位置指定

・地域指定と建築規制

・土地利用と容積制限

・斜線制限と絶対高さ

・総合設計制度と容積・高さの緩和

・地域 による防火規制 の変遷

・地域がまたがる場合の 問題点

・長屋と共同住宅

・居室の採光と有効の算定

- 火災の拡大防止と防火区画

・排煙設備の有効性

. f士様害規定と性能規定

・建築基準法最低基準論

・隣地境界線と外壁後退

・建築確認の法的性質

・確認審査およ び検査の省略

・消防同意と建築基準法

・行政指導と確認留保の限界

・その他. 21講

建 物 の 値 打 ち の 高 め 方 ピ ル ・マンションの新しい評価法

小林清周著 ・四六・ 208頁・定価 1700円

• 

空調設備の トラフル50 建築に燐わる人へのヒン ト

建築設備トラブル研究会蕃・四六・ 224頁・定価1800円

衛生設備のト ラフル50 建築に携わる人へのヒン ト

建築設備トラブル研究会著・四六・ 224頁 ・定価1800円

( 目録進呈) 6 学芸出版社

〒600 京都市下京区木津屋精通西洞院東入

T  E  L  075 ( 343)  0  8  1  1  

59 



施工材料の頁

144 

還元井戸( リチャージ

ウェル) の施工例

山中 健

開発の経緯

工事名称

建 築 主

所 在 地

精造規模

延床面積

用 途

工 期

設計監理

施 工

丸紅大阪本社ピル新築工事( 2 期)

丸紅不動産株式会社

大阪市東区本町 3 丁目 3番地

S R C造、地下 2 階

4. 053. 6m'  

事務所

昭和59年 5 月~昭和61年2 月

三菱地所株式会社

株式会社竹中工務底、大成建設株式会社

鹿島建設株式会社、清水建設株式会社

共同企業体

丸紅大阪本社ピル 2 期工事は、 l 期工事に継続

して近接する旧建物 ( F 8 、B 3 一部 B 1 、延べ約

24 ，OOOrrl) を解体し、| 日建物外壁および基礎を残し、

その内部に地下部分のみを構築、 l 期部分と接続

する工事である。地下工事の概要は、 図 1 に示す

通りである 。

ここで大きな問題は、以下の悪条件により工事

中に多量の地下水を汲み上げなければならないこ

とであった。

l }  ｉ 日ｩｪＡＺｾ ' : が敷地い っぱいに建っており、山止

めが施工できない上、地盤の不透水層が旧建物基

礎以深にあり、いわゆる、山止めによる遮水工法

が採用できない。

図 2 排水・還元兼用井戸

2  } 基礎下レベル (G L  - 11 ，500) に対して、自 洗浄周バルブ (排水・ 還元費雇用井戸)

白水位が高く ( G L - 4，300) 、また透水係数が大き て目づまりの洗浄が行われる。また当工法の場合、

い (K = 5  XI O- ' cm/s) 。 被圧水圧のみでなく、エアーリフトの原理も利用

これら条件のもと、その対策のーっとして新し して上部への吹き出しカを地し、洗浄効果を上げ

昭和61年 2 月

竣工時

い還元井戸の開発に取り組んだ。

還元井戸の開発( 図 2 }  

l }  1本の井戸で二つの役割を果たす。上部は

排水用井戸、下部は還元用井戸の役割をし、上下

の境界は鉄板で仕切り、外部は不透水層部で薬液

注入にて閉塞する。

2} 還元の原理は、下部の被圧水頭 ( GL - 9，000)

と地上との落差を利用し、還元用パイプを通じて

地上から下部へ水圧がかかることで、下部l ( t 燦層

( G L  - 3 0 m ＭＴＰｭ およひ ｾＵＵｭ - 65m ) に地下水が

注水される。それが繰り返されることで地下水の

還元が行われるものである。

3  } 還元井戸は、一般に長時間使用していると、

地下水中の金属の酸化物や微砂などで還元される

地下水や雨水を地中へ還元( リチャージ) する井 地層 ( G L - 3 0 m - 4 0 mおよび55m- 65m) が百

戸を、還元弁戸( リチャージウェル) と言う。還元 づまりを起こす。還元の効率を上げるためには、

井戸の実施例は少なく，また大きな成果を上げた これを洗浄する必要があり、つぎのような方法を

ものはほとんどない。ここに紹介するのは、工事 考案した。まず還元を中止し、洗浄用パルプ操作

中に汲み上げた大震の地下水の大部分を再び地中 ハンドルでパルプを開ける。すると下部地下水が、

へ還元するのに成功した例であり、かつ今までに 被圧水圧により上部排水用の弁戸へ吹き上がる 。

ない新しい方式を開発したものである。 すなわち、還元していた地層から地下水が逆流し

自 由 水 位 ごM

G  L  - 4. 3∞=二_i:J

被圧水頭旧日到

G  L- 9. 棚 田 83'j

仁コ新建物E コ旧建物

不透水層閉 ド

60 建 築 と 社 会/ 1986年 11月号

ディープウエル 4本

願打工法

図 1 地下工事の概要 (断面図)

るようにしている。上部へ吹き出した地下水は、

水中ポンプで地上へ排出される。

4  } 洗浄が終わると、パルプを閉じて還元を継

続する。

5}  70m 深さのうH二戸の施工は、ベノト工法で不

透水層までを掘削、ベノトケーシングをスタンド

パイプとして利用し、以深をリパースサーキ ュレ

ーション工法で掘削した。掘削孔を弁戸として利

用するため、安定液はベントナイトの代わりに使

用後分解消滅するレスターを用いた。

吉井戸を還元井戸として利用 (図3 )  

旧建物に古井戸があったのを、還元井戸として

利用した。初めに注水テストを行い、 7kg/ c nf の

圧力で、1 . 0 - 1. 5rr1 /  mi nの注水が可能と判った。

還元井戸とするために、還元用パイプと、目づま

り時の洗浄用水中ポンプを装備した。この場合の

洗浄方法は、水中ポンプにより強制的に地下水を

排水させ、逆流を起こさせる方法である。

砂 磯 層

図3 古井戸の、還元井戸利用

( やま生か たけし 竹中工務底大阪本1;5)



日本建築協会

月間の動き

昭和61年 9 月分

理 事

. .6.  

玄玄

常任理事会

24日 4 時- 5 時 於本会会議室

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か15名

議事( 1 ) 建築関係団体合同忘年怒親会開俄の件

(2) 建築基準法改正意見縫案の徒出

(3) 建築工事実務講習会開催の件

(4) ヴェネツイアと大阪 ・剖Srli と広場シンポジウ

ム後媛の件

( 5f 建築物と風」議習会協貨の{ 牛

(6) 創立70周年記念事業に関する件

(7) 入退会者承認の件

(8滞E告事項

編 集 委 員
ム一

A

第 6 回作品作風小委員会

2 日 4 時 - 8 時 於本会会議室

出 席 者 寺 本 副 委 員 長 ほ か 8 名

J阜市 (1) 最近の掲載状況報告

( 2f Gall erYJ 内容報告と今後の検討

(3)特集について

(4) 新 建 築 作 品 調 査 学 校 関 係 に つ い て

(5) 当小委員会のあり方

「官公斤営繕と行政建築家」特集第 1 回幹事会

4 日 4 時 - 7 時 於本会会議室

出席. I ' J ｴｾｾｊ 委日ほか Ｗ 名

議 事 特 集 締 成 の 企 画

第 3 回「設計者のプロフィール」幹事会

5 日 6 時 - 9 時 於本会会議室

出 席 者 加 藤 委 員 ほ か 12名

Jji 事 「設計者のプロフィール一関西の昭和生まれの建

築家」収録的刊号の発行企 l菌

第 5 回投稿欄小委員会

8 日 411寺- 611寺 於本会会議室

出席者 t切測副委ぬ長ほか 5 名

議事( 1 ) 読者の頁、 「この人」の企画

(2) アンケートの検討

( 3f 建築の生字号 IJ について

第 5 回計画分科会

11 日 6 時 - 8 時半 於本会会議室

，'1:，1南省 問中幹事ほか 9 名

議事( 1 ) 昭和62年 1 月号計画特集の企 l薗

ＨＲＩｮｾ 初 ＶＲ 年 Ｓ 月号 ｲＷＰ 周年記念号」の企画

第 6 回編集委員会

11 日 4 時 - 5 時半 於本会会議室

出 席 者 井 上 委 員 長 ほ か 4 名

J草取( 1 ) 9 月号rc A  D ーその応用と展開」特集経過報

さと

Eコ

(2)10月号「新しいオフィス空間の榊成ー求められ

る機能と構成要素ー」特集経過報告

(3)10月号「インテ' ) 7 ・イクステンンョンーこれ

からのリニュー 7) レの方向」特集報告

(4)11月号「第33回青年技術占」特集z の{ 千

(5)12月号設備特集の企画

(6) 昭 和62年 i 月号計画特集の企画一温泉特集ー

( 7) 2 月号精進特集の企画

( 8) 3 月号70周年記念号の企画

(9) 来年の表紙デザイン

( l 刷、委員会報告

(l l)ll X支状況報告

第 1回設備分科会

17日 4 時 - 6 時半 於本会会議室

出 席 者 遠 藤 幹事ほか 4 名

議事 (l f 建築と社会J ll f{剥]61年12月号設備特集の企画

(2)r設備の京 J l O 月号以降の企画

第 3 回精道分科会

24日 411寺- 6 時 15分 於本会会議室

出 席 者 阪 本 幹 事 ほ か 2 名

滋 事 (1)9 月号rc A  Dーその応用と展開」符築の原稿

調整

( 2f榊造の頁」の企画と確認

(3)62年 2 月号川造特集の企画

12月号「腐 食」特集編集幹事会

25日 6 時 - 711キ半 於本会会議室

出 席 者 述 藤 幹 事 ほ か 4 名

J車 事 設 備 特 集 rj府食」の企画

第33回青年技術者選衡委員会

25日 1 時半 - 4 時 於本会会議室

出 席 者 井 上 委 員 長 ほ か 9 名

金多 j繋委nは 9 月30臼出席

議 事 第33凹w年技術者選衡

第 4 回「設計者のプロフィール」幹事会

26日 6 時 - 10時 於本会会J轟室

出 席 者 伯 木 幹 事 ほ か 2 名

議 事 「関西の建築家ー設計者のプロフィー Jレ」臨時僧

刊号編集企画

第 5 回「設計者のプロフィール」幹事会

29日 611キ - 8  H寺下 於本会会議室

出 席 者 高 阻 幹 事 ほ か 2 名

議 事 「関西の建築家ー設討者のプロフィール」臨時地

刊号編集企画

62年 1 用号「温泉 J (仮称) 特集第 1 回編集幹事会

29日 611寺- 8 時半 於本会会議室ー

出 席 者 団 中 斡 事 ほ か 4 名

議 事 ri 孟泉 J ( 仮称) 特集の榊成の具体化

第 6 回広告企画小委員会

30日 4 時 - 5 時、ド 於本会会議室

出 席 者 井 上 委 員 長 ほ か 7 名

議 事 (1) 9 月号r C A D ーその応用と展開」特集広告収

入報告

(2) 10月号「インテリアイクステンションーこれ

からのリニューアルの方向」特集広告経過報告

(3)10月号「新しいオフィス空間の楠成ー求められ

る機能と楠成要紫」特集広告経過報告

ＨＴＩＱＱ 月号「首 ｾＳＳ 回 ｻｦ 年技術者」特集報告

事 業 委 員
ム
一
品

第 4 回若い会員の集い小委員会

2 日 6 時半 - 811キ 於本会会議室

出 席 省 石 川 副 委 員 長 ほ か13名

議事( 1 ) 前回の事業委民会の報告

(2) 本年度第1因企画「浪速短期犬学の伊丹キャン

パスを見る」の実路報告

(3) 第 2 回以降の企画

第 4 回広報小委員会

3 日 611寺- 7 1時、|主 於本会会議室

出 席 者 原 見 副 委 員 長 ほ か 7 名

議事( 1 ) 前回事業委員会の報告

(2) 第 2回企画「佳離宮」識演と映画会の実施報告

(3) 第 3 同以降の企画

第 4 回見学会小委員会

8 日 6 時 - 7 時半 於本会会議室

出 席 者 伊 東 副 委 員 長 ほ か 8 名

議 事 (1)前回事業委員会の報告

( 2) 8 月、 9 月の見学会

(3) 10月以降の兄学企画

第 4 回事業委員会

11 日 0 時半 - 211キ 於本会会議室

出 席 者 西 村 委 員 長 ほ か 4 名

議事( 1 ) 各小委員会の事業報告並びに事業企画

(2) 本年度 ill 築関係団体合同忘年懇親会

若い会員の集い企画分科会

17日 6 時半 - 9 時 於本会会議室

出 席 者 福 成 幹 事 ほ か 1 名

J義ZjJ 本年度 ・第 2 因企画「みどり学習会」

第 5 回広報小委員会

18日 6 時 - 7 時半 於本会会議室

出l布 告 原 兄 副 委 員 長 ほ か 6 名

J義司I 第 3 回以降の企画

若い会員の集い企画分科会

30日 6 時半 - 911寺 於本会会議室

出席- l i 大川委員ほか 3 名

議事 (1)出江寛氏の個展企画経過報告

(2) 池上俊郎氏の個展の企画

建 材 委 員
ム
一
品

18日 3 時 - 5 時半 於本会会議室

出 席 者 牧 回 委 只 長 ほ か10名

材料説明 ; シーストン( 天然御影石)

但当 : 高野委員

議官J} 今後の検討建材

出 版 委 員
. .6. 

M:  

16日 5 時 - 6  H寺 於本会会議室

J出席者 須賀委員長ほか 9 名

議事 (l )illtl } とプロのノウハウの経過報告

(2) 今後のテーマと執筆者選定

創 立 70 周 年 記 念 事 業

第 1 回総務委員会

11 日 4 時 - 5 時半 於本会会議室

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か10名

議事 (1)式典などの会湯について

(2) 式典について

(3) 表彰式について

募金・表野制度創設委員会

17日 2 時半 - 4 時半 於本会会議室

出席者 佐野会長、薬袋委員長ほか 9 名

議事 (1)表彰制度の創設について

(2) 募金方法について

第 1 図式典・表彰小委員会

25日 5 時 - 6 時半 於本会会議室

出席者 三品小委員長ほか 6 名

J義務 式典 ・表彰式の準備について

第 1 回講演・祝賀会小委員会

26日 5 時 - 6 時半 於本会会議室

出席者 西村小委員長ほか 4 名

議事 講演 ・祝賀会の準備について

]1 [  
建 フ ↓

ノ築 ク

朝食会

9 日 811キ- 9 時半 於大阪グランドホテル

演 題 「遊牧民の天幕生活」

ｊ 持師太陽工業側工事部長磯野ｾ人氏

出席者 82名

建築防災関係法令研究連絡会

12日 2 時 - 4 時 於建築家会館( 東京)

出 席 者 榊 成 団 体 選 出 各 委 貝

殺事 (1)建基法と他法の整理 ・統合の一般的基準

(2) その他

在 阪 建 築 9 団 体 会 長 午 餐 会

16日 O時一 2 時 於ガスピル食堂

出 席 者 各 団 体 会 長 、 支 部 長 な ど30名

9 月 の 入 会 者 ( 敏祢略)

〔個人会只 7 名〕

笹 川 健 二

( 大林組)

高 田 佳 子

( 7 ートランド)

音 凶 稔

( 占回低迷築設計室)

田 中 一 郎 松 本 富 士 男

( 高松組) ( 高低組)

鶴 岡 照 子 中 村 械 ー

( 鶴岡建聾設計工務所) (モ ' ) 7 ン)

挫築と社会/ 1986年 11 月号 61 
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企建築/ くらま辻井

所在地 ・左京区鞍馬本町447

述築主 目辻 井 理 紀 也

設計. ( i J : 吉村主主築事務所

路工省: 上野工務庖

この庖由ni 併用住宅は、近世、近代の歴史を伝える

民家が数多く残る鞍馬街道沿いに建つ。建て管え

に際し、紙! 唱の凹I なみの特徴である骨太の位や梁、

深い車干、粗修子などを継承し、伝統的な町なみと

調和する優れた建築である 。

応募数69点の中から、京都美観風致賞審査委員会

により、写其等書類審査、現地審査を含め、 2 阿

にわたる厳正な審査の結果、 4 点が受賞作品に決

定した。

第 4 回

京 都 美 観 風 致 賞

編集後記メモ

- 去る 10月29 日- 11月1 日に、大阪駅前第 2 ピル

地下2階北広場にで、 r GATHE R S締惣 in U ME D A  

提案展」がありました 。 これは、大阪梅田貨物駅

跡地の再開発をどうするかについての、新長ｾ築家

技術者集団大阪支部の提案で、 22ヘ クタールに及

ぶ広大な跡地を、緑豊かな丘陵地帯として、その

下に 10階建から 2 階建にだんだん傾斜をするよう

な、ピルを埋めるという精想です。 もちろんピル

の採光や交通のために、放射状の道路があり、附

近の道路と接続しています。市民の恕いの場とし

ての広場もあり、永久的な森林地帯のほかに段状

のテラスも設けています。

・題して、 G A THE R S精想というのも面白いと思

います。Green、Ar t、Ti me 、Hi l l 、Ear t h、Ri ver 、

S un の頭文字をと ったそうです。

ギャザリングということばは、最近の都市世相を

移しとるのに便利です。人々とくに若い人たちは、

ギャザリングを求めて、都市をさすらいます。 と

きには、地上のあちこちで思わぬイベントや、フ

ァ γ ションショウ一一中国語では、日寺装表演と記

62 処築と社会/ 1986年 11月号

河原町 二 条の交 ｊ 量点北西角に主ｾっこの建物は、敷

地内に植松ス ペースを適切に配置するとともに、

ガラス、金属 パネ ル、タイルなどの異なる材料を

用いながら外壁を雁行に分節し、にぎわいと拡が

りを感じさせる優れた建築物である 。

所10也. ι|り.;r 区河原田T二条北西村i水田T362

ill 築 t: 株式会社 ジョ イ(代表取締役 fJf n  宮} g)

設計 -I'i: 述築計画 山本良介 ア トリ エ

施工お: iI 'l 水述波大阪支1;5

緑地・広場/ 西京桂坂第一工区内緑道砂

所tfl 也: 肉京区大校北省掛町 6 丁目

主主築主: 株式会社西洋環境開発

設計街向洋環境1m発

純工 -I'i : 汗木 日本国土・鹿島共同企業体

この緑道は、治西の丘陵地に新たに造成された住

宅地内にある、歩行省優先の道路である 。緑道に

は、せせらぎや広場を設けるとともに、サクラや

モミ ジなど季節を感じさせる樹木が植えられ、う

るおいのある住環境を形成している 。

; ) <. 仇も、

守ら ｉｾ Ｂ，｜ ｾ＠

，ー、へ】" -

企屋外広告物/ 株式会社昭和商会(サイン)

所在地: 布水区西院春日開T2 Is:地

総築主: 株式会社昭和商会 (代 表 取 締 役 絵 悶 峻ー)

設計布 : U主総築設計事務所

施王者 ・7 ド工芸

社名の一字をデザイ ンした洗練された シン ボルマ

ークを、落ちイすいた色彩に仕上げて、壁面に設置

している 。取り付け位置や大きさなどに、建築物

との調和H: 卜分配慮した、後れた屋外広告物であ

る。

彦会

すそうですがーーが附かれたりして、集合するの

です。 そういう市民のための広場がいま求められ

ているように感じます。 そうい った意味で、 GA T

HE R S も、緑、芸術、時、丘、大地、川、太陽の意味

以上に、現代的で、興味をひきました 。

. アーサー ・ケストラーの『ホロン革命』という本

を読んでいるところですが、「ホロ ン」という用語

は卜数年前にケス卜ラーが命名したもので、「部分」

と「全f本」を兄る視点に新たな J_ j [ 糠を与えてくれ

ます 。ギリ シャ語のholos Ｈ］全体 Ｉ に ￬ｾ 字 ｯ ｮ をつ

けたもので、 onは pr oton ( 陽チ) 、 neut r on ( 中性

子) のような粒チまたは部分割1音示させるための

ものだといわれます。 この「琵全体」ともいうべ

きホロンは、社会や郎市の システムをみるときに

有効なように思います。

・ 本号の特集は ｲｾＳＳ 回青年技術者」の紹介です 。

もうひとつの特集として、「インテリア ・イクステ

ンションとリニ ューアル」も予定していましたが、

都合で次号以降に廻しますので、ご了承下さるよ

うお願いいたします。 ( 松井記)



テトカッパー防水

• 
- ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ . .  .  .  .  . ・ 一 一 一一一

ｾＩｪ 水専業の研究 ・ 経験から生れたすくない資源的，マーフェクトな防水ＱｍですＮ

この防水層は ( 一層防水) 地工するだけで. 防水は完浬です.

以 J!r 変化に仰びがなく、柔軟性に自み、由f 殿、刷業品性に慣れ、 l局触しません.

コーパータイト 新 工 法

カッパー防水帯 オクロン防水帯 プレノテクト吹付工法

選議

奥山化工業株式会社
本 社 東 京 郎 中 央 区 銀 痩8- ' - 9

大臣事暗 所 大 阪 市 淀 川 区 東三国6- 1一川

崎i!. 1Ut 所 鳩 玉 県禍川市東 1- 3ー却

厚木出掛所神様川県庫本市世田 259

一 一 一 一 一 一 ー ー ・ ・ ・ . .  .  .  .  .  • • • • • • • • • • • • • . ・. • • • • • • • • 
. お 申 込 次 第 カ タ ロ グ 進 呈

名古睡雌嗣t 名古血市割前区若J f . 町33

九州出強所佐賀県佐賀邸時富町大字結薗l l ! ' 50

電話03 (511 ) 幻 03

電話師 ( 391) 1081-2

電話0. 81( 14) 2制5・6

電話0. 62 ( 21)  1161 

電話052 (811 )  3660 

電話回52 ( .1) 目拍

- 防火・防煙シャッター

・ステンレスシャッター

. アルミニュームシャッター

- 軽量シャッター

・クリスタルシャッター

その他特殊シャッターの製造

アフターサービスの24時間態勢完備

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 5 番 2 号電話大阪 " 371" ^4151- 6  

鈴木シャッター工業株式会社 北陸営業所金尺市長田町 ｄｅｾ 電話金沢 川［ … ＱＱＱ
神戸営業所神戸市長田区大橋[ : J Dt . l 電話押戸 川 陥631 2  0  2  1  

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東洋シャッター椋式会社

本 社 : 大 阪 市 東区両替 町 1 ー 12 日生ピル 霊堂 ( 943) 6571代表

東 京 ・横浜・盛岡 ・仙台・水 戸 ・静岡・岡崎・名古屋 ・富山・大津・京都・神戸・広島・高松・福岡他全国主要都市
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空 鯛 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 設 備 z

衛 生 設 備d 計地工
空気調和・給排水・衛生・防災設備 設計・施工

令室義朝日五業稔
⑩ 三 建 設 備 工 業 株 家 畜 祉

本 社 東 京 都 港 区浜松町 1・25- 7 .結 (434) 6171 (大代)

大 阪 支 社 大 阪 市淀川区加島 1- 58・59 電 話 (302) 2 2  7 1( 代)

支 庖 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 釧 路 ・函 館 ・盛 岡 ・ 繍 浜 ・ 鯵 岡 ・京 都 ・ 神 戸

大 阪 支l吉 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 番 5 号 屯 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代 )

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 紙 蝋 殺 町 2 - 22 電 話 ( 667) 3431  ( 大 代 )

支 社 名 古 屋 仙台・札中見 ・広 島 ・ 福 岡 f 金 沢 ・ 新 潟 ・償 浜

。 株 式 会 社 三 発 空 調

震災明汚禁処造設計施工

φ 株 式

会 社
大 阪 城 口 研 究 所

本 社 大 阪 市 東区城兄ツイン 21MI D タ ワ ー 電 話 06- 949- 1371

東京本庖 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ ル 電 話 03- 344- 1911

大 阪 本 底 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13番 20号 電 話 06- 363- 1371

支 底 仙 台 市 大 田T 2 丁 目 2 番 10 号 電 話0222- 61- 3002

名古屋市中村区名駅南2丁目 14番19号 電話052- 581- 8571

広 島 市 中 区 紙 屋 町 1 丁目 2 番22号 電 話082- 247- 4535

福 岡 市 中 央 区 大 名 2 丁目 4 番 22号 電 話092- 761- 3795 

出 張 所 献細・宇蹴干葉川崎断・富山・福井柑・伽・阻 ・高校下関・熊本・鹿間・沖縄

取締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大阪 372局7151( 代)

京都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都 561局4944 ( 代)

神 戸 市 中 央 区 下 山 手 通 6 - 2  - 8 電 話 神 戸 341局 5 8  9  2  

ｾ＠ 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 濠 結

E暫 よりよき環境へ校術て悦む一 一 一

- 株式会社玄書仇膏

む闘 1 ・ーー.. .  

本 社 大阪市南区瓦屋町2丁目 11番16号( オー トセ ンターピル1. 2階)

郵便番号542 包 括 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 代表

メンテナンス節 電 話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 ー 1 6  5  1 代表

東 京 支 庖 東京郎千代田区九段南2丁目2番5号( 九段ピJレ2 - 4階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1 代表

電気・空調・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

- 大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社

ヨド自大匝ヨド世 大阪市西区江戸緬 l 丁目9寄25号 〒 550 電話 (06) 441-8231 ( 大代)

東京本社 東京都中央区銀座2了目 2番 17号 〒 104 電話 (03) 535-5251 ( 大代)

支 社 名古屋・福岡

支 庖 札幌・仙台・新調 ・大宮 ー千葉・横浜・金沢・天理・岡山・広島高松熊本

営 鍵 所 帯広函館・青森秋岡・盛岡・前嶋・長野・静岡・隻回 . ｩＺｾ ・

富 山 福 井 京 船 神戸 ・1車山松山ー高知北九州鹿児島・

郡覇

出 張 所 旭川・福島・総江. t鹿島・長崎・宮崎

海外支庖 シンガポール ・ホンコン ・スリランカ

. 給t非水衛生 ・冷暖房

. 空気調和般備 ・その他管工事一切の段計・施工

違 新 日 本 空 調 株 式 会 社

⑧ 斎 久 玄 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 1 丁目 2 番 6 号( 新大ピル)

電話 (06 )  344 - 6  0  3  1  ( 代)

本 社 東京都中央区日本橋本石町4- 2( 三井第二別館)

電話 (03 )  279 - 5  6  7  1  ( 大代 )

名 古 屋 ・九 州 ・広 島 ・f L 脱 ・ 東 海 村 ・ 北 陸 ・ 大 分

本 社 東京都千代田区大手町2- 6- 2 ( 日本ビル)

電話 03-( 270) ー741 l(的

大阪支社 大阪市北区中之島4-2- 38 電話 06-( 443) 5041(0的

支 底 札 幌 ・ 岡 山

営 業 所 仙台・千葉・ 繍浜 ・名古屋・金沢・四国・広島 ・福岡

出 張 所 福 井 ・ 倉敷 ・松山・宇都宮 ・静岡・苫小牧

⑧

 

環 境 衛 生 施 設

c l eana i  r  

三機工業株式会社

丸

荷 役 運 織 機 械

化 学 鉱 山 機 械

取締役社長 玉 置 純 治 自11

大阪支底長 杉 浦 敏 郎

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 倖 地 電 J .!i 大阪 (202) 代表3071

本 庖 東京・日比谷 ・三倍ピル

支 庖 名古屋 ・九州・北海道 ・中国・東北・北陸 ・四 国 シ ン ガ ポ ー ル

営 業 所 繍 浜 静 岡 豊 田 ・岡山 ・金沢 ・新 潟 香 港

。2要望壬業検手全舎fさ
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電 気 設 備 の 頁

設 計 施 工

⑤ 

気 株

電 気 設 備

設 計 施 工

栗 原 工 業 儲 式 会 紅

電 気 ・ 言 十 装 工 事

ーを
社式電陽朝

土

本 社大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝 日 ピ ル T E L 大阪06 (385) 1361 ( 代)

大阪営業所 T E L  k 阪06(385) 1361 (代) 京都営業所 T E L 京都075(311) 1185(代}

東京営換所 T E L 東京03(574) 0  6  6  5  福岡出張所 T E L 福岡ω2(771) 6  1  6  8  

貴本山代 表 取 締 役
英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪急 ビ ル T E L 0 6- 3 1 3- I I OI

支 l苫 東 京 ・ 名 古 屋 ・舞 鶴 ・京 都 ・天 理

大 阪 南 ・神 戸 ・広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

信原栗取締役社長

社
ム一

A

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸

社

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社

大阪支社長

大阪市東区高胞崎五了目二八 番 地 電 話 大 阪 ( 202) 0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・ 仙 台 ・ 丸 / 内 ・名 古 屋 ・ 福 岡

営業所・出張所 全国主要都市2 ヶ所

ネ土

庖

本

支

出 張 所

三 室 電 機 械 式 会 社

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

干530 k. 阪 市 北 1><: 凶 疋 欄 2 - 6 - 8 (堂 ピ ル ) T E L  06(364)  1  4  7  1  

T E L E X  523- 3  2  8  7  

干 105 収 京 仰 港 1>(1. 偏 2- 16(ニュ ー 新 構 ピ ル ) T E L  03(504)  0  2  3  1  

T E L E X  222- 6  7  2  4  

干 462 杭 占 胤 市 北 区 金 属 三 丁 目 12 - 14 T E L  052(991)  5  1  3  1  

干657 神， i rfi l置1><: 位 li I 中町 1-2-9(エ ピ ス ピ ル ) T E L  078(881)  5  5  7  1  

限りなきクリーンに挑戦する. ' . '

電 気 般 備 ・ ク リ ー ン ル ー ム ・ 冷 曜 房 設 備

給 排 水 衛 生 股 備 ・ 断 続 制 御 段 傭 ・ 立 体 自 動 倉 庫

ヱ ネ ル ギ ー 集 中 監 視 シ ス テ ム ・ 回 転 式 自 転 車 置 場

位 置 十 施 工

&  

本 社

東 京 宝 庫

名 古 屋 宝 庫

神 戸 宝 庫

ー一一誠実と技術でお応えする一 一

。 住 友 電 設

取締役会長 小 林 四 郎

取締役社長 代 谷 正 元

制1 / 〒出3 大匝市福島区掴畠7丁目22-8 a (l的 叫ー1151( 大代i

ｅｉＺＡＯ 〒 Ｑｾ 東京圏 ｩ 港区芝 Ｒ 丁目 Ｒ - 17 a 但泊4剖-7311 (大代)

・阻冊工・ ・プラン ト工事

ピル電R 段構工司区 霊 園 工 事 ・情岨システム工事

工唱電N! 蝿工事 施揖水高生工夢 尭缶道 システム工事

前蝿電量畠蝿工事 特 韓 配 曹 工 事 CA TVシステム工，

S十 量 工 事 酒田臨! ! ! 段構工事 事圃アンテナ彊置工，

住友電設株式会社

恒雪 .翠器

電気・計装・空調工事設計施工

本 永 造

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 l 番 3 号

T E L  0 6 - 3 6 4  - 3 0 5 6  ( 代)

!R;;f. 神戸 ・広島 ・岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・ 札 幌 ・苫小牧・ t兵t公 ・滋 賀

京自s ・高砂・ 三 原 -徳 山 松 山 ・ 新 居 浜 ・福 岡 ・沖 縄

�ｹ ト圃気工Ｚ，［ｾ二 ｙ リレヲ愉式 Ｙｦｴ

山取 締 役 社 長

A  
タイル工事施工

⑩ 祭 川 岸 窯 業 商 底 宇土本

支 庖

事 業 所

号 ＵＵ Ｐ 大 Ｑ ｾ ，Ｈ ､ￎＱＱ ｉＮｪ ￞ｻ Ｑ 川本町 Ｑ ー Ｑ ＳＭＳＳ

ｾ，ｲ［＠ 大 阪 06( 532) 代0461 ol!>550 

天 理 市 丹 波 市 新 町 50

ヰ土本

興

代 表 取 締 役 土 井 敏 裕

大 阪 市 北 区 西 天 満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ピル 7 階)

電 お ( 361) 3  6  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 編 箱 崎 町 20 醤 5 号

電 話 ( 671) 1  4  7  8  (代)

川 崎 ・ 相 模 原 . ey . 滋 賀

天理営業所

Board &'Slate 

@ 園

Standard 

説内

フ タ バ 工 業ナニワ緩勾12ii
3 寸緩勾最適軽量水止付( 空葺) 瓦

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

工

富士造園土木顎

計 施

:1¥. 

E又園

⑧ 

、 &

E  

模型製作 l  

石 m模 型 詰アクリル校型製作目

干 665 宝塚市山本東 2 - 6 ー 17

電話 0797- 88- 0501間
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宮岡建築模型製作所

干 ＱＰＳ 司ｬｉｉｉｉ￭ｬｅ中央 ｉｾ Ｎ ｉｉ -1、1lSIlIIII1e. 1! . . _
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酎

斗

志 社J I ! 京本庖 実 家 訓 斬 宿区西 踊宿 2-6-1 ・03-34' -1851 大 代 大 阪 本社 。 田 448- 築田3 代

大 陣 宜u ・06- “ 8- 田 51 代 名 古置 宜庖 宮田 2-211-1535.1セ 中 国宝16 " 曲 2- 247-5S川

九州主16 " 田2-431-2147 代 営 実所 : 北聞 東 嶋A 神声・1京都 ・岡山田園

空 気 調 和 ノ / 、 ¥

給 排 水 衛 生 『丈一ム/

第ー・エ索抹式会私

大阪支庖

大 阪 支 庖 〒 530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 r 目 6 liI' 1  4 号

本 社 〒 100 東京伺i 千 代 田 区 丸 の 内 3 了目 3 lsO 1 号

搬 送 憐 設 備

設 計 施 工

暖 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

回 設 計 施 工

高 砂 烈 掌

大阪支庖 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4- 8 ( 北阪急ピル 9 階)

電 話 大 阪 (372) 2  5  1  1  ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番地

「伺削側血- ヨ
空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 設 備

東 洋 撚 工 . 繍 式 会 後 六 陪 安 畠

大 阪 市 西 区 靭 本 町 3 - 1 ー 2 7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

本 社 東京都中央区京摘 2 丁目 9 T  E  L  (562)  1  3  5  1  

支 底 名 古 屋 ・ 福 岡

ガス設備の設計・施工のご相談は

大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社 ・ 大 阪 ガ ス 住 設 機 器 特 約 庖

。大晃設備株式会社

本 社 : I宣備部

大阪市北区西天満 5 - 1ト 12 電 06- 313- 1846

大 阪 営 業 所

枚 方 営 業 所 枚方市甲斐回東町 9 - 3  電0720- 49- 2128

飛 鳥 野 瓦( 意 匠 登 録549771 7，.) I  

l J 0750， t製造販売

渡 辺 式 鰻 勾 配 安 定 瓦 (実用新案登録出願中 )  J  

110751 匂

各和洋瓦全般・カラー ベスト・モニエル瓦・セ ー干スイカワラ U

創業67年 綜 合 施 工 卸

久保田鉄工・怯下電工側日本モニエル附 ・積水化学工業側富士スレート側・特約代理底

瓦寅工業株式会社

本 社 大 阪 市 生 野 区 林 寺 1 J 目 5 t l t14号 竜 野544

電 話 06( 715) 0  2  0  1 代 表 - 5 番

営 業 所 大 阪 市 平 野 区 工 渇 兵 庫 県三 原郡( 淡路島)

66 

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 暖 冷 房 設 備

おお西原衛生工業所大阪庖

大阪市大淀区中津 6 丁日 8 書 4 号 電話大阪 ( 458) 3628番

支庖・ 営業所 福岡 ・京都・天理・川西

⑨日本管工業株式会社

本社及京都宣唐 京 邸 市 南 区 西 九 条 量 豊 田 町 2 0 番 地 の 1

電 話 ( 681) 5  1  0  1  - 5 ・ 夜 間 専 用 (691) 1045 

大 阪 支 庖 大阪 市 北 区 天 満 ト 5- 20 電 路 ( 06 ) 352- 3501((勺

三 軍 支 底 浄 市 栄 町 2 - 1  1  1 電 話 ( 0592) 26- 361以内

四 日 市 営 難 所 四 日 市 市 西 末 広 町 電 話 (0593) 53ー 743H問

滋 賀 営 業 所 大 治 市 中 央 2 丁 目 4- 28 電 話 (0775) 22- 973&閃

G盟国惨 3舎 四震房副d -

キー-ー....

③同議議橋部

Ｍ・・ＱＱＺＮＮ可ｾＢｾＢｊＺｉｾＮ

活字のない印刷

⑮日本写植印刷株式会社

神 田 都 義

本 社 干545 大阪市阿倍野区阪南町7- 5- 30 . 06 ( 氏刷 111 1代

日本写植セン' 7 - 干892 鹿児島市名山田J4-7 三宝ビル ーα泊2 (26)  4371 

遠山写緬セン 7 ー 〒708 ;章山市大手町8番S号 慎箆庖会館 . 0ぉ82 (4)  1771 

沖縄写植セ ンヲー 〒銃犯 商風原村嫌城 沖縄 印 刷 団 地 ， 民泡8 (55)  61∞ 

空気調和設備・給排水衛生設備・上下水道施設

環境衛生施設・公害防止施設 / 設計・施工・監理

⑫ 山 田Z 諸 積 書at t

本 社 太阪市西広 j;r 回T楓 1 - 6  - 8  1(!. !再 06(443) 8161 ( 大代 J!t. )

{環境装置事業部呼用) 電話 06(447) 0831 (代必)

分析センヲ一 大阪市淀川医 ::i llJ :!l 1軒ト1-35 '1ll J孟 06(308) 1491 

支 后 東京ー名古l五 ー福岡

営 業 所 京都・神丙 姫 路 広 島 . ｩＡＧ ｾｴ ￭Ａ 松山

ゐ

文 化 庁 ・ 宮 内 庁 ・ 各 府 県 庁

皇要文化高社寺・天理教教会本部 御 用 達

ｾ器孟宇工業所
代 表 取 締 役 小 林 麻 造

〒630 奈 良 市 西 新 在 家 町 17 番 地

電 話 奈 良 ( 0742) 2 6 - 2  9  0  1 番 ( 代表)



製造元自由マスヲーピ凡ヲ乞弐縁式会員

販売元ｊｴｃモ ｲ ｬｊコ民ｾ勾届ｾおＮｾ壬ｩ［頑企
本 社 / 東 京 郎 港 区 六 本 木 3 - 16 - 26 ・03-弱2-8811

大 阪 営 業 所 / 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 7 ・06-202-32倒

特殊壁装材製造販売和室に最適

一一一一・察楽壁紙・ホクシノン (無機質壁紙)

E 因縁) 踊0ヨコOD2

場

一

二

エ

第

第

。 ｾ｜｜ｩｾＭ 勝代の断熱局シｾ人
Jる多庁- ， ' -' J-d{' み

8 n /，11イナ11ーシート P

目豆電線株式曾批判闘刊図酌棚Ｒｔ目 ＱＮＲｾＨ 干畑ピルＩ

営 業 種 目

・防 水 工 穆 主主布防水 ・シート防水 ・モ Jレタ l レ防ぷ

・樹脂注入嬢着工法 各 組 樹 脂 i主人f喪主T補 修 工 事

・ 亀 裂 補 修 工 事 各 極 樹 脂 注 入 ・ 充 填 ・ コ ー キ ン グ

・ シ ー リ ン グ 工 穆 γ リコン ・チオコー Jレ・ウレタン ・アクリル

・吹 付 工 事 アクリ Jレ・リシン弾性タイル・その{ 也

。建 股 重 量 許 可 大 阪 府 知 事 許 可 ( 般 ー 53) 第51225号

。 日本シーリング工事業協会4 員

大 阪 市 北 区 末 広 町 3 - 2 1  I.J..ι 、比三t =. ＧｲｉｉＭ ｾτ 宜主

星初J也所扇町ピル201 S  ｜ｾ友，ＮＮＮＮＰＺＺ守守ヲ ｅ 司門 ＷＴｈｉ
T E L  06( 31 5) 0701 '" -・7 ・..， ＮＮｾ・ＮＮＮＮＮＮＮｾ .-v・

逆打部の充填モルタルに

デンカ ｃｓａ ファミｾｾー製品
ＮｩＺ ｾｮｃｓａ ……・・… ｈ ・ ｈ ・Ｍ…………コンクリートのひびわれ防止に

( 膨張 性 混和 材 )

・司 ｆＢ 二ＮＮ， ｮ 弓友ｾＺｊＺＧＢ……………………・鉄骨ベース、
( グラウ ト用 無収 縮 材 )

・者二 ｊｮ 守ＧＮＺＱＭ子 Ｂｊｉｊｾ ・…………・…コンクリート躯体の漏水補修に
( 止 水 ・補修 用 急硬 セ メン ト)

- Tニ.I nES. … … … … … … … … … … ・地盤補強用薬液注入

( 土質安定用急硬 材 )

・雪ニ.I nI I OOO・… … … ・… … … … … コンクリートパイルの早期出荷と

( 製 品 用 超 高 度 混和 材 ) ハイモメン卜製造用に

電気化学工業株式会社
社

T E L 本社 ・京都・網野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0773) 7 6 - 0 1 3 3  

ム

玄式業 株産
白

木浜

近 畿 地 区 販 売 庖

社

A

会業 株 式浦 産金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

4 4 3 - 6 1 8 1  T E L 大 阪 ( 0 6  )  

株 式

3 3 2 - 6 8 6 1  

2 7 2 - 8 5 0 1  

(  0  6  )  

( 0  3  )  

大 阪

東 京

T E L  

T E L  

/ 本 社コト
-圃・・・

-ネ土
ム

宮式株産洋 物光 ネ土

A  

ｾ＠

67 

8 3 - 2 3 8 1  T E L 滋賀 ・守山 ( 0 7 7 5 )2 5 2 - 6 0 0 0  T E L 大 阪 ( 0 6  )  



特 許・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料 Tl I J I レヲ! 乱暴9J l

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

戸 フ タ ー ケ ア ー /

機 義援 鑓 瀦費駁撃 練 義 ｩｾ 線 援 護 ｩ

ことばがわかる/ 仕組がわかる/

|これからのオフィスビルの設計|

沖塩涯一郎監修 85 ・144頁 定 価2，300円

叡計者と現場マンのためのわかる洛接

13溶 接 読 本 |

井 上 博 著 日5 ・157頁 定 価3，000円

施工しやすい 井上博・北小路宏共著

| 霊配筋読本・改訂版|

85 ・162頁 定 価3，200円

各種建築構造の計画 ・設計に役立つ

| 建築構造計算資料集|

(全 8巻) 中) 11 淳 編 著

いろいろな建築構造の計画や設計に役立つ実

用便覧として、最新の情報をふんだんに盛り

込み、 一貫した方針のもとでまとめたわが国

建築界はじめての構造計算資料集。

l巻鉄筋コンクリート摘造篇( 1)

65 ・240買 定 価3，800円

2巻鉄筋コン 7' ) ート柵造鏑(2) 11月上旬尭亮予定

3巻 鋼構造鏑(1) 65 ・225買 定 価3，200門

4巻鋼構造鏑(2) 65 ・256買 定 価3，500円

5巻鉄骨鉄筋コンクリ ー ト構造篇

65 ・208頁 定 価3，200円

6巻基礎構造篇 65 ・249買 定 価3，8∞同

7巻終局耐力篇 65. 2・7買 定 価3，8∞円
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ボーロイド( 断熱材 ) D.G .K. ※カタロクーを御， ｾ￬Ｇｬ ボ下さい

運勢 市' J I !J 9J l J 9J l 製造跡式会誼

大 阪 本 社 〒660 尼崎市昭和南通り 3 - 26 松 本 ビ ル 電 話 大 阪 ( 0 6 ) 412 - 5131( 代)

支 庖 及 工 場 大 阪 . IL1十| ・名 占 昼 ・広 l斗 . w: 条 ・メIJ 谷 ・ 姫 路
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No.424 目 次 定 価 上 000円
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専門技術者のための

|建築構造問題快答集固|

同編集部編 A5 ・216頁 定 価2，900円

国 墨 書 ォーデイトリアムの場合

21世紀に向けてのインテリア設計ー… ー浦林亮次、-

北海道のメーソンリーを訪ねて ー. . . - 8 忠雄

実 施 の 現 状 と 基 本 的 性 質 ・ ・ ・・・・安藤 臼好

実 施 例 1 国 立 音 楽 大 学

通 学 生 用 練 習 館 新 築 工事 備 本 功、-

実 施 例 2 神 原 マ ン シ ョ ン ・…・ー・…ー知念 |曹昭

実 施 例 3 霊 パ ウ 口 敏 会 ・…ーー ー・ーーー世良 』書作

多 量 な 地 下 水 を 有 す る 地 盤 で の

地 下 工事 計 画 と 具 体 例 ー ー・・ 南谷修、-

高強度コンクリートの品質管理

ニ チ デ ン 指 扇 マ ン シ ョ ン の 施 工 戸祭邦之、-

パ ー ク シ テ ィ

新 川 崎30階 建 R C造 住 棟 の 施 工 ーー 岡本公夫、-

長 大 R C建 物 の ひ び 割 れ 防 止 設 計- ーー猪原鉄I曹、-

木 造 住 宅 の 床 の 音響 性 能 ーーー .•.•... ー田中 洪

イ ン テ リ ジ エ ン ト ビ ル 実 態 調 査 結 果 概 要 ー 川島 宏
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井上 1尊著 日5 ・171 頁 定 価3，200円

わかる設備シリーズ第 2 巻

|要電 気 読 本)

井上 1専著 85 ・217頁 定 価3，800円

山形骨組の応力計算はこの一冊で

| 山形骨組 の応力 計算|

筒井助幸著 A5 ・210頁 定 価3，200円

建築技術者・ビル管理者のための

|設 内外装の損傷と補修|

同編集部編 85 ・289頁 定 価3，600円

自と手で確かめた水と土の記録

lZ 最新 場所打 ぐい工法|

.. 

北中克己箸 A5 ・341頁 定 価3，500円

株式会社 建 築 技 術

倉東 京 03 (363) 421 1  ( 代)

娠 答 口 座 東 京 o- 7241 7番



最適な環境を創造する窓

インテリジェントビル窓開口部のキメ手一一。 ブラインド内蔵二重 硝 子 回 転 断 熱 窓

エノレミン窓は、今、注目を集めているインテリジ、エントピノレに要求される窓開口昔11の条件を、

全て満たしています。

省エ オ、ノレギーの立場からは、高い断熱性や遮蔽性が、そして音やホコリをシャットアウ卜す

る機構、更にはメインテナンスに手聞がかからない点などはもちろん、自然の光 t 風を豊かに

採り入れた快適な住空聞を創ることなど、実に様々なファクターがありまt

エノレミン窓はこれらの窓開口部に要求されるフアクターの全てに自信をもってお応えて。きま

す。空気汚染や騒音のひどし、地域や、酷暑や極寒の地域でも建物の中には快適さをお

約束します。

インテリジ、エン卜ヒツレに最適なエ ノレミン窓をぜひ一度 ご検討ください。

二重硝子の聞にベオ、シアンブラインドを内蔵させた回転断熱窓のエノレミン窓 li 、スエーデンで開発され、

全世界て、圧倒的信頼を得てL 、る国際品て、す。わが国では、当社が昭和39年に技術導入し、日本の気候

風土に合うように改良した画期的な窓t して、全国3，400件以上の建物に採用されて l ' ;I:す。

『言1 日本工JLJ 三コヲ・3 三J 椋式会社

....ー唱F ー"'11 〒 10 1 東 京 都 千



祉

歴

法

人

日

本

建

築

協

会

建

築

と

社

会

第

引

鱒

第

H

号

昭

和

引

年

日

月

日

日

発

行

(

毎

月

1

回

白

日

発

行

)

昭

和

町

四

年

3

月

円

日

第

3

種

郵

便

物

認

可

露出シート防水材 : J I SA6009

T  

531  

大

隊

古

川

訓

区

机

E

l

の

ー

の

3

の

?

l

E

C

最新のハイテク設備を誇る清掃焼却工場の屋根も

口ンヲレーフかかっちり力、ードしていま志
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近年とみに噌加している建物の改修工事。それに最適な防

水工法がベストプルーフus工 法。下地処理が簡易で既

存防水府の上から施工でき、工期の短縮ができま主しかも

接着剤を使わず特殊な脱気工法の採用によ っ て ｩｾｬｬ ＧＮｬ ｊ 状態

でも施工できますユ絶縁工法は下地のムープメン卜を緩衝し

ベストプルーフHGは最高品質のハイグレード塩化ビニル

を主成分にガラスクロスを中間に積層した断熱防水に最

j車の防水シート。
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美しL 、仕上りを保証しますL

西日本口ンフルーフ防水事業協同組合

03379- 11 雑 誌

大 阪 市 淀川 区 西 中 島3-9- 13 大北ビル ft 06( 304) 5155

@ロコ己ーJII 工 業 献 金 祉

大阪支 j苫/ 大阪市淀川区西中島3- 9- 13 大北ピル7陪

- 本 社⑮ 101

東京都千代田区神田松永町13 r川口ビJ レJ f t 03-253- 4911 !f¥:l 

・出張所/ ・名古屋台052-935-7063附 ・金 沢含0762-52-2215!f¥:l

・岡 山台086926-4321 !f¥:l ・広島f t 082-249-35∞ 附

・高 松f t 0878守 31-4177附 ・ 福 岡 宮092-472-5857f仰

・鹿児島f t 0992-58-6571!f¥:l 


